
一
二
三

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

は
じ
め
に

　

一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
日
本
本
国
は
、
平
年
に
お
い
て
も
、
国
内
の
収
穫
、
お
よ
び
植
民
地
朝
鮮
・
台
湾
か
ら
の
移
入
だ
け
で
は
国
内
の

米
需
要
を
み
た
せ
な
く
な
り
、
海
外
か
ら
の
輸
入
に
よ
る
不
足
補
塡
が
不
可
避
と
な
っ
た
。
日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
輸
入
す
る
「
外
米
」

の
量
は
、
日
露
戦
後
に
は
、
豊
作
年
や
平
年
に
は
一
〇
～
二
〇
万
ト
ン
前
後
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
一
二
～
一
四
年
の
よ
う
に
、
国
内
の
収

穫
が
落
ち
込
む
と
英
領
イ
ン
ド
（
英
印
）
の
ビ
ル
マ
（
緬
甸
）、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
（
仏
印
）、
タ
イ
（
暹
羅
）
な
ど
の
産
地
か
ら
多
量
の
外

米
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
表
１
）。
さ
ら
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
る
と
円
滑
・
確
実
な
輸
入
が
危
惧
さ
れ
た
が
、
国
内

米
作
は
一
四
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
三
年
間
豊
作
が
続
い
た
。
ま
た
一
三
年
に
は
、
朝
鮮
米
移
入
税
が
廃
止
さ
れ
て
朝
鮮
米
移
入
が
急
増

し
、
ま
た
台
湾
か
ら
の
移
入
も
順
調
で
あ
っ
た
め
、
外
米
輸
入
量
は
急
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
内
の
米
価
は
低
迷
し
、
一
五
年
に
は
国

内
産
米
三
〇
万
石
（
四
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
）
買
上
な
ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た（

（
（

。

　

し
か
し
、
一
七
年
～
一
八
年
に
は
一
転
し
て
不
作
が
続
い
た
。
こ
の
た
め
一
八
年
に
入
る
と
米
価
は
一
般
物
価
を
上
回
っ
て
急
速
に
上
昇

を
は
じ
め
、同
年
七
月
末
か
ら
の
米
騒
動
を
引
き
お
こ
し
、そ
の
後
も
翌
一
九
年
末
頃
ま
で
高
騰
が
続
い
た
。
寺
内
正
毅
内
閣
は
対
策
を
次
々

と
講
じ
、
供
給
増
加
を
は
か
る
外
米
輸
入
の
促
進
も
試
み
た
。
外
国
米
管
理
規
則
を
公
布
し
て
一
八
年
四
月
か
ら
外
米
輸
入
を
政
府
専
管
と

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

大
豆
生
田　
　

稔



一
二
四

表 1　日本の米穀需給
（1,000トン）

年度 前年度か
ら繰越量

前年生
産量

移入量 輸入量 総供給
量朝鮮 台湾 英印 仏印 タイ 合計

1910 7,866 42 112 23 53 39 134 8,129
1911 6,995 55 106 88 129 38 279 7,435
1912 7,757 37 98 194 92 44 302 8,193
1913 7,533 44 147 210 251 73 499 8,224
1914 449 7,539 154 122 81 156 57 371 8,634
1915 877 8,551 281 104 7 18 39 78 9,891
1916 935 8,389 200 120 0 5 38 44 9,688
1917 872 8,768 179 118 1 27 55 79 10,015
1918 671 8,185 260 171 243 391 50 549 9,837
1919 354 8,205 421 189 4 482 155 815 9,984
1920 624 9,123 248 99 1 56 7 113 10,207
1921 826 9,481 436 155 18 52 48 123 11,013
1922 1,224 8,277 470 111 115 96 213 569 10,652
1923 1,096 9,145 518 170 57 45 97 243 11,215

出典：農林省米穀部『米穀要覧』（1933年版）。
注：玄米150kg＝1トンとした。空欄は数値不明。

図 1　外米輸入量（月別）
出典：大蔵省編纂『大日本外国貿易月表』（1917年 1 月～1920年12月）。



一
二
五

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

し
、農
商
務
省
に
臨
時
外
米
管
理
部（
八
月
か
ら
は
臨
時
米
穀
管
理
部
）を
新
設
し
た
。
こ
の「
外
米
管
理
」は
、政
府
が
指
定
商（
三
井
物
産
・

鈴
木
商
店
・
湯
浅
商
店
・
岩
井
商
店
、
の
ち
に
内
外
貿
易
・
大
黒
商
会
・
加
藤
周
次
郎
を
追
加
指
定
）
に
外
米
の
輸
入
と
売
捌
き
を
命
じ
、

手
数
料
・
価
格
差
を
補
償
す
る
制
度
で
あ
る
。
政
府
は
指
定
商
に
外
米
の
買
付
を
委
託
し
て
大
量
の
外
米
を
蓄
積
・
管
理
し
、
順
次
市
場
へ

の
供
給
を
開
始
し
た
。
こ
の
た
め
一
八
年
五
月
か
ら
外
米
輸
入
量
は
急
増
す
る
（
図
１
）。
続
く
原
敬
内
閣
も
、
輸
入
促
進
の
た
め
関
税
を

免
除
し
、
さ
ら
に
政
府
に
よ
る
外
米
の
買
付
・
輸
入
を
積
極
化
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
八
～
一
九
年
に
は
大
規
模
な
外
米
輸
入
が
展
開
し
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
外
米
産
地
や
中
継
港
香
港
で
は
指
定
商
に
よ
る
積
極
的
な
買
付
が
は
じ
ま
り
、ラ
ン
グ
ー
ン
（
蘭
貢
）、サ
イ
ゴ
ン
（
西
貢
）、

バ
ン
コ
ク
（
盤
谷
）、
香
港
な
ど
で
は
対
日
輸
出
米
の
積
出
し
が
す
す
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
一
八
～
一
九
年
に
は
、
一
八
年
に
は
英
印
・
仏
印
か
ら
、
一
九
年
に
は
仏
印
・
タ
イ
か
ら
の
輸
入
が
増
加
し
て
い
る
。
こ

の
時
期
の
外
米
輸
入
量
を
月
ご
と
に
み
る
と
（
図
１
）、
輸
入
総
量
は
一
八
年
春
か
ら
急
増
し
、
一
九
年
六
月
前
後
に
一
時
減
少
し
た
が
八

～
九
月
に
は
再
度
上
昇
し
、
同
年
秋
か
ら
急
減
し
て
二
〇
年
に
入
る
と
八
～
九
月
に
や
や
増
加
し
た
以
外
は
停
滞
し
た
。
こ
れ
を
国
別
に
み

る
と
、
ま
ず
英
印
か
ら
の
輸
入
は
一
八
年
に
急
増
し
た
が
、
同
年
末
か
ら
急
減
し
て
停
滞
し
、
一
九
年
以
降
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
仏

印
か
ら
の
輸
入
は
一
八
年
に
英
印
と
と
も
に
急
増
し
、
い
っ
た
ん
一
〇
月
に
減
じ
た
の
ち
、
同
年
末
か
ら
激
増
し
て
一
九
年
は
じ
め
に
は
大

量
の
輸
入
が
あ
っ
た
。
同
年
半
ば
に
減
少
し
た
が
再
度
増
加
し
た
の
ち
、
同
年
一
〇
月
以
降
は
急
減
し
停
滞
し
て
い
る
。
ま
た
タ
イ
か
ら
の

輸
入
は
、
一
八
年
中
は
少
な
か
っ
た
が
一
九
年
二
月
頃
か
ら
急
増
し
た
。
し
か
し
同
年
五
～
六
月
に
な
る
と
減
少
し
は
じ
め
た
。
一
九
年
後

半
に
若
干
増
加
す
る
が
、
二
〇
年
に
な
る
と
輸
入
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
主
要
輸
入
相
手
か
ら
の
輸
入
量
は
こ
の
二
年
間
に
そ
れ

ぞ
れ
増
減
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
対
日
輸
出
を
め
ぐ
る
産
地
側
の
諸
条
件
の
変
化
が
推
測
さ
れ
る
。

　

大
戦
末
期
か
ら
直
後
に
か
け
て
、
外
米
の
対
日
供
給
は
不
安
定
に
な
っ
た
。
外
米
産
地
に
お
い
て
は
洪
水
・
旱
魃
な
ど
に
よ
る
凶
作
の
ほ

か
、
英
印
・
仏
印
は
本
国
や
他
の
植
民
地
へ
の
供
給
が
要
請
さ
れ
、
ま
た
産
地
の
米
価
高
騰
を
抑
制
す
る
た
め
、
現
地
政
府
に
よ
る
輸
出
制



一
二
六

限
や
輸
出
禁
止
、
米
価
公
定
な
ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
対
日
輸
出
を
め
ぐ
る
供
給
地
側
の
諸
事
情
と
そ
の
変
化
を
、
英

印
・
仏
印
・
タ
イ
の
主
要
産
地
や
、
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
お
よ
び
中
継
港
香
港
に
派
遣
さ
れ
た
大
使
・
公
使
・
領
事
な
ど
日
本

側
外
交
官
の
通
信
や
報
告
に
よ
り
検
討
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

　

日
本
国
内
の
米
価
が
高
騰
す
る
一
八
年
は
じ
め
か
ら
政
府
は
外
米
輸
入
を
積
極
化
し
た
が
、
同
時
に
英
印
・
仏
印
・
タ
イ
で
は
輸
出
が
制

限
さ
れ
、
ま
た
禁
止
さ
れ
た
。
外
米
輸
入
を
確
保
し
拡
大
し
よ
う
と
す
る
農
商
務
省
は
、
外
米
産
地
の
輸
出
制
限
の
緩
和
、
輸
出
禁
止
の
解

禁
、
輸
出
の
特
許
を
求
め
て
、
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
た
交
渉
を
外
務
省
に
要
請
す
る
。
こ
の
た
め
外
務
省
は
、
英
領
ビ
ル
マ
に
つ
い
て
は
カ

ル
カ
ッ
タ
の
総
領
事
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
つ
い
て
は
サ
イ
ゴ
ン
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
（
海
防
）
の
名
誉
領
事
や
領
事
、
タ
イ
に
つ
い
て
は
バ
ン

コ
ク
の
公
使
・
領
事
、
お
よ
び
香
港
の
総
領
事
、
さ
ら
に
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
の
大
使
た
ち
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
交
渉
や
調
査
を
指
示
す
る

な
ど
、
外
米
輸
入
を
実
現
す
る
た
め
多
様
な
活
動
を
展
開
し
た
。
外
務
省
と
、
東
ア
ジ
ア
の
産
地
や
欧
州
の
外
交
官
は
電
信
な
ど
に
よ
り
頻

繁
に
通
信
し
、
外
務
省
の
指
示
、
出
先
外
交
官
の
報
告
・
情
報
提
供
な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
ま
た
国
内
で
は
外
務
省
と
農
商
務
省
の
間
に

綿
密
な
連
絡
が
あ
り
、
諸
情
報
を
交
換
す
る
ほ
か
、
外
米
買
付
を
担
当
す
る
農
商
務
省
が
、
随
時
、
外
交
ル
ー
ト
に
よ
る
支
援
を
外
務
省
に

要
請
し
て
い
る
。

　

一
八
年
の
米
騒
動
前
後
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
の
米
価
高
騰
に
つ
い
て
は
、
米
騒
動
に
関
連
し
て
多
様
な
研
究
が
あ
る
。
食
糧
需
給
構
造

の
特
質
を
さ
ぐ
る
視
点
か
ら
、
イ
ン
ド
や
ビ
ル
マ
、
仏
印
、
タ
イ
な
ど
の
産
地
に
お
け
る
供
給
条
件
の
変
化
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
指
摘
が

あ
る（

（
（

。
ま
た
、
領
事
報
告
な
ど
に
よ
る
、
明
治
前
期
か
ら
の
海
外
市
場
情
報
の
収
集
・
伝
達
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
前
後
か
ら
研
究
が

活
発
に
な
っ
て
い
る（

（
（

。

　

し
か
し
、
外
米
産
地
の
作
柄
や
需
要
の
動
向
に
よ
り
輸
出
制
限
・
禁
止
措
置
な
ど
が
次
々
と
変
転
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
派
遣
さ
れ
た
外

交
官
は
輸
入
実
現
を
追
求
し
て
日
々
多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
頻
繁
に
往
復
し
た
通
信
な
ど
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な



一
二
七

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

る
。
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
対
外
依
存
を
深
め
た
主
食
米
の
供
給
構
造
は
一
八
～
一
九
年
に
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
、
ま
た
に
わ
か
に
必
要
性

が
高
ま
っ
た
外
米
の
輸
入
は
ど
の
よ
う
に
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
輸
入
を
め
ぐ
る
諸
条
件
の
変
化
や
、
輸
入
実
現
を
め
ざ
す
交
渉
の
過

程
を「
外
務
省
記
録
」な
ど
の
外
交
文
書
に
よ
っ
て
さ
ぐ
り
、に
わ
か
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
外
米
供
給
の
隘
路
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

第
一
節　

輸
出
制
限
の
は
じ
ま
り
（
一
九
一
八
年
）

　

一
九
一
七
年
秋
の
国
内
産
米
収
穫
は
不
良
で
前
年
比
五
六
万
ト
ン
の
減
収
と
な
り
、
翌
一
八
年
度（

（
（

に
は
多
量
の
外
米
輸
入
が
必
要
と
な
っ

た
。
一
八
年
度
の
不
足
量
に
つ
い
て
一
八
年
一
月
、
農
商
務
省
は
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
二
～
一
六
年
度
の
平
均
輸

移
入
量
は
五
三
万
ト
ン
（
三
五
五
万
石
）
で
あ
る
が
、
国
内
人
口
は
毎
年
八
〇
万
人
増
加
し
、
米
需
要
も
年
間
一
人
当
た
り
一
石
と
し
て

一
二
万
ト
ン
（
八
〇
万
石
）
増
加
す
る
。
し
た
が
っ
て
一
八
年
度
に
は
、
平
均
よ
り
四
五
万
ト
ン
（
三
〇
〇
万
石
）
前
後
増
加
す
る
か
ら
、

計
九
七
万
ト
ン
（
六
五
〇
万
石
）
の
輸
移
入
が
必
要
で
あ
っ
た（

（
（

。
さ
ら
に
、
同
年
五
月
の
需
給
推
算
に
よ
れ
ば
、
五
三
万
ト
ン
（
三
五
〇
万

石
）
の
供
給
増
加
が
必
要
で
あ
っ
た（

（
（

。
植
民
地
米
移
入
の
急
増
に
よ
る
補
塡
は
難
し
く
、
外
米
輸
入
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
八
年
は
じ
め
か
ら
農
商
務
省
は
、
外
米
輸
入
を
促
進
す
る
た
め
産
地
の
諸
事
情
を
調
査
し
、
ま
た
宗
主
国
へ
の
要
請
を
開
始
し
た
。
外

務
大
臣
本
野
一
郎
は
東
京
の
英
国
大
使
に
、
国
内
の
収
穫
が
「
概
シ
テ
良
好
ナ
ラ
サ
ル
」
た
め
、
ラ
ン
グ
ー
ン
米
の
輸
入
が
「
相
当
多
量
ニ

上
ル
」
と
い
う
農
商
務
省
の
予
想
を
早
速
伝
え
て
い
る（

（
（

。

　

こ
う
し
て
一
八
年
か
ら
、
英
領
ビ
ル
マ
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
、
タ
イ
、
香
港
か
ら
の
外
米
輸
入
が
活
発
化
す
る
が
、
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

外
米
産
地
の
米
生
産
、
海
外
輸
出
に
つ
い
て
概
観
す
る
。



一
二
八

一　

外
米
産
地

（
１
）
英
領
ビ
ル
マ

　

英
領
イ
ン
ド
は
「
世
界
第
一
ノ
米
産
国
」
と
称
さ
れ
た
が
、
人
口
三
億
人
を
擁
し
、
生
産

の
「
大
部
分
」
は
消
費
さ
れ
て
輸
出
可
能
量
は
限
ら
れ
た
。
主
要
な
産
出
州
は
ベ
ン
ガ
ル
州
を

第
一
と
し
、
ビ
ハ
ー
ル
、
オ
リ
ッ
サ
、
マ
ド
ラ
ス
、
ビ
ル
マ
の
各
州
が
続
き
、
五
州
で
イ
ン
ド

総
生
産
の
七
割
を
占
め
、
収
穫
の
多
く
は
州
内
、
も
し
く
は
イ
ン
ド
各
州
に
移
出
さ
れ
た
。
た

だ
し
、
ビ
ル
マ
州
の
産
米
は
、
近
接
す
る
イ
ン
ド
本
土
の
需
要
の
影
響
を
受
け
た
が
、
海
外
輸

出
量
が
比
較
的
多
く
イ
ン
ド
米
輸
出
の
七
～
八
割
を
占
め
た（

（
（

。
海
峡
植
民
地
や
香
港
、
日
本
へ

の
輸
出
の
ほ
と
ん
ど
は
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
か
ら
積
み
出
さ
れ
た
（
表
２
）。
し
か
し
、
日

本
が
外
米
輸
入
を
急
増
さ
せ
た
一
九
一
八
～
一
九
年
に
は
、
ビ
ル
マ
の
輸
出
量
は
、
一
八
年
前

後
に
増
加
し
た
の
ち
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
ビ
ル
マ
か
ら
の
輸
出
量
は
一
八
／
一
九
年
度
の

一
六
四
万
ト
ン
か
ら
、
翌
年
度
の
五
三
万
ト
ン
余
に
激
減
し
、
次
年
度
に
も
九
七
万
ト
ン
と
な

お
低
迷
し
て
い
る
。

　

ビ
ル
マ
の
米
作
は
イ
ラ
ワ
ジ
川
な
ど
大
河
川
の
三
角
州
地
帯
で
あ
る
下
ビ
ル
マ
が
総
耕
地
の

三
分
の
二
を
占
め
、
同
地
一
帯
で
は
雨
期
（
五
～
一
〇
月
）
に
入
る
六
～
七
月
に
播
種
し
、
八

～
九
月
に
移
植
、
一
二
～
一
月
に
収
穫
す
る
「
冬
作
」
を
主
と
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
雨
期
前
の

（1,000トン）

香港 英帝国計 蘭印 日本 米国 キューバ 英帝国以外計
B B B B B B B

4 4 1,046 666 92 92 4 4 1 1 55 47 356 310 
3 3 1,176 845 165 165 0 0 5 5 86 75 479 370 
0 0 1,429 1,063 120 120 42 42 8 6 49 44 582 350 
4 4 1,150 863 112 87 206 205 55 51 45 34 913 741 

15 15 597 499 7 7 0 0 0 ─ 6 ─ 64 14 
24 24 868 809 34 25 13 12 1 ─ 10 1 228 147 
31 31 825 681 165 166 42 42 2 1 15 6 580 539 

104 104 1,097 858 147 147 80 98 1 70 88 1 1,028 922 
二次米穀統計（世界ノ部）』（1925年 8 月）。



一
二
九

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

四
月
頃
に
播
種
し
、
七
～
八
月
に
収
穫
す
る
「
春
米
」、
三
月
上
旬
に
播
種
し
最
高
気
温
の
時

期
で
あ
る
六
月
に
収
穫
す
る
「
夏
米
」
が
あ
っ
た（

（
（

。

（
２
）
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ

　

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
米
産
地
は
、
南
部
の
コ
ー
チ
シ
ナ
（
交
趾
支
那
）
地
方
を
主
と
し
、
北

部
の
ト
ン
キ
ン
（
東
京
）
地
方
が
加
わ
る
。
総
生
産
量
は
コ
ー
チ
シ
ナ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
両
州
で

一
二
／
一
三
年
度
～
一
六
／
一
七
年
度
の
五
ヵ
年
平
均
は
二
三
〇
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。
ま
た
北

部
の
ト
ン
キ
ン
米
生
産
量
は
、
一
九
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
表
３
の
数
値
よ
り
や
や
多
い
が
、

玄
米
換
算
で
一
五
〇
万
ト
ン
と
い
う
三
井
物
産
に
よ
る
推
計
が
あ
り（

（1
（

、
ま
た
二
〇
年
前
後
の
領

事
報
告
に
よ
れ
ば
、
同
様
に
一
五
〇
万
ト
ン
前
後
で
あ
っ
た（

（1
（

。
全
仏
印
の
生
産
量
は
一
〇
年
代

後
半
に
は
年
間
三
五
〇
万
ト
ン
前
後
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

そ
れ
ら
の
う
ち
、
輸
出
さ
れ
る
仏
印
米
は
一
〇
〇
～
百
数
十
万
ト
ン
で
、
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
輸

出
さ
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
輸
出
先
は
仏
本
国
の
ほ
か
、蘭
領
イ
ン
ド
、海
峡
植
民
地
、フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
で
あ
る
が
、
最
も
多
い
の
は
香
港
で
あ
っ
た
。
ト
ン
キ
ン
米
輸
出
量
は
、
三
井
物

産
の
推
計
に
よ
れ
ば
平
均
年
間
一
七
万
ト
ン
で
、
こ
れ
は
表
３
の
一
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
の

数
値
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ハ
イ
フ
ォ
ン
（
海
防
）
か
ら
輸
出
さ
れ
、
輸
出
先
の
大
半
は
香
港
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
八
五
％
が
「
東
洋
の
諸
港
」
へ
、
ほ
か
仏
本
国
な
ど
に
も
再
輸
出
さ
れ
た（

（1
（

。

仏
印
米
の
輸
出
先
と
し
て
一
八
～
一
九
年
度
に
日
本
向
け
が
台
頭
し
、
一
八
年
に
は
香
港
に
次

表 2　インド・ビルマ（B）の米生産と輸移出

年度 生産量（白米）移出量 輸出量 輸出先
英国 セイロン 海峡植民地 マレー連邦

B B B B B B B
1915/16 32,730 4,200 1,238 1,403 991 297 290 338 90 186 183 1 0 
1916/17 34,832 4,575 1,034 1,655 1,244 321 316 411 222 256 253 1 ─
1917/18 35,738 4,750 553 2,011 1,428 523 523 376 179 292 289 2 ─
1918/19 24,201 4,000 857 2,064 1,642 270 270 376 205 338 333 1 ─
1919/20 32,028 3,686 1,826 660 525 57 57 267 210 154 154 4 4 
1920/21 27,662 4,072 1,062 1,095 969 170 169 311 292 183 183 42 42 
1921/22 33,160 4,623 973 1,406 1,255 108 107 342 254 137 136 2 2 
1922/23 33,468 4,606 703 2,125 1,791 79 72 400 289 174 173 25 24 
出典：農商務省食糧局『米穀統計（世界ノ部）』（1922年10月）、農林省農務局『第



一
三
〇

ぐ
位
置
を
占
め
た
。
た
だ
し
英
領
ビ
ル
マ
と
同
様
に
、
仏
印
の
輸
出
量
は
一
九
年
に
大
幅
に

減
少
し
、
対
日
輸
出
量
も
減
少
し
て
い
る
。

　

サ
イ
ゴ
ン
米
は
仏
印
南
部
の
コ
ー
チ
シ
ナ
地
方
、
メ
コ
ン
川
流
域
の
三
角
州
で
生
産
さ

れ
、
サ
イ
ゴ
ン
港
に
出
荷
さ
れ
た（

（1
（

。
コ
ー
チ
シ
ナ
は
気
温
・
湿
度
と
も
に
米
作
に
は
「
特
に

好
適
」
で
あ
り
、
ま
た
乾
季
・
雨
季
の
循
環
や
雨
量
も
多
く
、
稲
作
に
適
し
た
気
候
で
あ
っ

た（
（1
（

。
五
～
六
月
か
ら
八
月
頃
ま
で
播
種
が
続
き
、
七
～
九
月
に
は
本
田
へ
移
植
さ
れ
、
収
穫

は
、
早
稲
は
一
〇
月
下
旬
か
ら
、
中
稲
は
一
一
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た（

（1
（

。
ま
た
ト
ン
キ
ン
米
の

生
産
は
、
そ
の
七
割
は
「
秋
田
」
に
生
産
さ
れ
、
五
月
か
ら
作
業
に
入
り
、
六
～
七
月
に
挿

秧
、
一
一
月
～
一
二
月
に
収
穫
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
一
二
～
一
月
に
挿
秧
、
五
～
六
月
に

収
穫
す
る
「
春
田
」
が
あ
っ
た
。
産
米
は
都
市
の
米
商
や
そ
の
手
先
、
農
村
を
回
る
米
仲
買

人
ら
に
よ
り
集
荷
さ
れ
ハ
イ
フ
ォ
ン
港
に
搬
出
さ
れ
た
。

　

大
戦
勃
発
に
よ
り
仏
印
総
督
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
蘭
印
、
ロ
シ
ア
、

お
よ
び
そ
の
植
民
地
以
外
の
諸
外
国
へ
米
・
家
畜
の
輸
出
を
禁
じ
た
が（

（1
（

、
一
四
年
一
一
月

に
は
、
総
督
が
米
輸
出
を
「
解
禁
」
し
た
と
す
る
通
知
が
在
仏
大
使
松
井
慶
四
郎
か
ら
届
い

た（
（1
（

。
そ
の
後
一
二
月
に
は
、
大
統
領
令
に
よ
り
再
度
輸
出
禁
止
と
な
っ
た
が
、「
同
盟
諸
国
」

に
は
翌
一
五
年
一
月
か
ら
、
許
可
を
要
せ
ず
輸
出
が
認
め
ら
れ
一
八
年
に
至
っ
て
い
た（

（1
（

。
仏

印
米
輸
出
は
制
限
や
禁
止
、解
禁
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、一
七
年
ま
で
日
本
で
は
豊
作
が
続
い

て
輸
入
量
は
限
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
ら
の
措
置
が
外
米
輸
入
を
阻
害
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（1,000トン）
トンキン輸出量 サイゴン輸出量

フラン
ス

香港そ
の他

香港 海 峡 植
民地

蘭印 フ ィ リ
ピン

日本 フ ラ ン
ス

フランス
植民地

欧州 ア フ リ
カ

米国・
キューバ

111 2 109 1,245 615 131 101 130 ─ 245 5 14 0 ─
104 9 95 1,247 553 170 129 122 95 165 6 ─ ─ 5 

1,444 671 129 80 160 354 36 7 ─ ─ 4 
762 275 94 48 26 199 78 9 18 ─ 1 

1,020 359 188 120 43 14 79 12 64 51 80 
1,511 582 147 337 22 103 165 5 111 24 19 
1,260 606 73 187 40 48 151 9 64 14 67 

農務局『第二次米穀統計（世界ノ部）』（1925年 8 月）。生産量合計・輸出
田嘉男訳）『モンスーン・アジアの米穀経済』（日本評論新社、1958年）「付
輸出量は、農商務省『外米ニ関スル調査』（1920年）。



一
三
一

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

（
３
）
タ
イ

　

タ
イ
は
英
領
ビ
ル
マ
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
次
ぐ
米
輸
出
国
で
あ
り
、
欧
米
各
地
に
も
盛

ん
に
輸
出
し
た（

（1
（

。
主
な
仕
向
地
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
新
嘉
坡
）、
香
港
で
、
約
三
分
の
一
は

両
地
に
輸
出
さ
れ
た
と
い
う
。
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
で
日
本
に
も
再
輸
出
さ
れ
た

が
、「
輸
入
米
ト
シ
テ
暹
羅
米
ハ
深
ク
邦
人
ノ
注
意
ヲ
惹
ク
ニ
至
ラ
サ
リ
シ
」
と
評
さ
れ
た
。

価
格
が
割
高
で
あ
り
、
一
八
年
に
も
な
お
輸
入
量
は
英
印
や
仏
印
と
比
較
し
て
少
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る（
図
１
）。
し
か
し
、一
九
年
に
は
輸
入
が「
頓
ニ
増
加
」す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

タ
イ
の
米
生
産
量
は
、
表
４
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
に
三
百
数
十
万
ト
ン
、
バ

ン
コ
ク
よ
り
の
輸
出
量
は
年
間
一
〇
〇
万
ト
ン
余
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
／
一
九
年
度

か
ら
輸
出
量
は
急
減
し
、
二
〇
／
二
一
年
度
に
は
さ
ら
に
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。
一
八

／
一
九
年
度
ま
で
、
輸
出
の
大
半
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
香
港
に
向
け
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
は
英

国
、
さ
ら
に
一
八
年
度
に
は
蘭
印
・
日
本
向
け
も
増
加
し
て
い
る
。

　

タ
イ
の
米
作
は
、
五
～
一
〇
月
の
雨
期
を
利
用
し
、
挿
秧
は
六
月
下
旬
か
ら
七
月
に
か
け

て
、
収
穫
は
一
〇
月
下
旬
に
は
じ
ま
り
、
一
一
～
一
二
月
を
最
盛
期
と
し
、
二
月
初
旬
頃
に

は
晩
稲
が
収
穫
さ
れ
た
。
一
般
に
、
一
〇
月
か
ら
一
月
下
旬
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
四
ヵ
月
に
わ

た
っ
て
収
穫
作
業
が
続
い
た
。

　

日
本
の
タ
イ
米
輸
入
は
、
一
七
年
ま
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
毎
月
数
千
ト
ン
で
あ
り
、
英

印
や
仏
印
か
ら
の
輸
入
量
を
や
や
上
回
っ
た
（
図
１
）。
す
で
に
一
七
年
に
は
、
バ
ン
コ
ク

表 3　仏領インドシナの米生産と輸出

年度 生産量 年度 輸出量
コーチ
シナ

トンキ
ン

アンナ
ン

カンボ
ジャ

　 コーチ
シナ

トンキ
ン

アンナ
ン

カンボ
ジャ

1916/17 3,050 1,476 1916 1,179 
1917/18 2,860 1917 1,232 1,259 104 2 2 
1918/19 2,860 1918 1,479 1,447 171 1 1 
1919/20 2,960 1,296 1919 899 770 187 10 ─
1920/21 2,850 1,361 1920 1,093 1,038 151 0 0 
1921/22 3,600 1,295 997 684 330 1921 1,525 1,533 173 10 5 
1922/23 3,460 1,295 1,047 731 232 1922 1,247 1,272 150 16 1 

出典：‌�農商務省食糧局『米穀統計（世界ノ部）』（1922年10月）、農林省
量合計は、V.D.ヴィッカイザー・M.K.ベネット（玉井虎雄・弘
録統計表」による。輸出量合計は再輸出を含まない。トンキン



一
三
二

で
は
米
輸
出
が
活
発
化
し
て
船
腹
不
足
を
ま
ね
い
て
お
り
、
バ
ン
コ
ク
の
輸
出
入
商
は
積
荷
の

発
送
・
到
着
の
遅
延
を
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

二　

ビ
ル
マ
米
の
輸
出
制
限

（
１
）
対
日
輸
出
制
限

　

一
九
一
七
年
の
日
本
国
内
の
不
作
に
よ
り
、
ビ
ル
マ
米
輸
入
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
農
商

務
省
は
外
務
省
に
、「
最
近
両
三
年
間
」
は
「
稀
有
ノ
豊
作
」
で
輸
入
の
必
要
は
な
か
っ
た
が
、

平
年
に
は
年
間
三
〇
～
三
六
万
ト
ン
の
輸
入
を
要
し
、
ビ
ル
マ
米
は
そ
の
四
割
以
上
を
占
め
て

い
る
の
で
、
一
八
年
に
は
「
相
当
多
額
」
の
輸
入
が
必
要
に
な
る
と
通
知
し
て
い
る（

（2
（

。

　

カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
鮭
延
信
道
は
一
八
年
一
月
、
ビ
ル
マ
政
府
は
、
特
許
が
な
い
米
の
輸
出

を
禁
止
し
た
こ
と
を
外
務
省
に
知
ら
せ
た（

（2
（

。
輸
出
禁
止
は
イ
ン
ド
全
土
に
適
用
さ
れ
、
ビ
ル
マ

か
ら
イ
ン
ド
本
土
へ
の
移
出
、
海
峡
植
民
地
、
セ
イ
ロ
ン
へ
の
輸
出
は
自
由
だ
が
、
そ
の
他
諸

外
国
へ
は
「
米
穀
委
員
」
へ
の
出
願
と
特
許
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
目
的
は
、「
専
ラ
聯
合
国

側
食
料
補
給
ノ
必
要
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
七
年
以
来
、
英
国
政
府
は
ビ
ル
マ
で
「
前

後
数
回
」
の
米
買
付
を
実
施
し
、
一
七
年
末
か
ら
は
「
更
ニ
一
層
頻
繁
ヲ
加
ヘ
」
て
い
た（

（2
（

。
し

か
し
、
ビ
ル
マ
米
の
一
部
が
ド
イ
ツ
に
輸
出
さ
れ
た
た
め
、「
対
敵
通
商
禁
止
ノ
主
旨
」
か
ら

輸
出
を
許
可
制
に
し
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

表 4　タイの米生産と輸出
（1,000トン）

年度 生産量
（白米）

年度 輸出量（バンコクより）
シンガ
ポール

香港 マレー
連邦

ペナン 蘭印 セイロン 中国 日本 英国 欧州 キューバ

1915/16 3,465 1916 1,187 655 449 0 0 23 0 1 ─ 42 ─ 2 
1916/17 3,366 1917 1,125 628 405 1 ─ 36 ─ 1 2 43 ─ ─
1917/18 3,183 1918 852 337 281 5 2 139 ─ 2 59 ─ 9 2 
1918/19 1919 445 164 108 15 18 42 15 2 7 21 25 ─
1919/20 1920 280 41 204 1 3 6 0 4 ─ 12 6 ─
1920/21 1921 1,209 318 453 ─ 13 54 186 
1921/22 2,385 1922 1,132 392 506 81 13 75 38 
出典：‌�農商務省食糧局『米穀統計（世界ノ部）』（1922年10月）、農林省農務局『第二次米穀

統計（世界ノ部）』（1925年 8 月）。
　注：1917/18年度の生産量は玄米、農商務省『外米ニ関スル調査』（1920年）による。
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三
三

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

　

農
商
務
省
は
外
米
産
地
に
お
い
て
指
定
商
に
よ
る
買
付
を
す
す
め
て
い
た
が
、
外
務
省
は
一
八
年
五
月
、
在
英
大
使
珍
田
捨
巳
に
、
同
年

秋
ま
で
に
七
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
の
ビ
ル
マ
米
輸
入
が
必
要
で
あ
り
、
輸
出
特
許
に
「
出
来
ル
丈
ケ
便
宜
」
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
指
示
し
た（

（2
（

。

政
府
は
指
定
商
を
通
じ
て
買
い
入
れ
た
ビ
ル
マ
米
を
管
理
し
、
同
年
秋
の
収
穫
期
ま
で
に
一
定
量
の
輸
入
米
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る（
（2
（

。
指
定
商
に
よ
る
既
買
入
・
未
輸
出
の
ビ
ル
マ
米
は
、
同
年
七
月
に
は
一
五
万
ト
ン
に
の
ぼ
っ
た
。
外
務
省
は
在
日
英
国
大
使
に
も
、
輸

出
許
可
が
実
現
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る（

（2
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
一
八
年
前
半
期
の
英
印
米
輸
入
量
は
六
月
を
ピ
ー
ク
に
急
増
し
て
い
る
（
図
１
）。
同
年
一
月
か
ら
禁
輸
と
な
っ
た
が
、
実

際
に
は
一
定
量
の
対
日
輸
出
が
実
現
し
、
輸
入
は
活
発
化
し
た
の
で
あ
る（

（2
（

。
米
価
抑
制
の
た
め
日
本
本
国
で
は
、
五
月
二
〇
日
か
ら
指
定
商

に
よ
る
外
米
の
売
却
が
は
じ
ま
る
が
、
同
年
上
期
の
ビ
ル
マ
米
な
ど
外
米
輸
入
の
急
増
は
そ
れ
を
可
能
に
し
た
。

（
２
）
輸
出
特
許
の
一
時
中
止
と
再
開

　

一
九
一
八
年
七
月
、
東
京
の
英
国
大
使
館
は
外
務
省
に
、
イ
ン
ド
米
対
日
輸
出
特
許
の
一
時
中
止
を
通
知
し
た（

（2
（

。
外
務
省
か
ら
の
知
ら
せ

を
受
け
た
農
商
務
省
は
、同
年
は
供
給
不
足
が
例
年
よ
り
深
刻
で
あ
り
、こ
の
ま
ま
端
境
期
に
入
れ
ば
米
価
の「
異
常
ナ
ル
昂
騰
」に
よ
り「
国

民
生
活
上
ニ
種
々
ノ
憂
慮
ス
ヘ
キ
問
題
ヲ
惹
起
」
す
る
と
し
て
、
指
定
商
に
新
た
に
一
〇
万
ト
ン
の
買
付
を
命
じ
、
こ
れ
ま
で
の
買
付
交
渉

中
五
万
ト
ン
、
買
付
予
定
三
万
ト
ン
と
合
わ
せ
合
計
一
八
万
ト
ン
の
ビ
ル
マ
米
を
準
備
し
た
。
ま
た
、
輸
送
用
船
腹
の
調
達
も
完
了
し
て
い

た
が
、
そ
の
積
出
し
に
は
輸
出
特
許
が
必
要
で
あ
っ
た（

（3
（

。
し
か
し
、
既
買
付
米
の
う
ち
輸
出
特
許
を
受
け
た
の
は
「
一
部
分
ニ
過
ギ
ザ
ル
見

込
」
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

こ
の
た
め
在
英
大
使
、
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
ら
に
よ
る
情
報
収
集
と
交
渉
が
は
じ
ま
っ
た
。
総
領
事
は
一
八
年
七
月
、
イ
ン
ド
政
府
外
務

部
長
官
代
理
に
面
会
し
た
。
米
輸
出
は
「
英
本
国
食
糧
総
監
」
と
「
在
蘭
貢
米
穀
委
員
」
が
決
定
し
、
イ
ン
ド
政
府
に
権
限
は
な
い
と
説
明



一
三
四

を
受
け
た
総
領
事
は
、
英
国
政
府
と
の
「
直
接
交
渉
」
が
「
捷
径
」
と
外
務
省
に
報
告
し
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
翌
八
月
に
は
、
一
八
年
の
ビ
ル
マ

米
対
日
輸
出
量
は
累
計
一
二
万
〇
一
三
四
ト
ン
、
ほ
か
に
輸
出
特
許
を
受
け
た
七
万
一
五
七
〇
ト
ン
が
あ
る
が
、「
状
況
緩
和
」
ま
で
「
現

行
制
限
」
が
継
続
す
る
の
で
、
外
務
大
臣
に
英
国
政
府
を
「
プ
レ
ッ
ス
」
す
る
よ
う
再
度
要
請
し
て
い
る（

（3
（

。

　

一
八
年
の
英
印
米
輸
入
量
は
五
月
か
ら
急
増
し
て
い
た
が
、
輸
出
許
可
が
一
時
中
止
と
な
っ
た
七
月
に
は
急
落
し
た
（
図
１
）。
同
時
に

仏
国
・
仏
印
政
府
と
の
仏
印
米
輸
入
交
渉
も
す
す
ん
で
い
た
が
、
日
本
国
内
の
米
価
は
急
騰
し
、
七
月
下
旬
に
は
富
山
県
魚
津
町
で
騒
動
が

発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
農
商
務
省
は
、
こ
の
ビ
ル
マ
米
輸
出
許
可
の
一
時
中
止
を
当
初
楽
観
視
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
省
臨
時
外
米
管
理
部
は
、

市
場
の
騰
勢
へ
の
配
慮
も
あ
っ
た
が
、
次
の
記
事
を
掲
載
し（

（3
（

、「
近
日
中
」
に
問
題
は
「
解
決
」
す
る
と
予
想
し
て
い
る（

（3
（

。

　

‌�

蘭
貢
ニ
於
テ
蘭
貢
米
輸
出
許
可
一
時
中
止
ノ
問
題
ヲ
生
シ
タ
ル
ハ
事
実
ナ
ル
モ
、
差
当
リ
買
付
計
画
ハ
殆
ン
ト
実
行
済
ナ
ル
ヲ
以
テ
、

之
ニ
別
段
ノ
影
響
ヲ
及
ホ
ス
コ
ト
ナ
シ
、
唯
将
来
ノ
為
ニ
目
下
交
渉
中
ニ
属
ス
ル
モ
、
其
ノ
一
時
中
止
ハ
輸
出
余
力
ノ
調
査
ノ
為
ナ
リ

ト
云
フ
ヲ
以
テ
、
近
日
中
円
満
ニ
解
決
ス
ル
見
込
ナ
リ

　

実
際
、
一
八
年
八
月
に
は
対
日
輸
出
許
可
が
再
開
さ
れ
た
。
八
月
四
日
に
は
、
ビ
ル
マ
北
方
の
ア
キ
ャ
ブ
港
積
出
三
～
四
万
ト
ン
の
特
許

が
、
英
国
大
使
館
よ
り
農
商
務
省
に
届
い
て
い
る（

（3
（

。
同
月
一
四
日
、
在
日
英
国
大
使
か
ら
の
通
知
に
よ
れ
ば（

（3
（

、
そ
の
理
由
は
イ
ン
ド
に
お
け

る
米
需
要
の
停
滞
で
あ
っ
た（

（3
（

。
ま
た
九
月
二
〇
日
に
は
、
三
井
物
産
（
三
〇
三
九
ト
ン
、
三
島
丸
）、
湯
浅
商
店
（
五
〇
〇
〇
ト
ン
、
ス
マ

ト
ラ
丸
）、
鈴
木
商
店
（
三
二
五
〇
ト
ン
、
武
州
丸
）
に
、
ビ
ル
マ
米
積
出
し
が
許
可
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
う
し
て
、
一
八
年
の
英
印
米
輸
入

量
は
七
月
に
一
時
的
に
減
少
し
た
も
の
の
、
八
月
か
ら
は
再
度
急
増
し
て
一
一
月
ま
で
持
続
し
、
多
量
の
ビ
ル
マ
米
輸
入
が
実
現
し
た
の
で

あ
る
（
図
１
）。



一
三
五

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

三　

仏
印
米
対
日
輸
出
の
拡
大

（
１
）
植
民
省
令
の
公
布

　

一
九
一
八
年
四
月
、
許
可
な
く
ト
ン
キ
ン
米
輸
出
を
禁
止
す
る
植
民
省
令
発
布
の
情
報
が
、
在
リ
ヨ
ン
領
事
木
島
孝
蔵
か
ら
外
務
省
に
も

た
ら
さ
れ
た（

（4
（

。
一
五
年
の
植
民
省
令
で
は
認
め
ら
れ
て
い
た
米
の
輸
出
は
、
一
八
年
六
月
の
省
令
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
が
、
こ
の
省
令
は
、

仏
印
で
は
一
八
年
一
二
月
に
公
布
さ
れ
た（

（4
（

。
つ
ま
り
仏
印
で
は
一
八
年
末
ま
で
公
布
が
遅
れ
た
た
め
、
日
本
本
国
の
米
不
足
が
に
わ
か
に
深

刻
化
し
米
騒
動
も
発
生
し
た
一
八
年
中
は
、
サ
イ
ゴ
ン
米
な
ど
仏
印
産
米
の
対
日
輸
出
は
比
較
的
円
滑
に
す
す
ん
だ
。
同
年
中
の
日
本
の
仏

印
米
輸
入
は
急
増
し
、
ビ
ル
マ
米
と
と
も
に
供
給
不
足
の
有
力
な
補
塡
源
と
な
っ
た
（
図
１
）。

　

と
こ
ろ
で
一
八
年
八
月
末
か
ら
九
月
初
旬
に
か
け
て
、
指
定
商
加
藤
商
会
は
ト
ン
キ
ン
米
五
〇
〇
〇
ト
ン
、
サ
イ
ゴ
ン
米
一
〇
〇
〇
ト
ン

を
輸
入
し
た
が
、
輸
出
特
許
を
受
け
る
た
め
外
務
省
に
対
し
、
サ
イ
ゴ
ン
領
事
に
は
香
港 T

ang Sang &
 Co. 

取
扱
の
ト
ン
キ
ン
米
を
ハ

イ
フ
ォ
ン
港
か
ら
日
本
向
け
に
積
み
出
せ
る
よ
う
、
ま
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
領
事
に
は
同
地
に
あ
る
サ
イ
ゴ
ン
米
が
「
御
省
用
品
」
で
あ
る
と

の
証
明
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
御
高
配
」
を
電
報
で
要
請
し
て
い
る（

（4
（

。
農
商
務
省
は
こ
の
外
米
買
付
が
「
本
省
ノ
指
定
ニ
基
」
い
て
お
り
、「
特

ニ
至
急
輸
入
ヲ
要
ス
ル
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
外
務
省
に
通
知
し（

（4
（

、
ま
た
外
務
省
は
、
直
ち
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
領
事
、
お
よ
び
サ
イ
ゴ
ン
名

誉
領
事
に
「
尽
力
」
を
要
請
し
て
い
る（

（4
（

。
本
件
は
緊
急
輸
出
の
た
め
記
録
が
残
っ
た
と
思
わ
れ
、
サ
イ
ゴ
ン
米
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
再

輸
出
許
可
申
請
で
あ
る
が
、
輸
出
制
限
の
も
と
で
も
、
ト
ン
キ
ン
米
の
輸
出
が
比
較
的
容
易
に
許
可
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

収
穫
は
「
予
想
せ
し
程
不
作
」
で
は
な
か
っ
た
が
、
需
要
の
増
加
に
よ
り
「
当
地
市
場
」
は
「
非
常
に
困
憊
」
し
た（

（4
（

。
対
日
輸
出
は
一
八

年
中
ほ
ぼ
順
調
に
続
い
た
が
、
年
末
に
は
サ
イ
ゴ
ン
米
の
禁
輸
が
報
道
さ
れ
た
。
外
務
省
は
同
年
一
一
月
末
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
名
誉
領
事
に
、



一
三
六

サ
イ
ゴ
ン
米
禁
輸
を
検
討
中
と
の
報
道
が
事
実
と
す
る
と
、再
び
国
内
「
各
地
ニ
重
大
ナ
ル
騒
擾
」
を
「
惹
起
」
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

同
政
府
に
「
好
意
的
考
量
」
を
求
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
在
仏
松
井
大
使
に
対
し
て
も
、対
日
輸
出
禁
止
・
制
限
を
避
け
る
た
め
、

仏
国
当
局
に
「
配
意
方
御
懇
談
」
を
指
示
し
た（

（4
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
名
誉
領
事
は
一
二
月
一
一
日
、
ト
ン
キ
ン
米
の
輸
出
禁
止
は
「
虚
報
」
と
報
告
し
て
い
る（

（4
（

。
続
け
て
在
仏
大

使
か
ら
の
報
に
よ
れ
ば
、
日
本
大
使
館
員
が
仏
国
植
民
省
に
お
い
て
サ
イ
ゴ
ン
米
禁
輸
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
同
省
「
主
任
官
」
は
輸
出
禁

止
に
つ
い
て
「
知
ラ
サ
ル
旨
、
答
ヘ
タ
」
と
い
う
。
ま
た
、
ト
ン
キ
ン
米
禁
輸
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
植
民
省
は
「
何
等
禁
輸
ノ
問
題
ヲ
耳

ニ
セ
サ
ル
」
と
対
応
し
た
と
報
告
し
て
い
る（

（4
（

。
し
か
し
、
米
輸
出
を
禁
じ
る
一
八
年
六
月
の
植
民
省
令
は
一
二
月
に
仏
印
に
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
外
務
省
は
一
二
月
下
旬
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
お
よ
び
サ
イ
ゴ
ン
の
名
誉
領
事
に
対
し
、
再
度
、
輸
出
禁
止
の
「
噂
」
が
事
実
か
調
査
を

指
示
し
て
い
る（

（5
（

。

　

と
こ
ろ
で
、仏
印
米
の
対
日
輸
出
が
活
発
化
し
た
一
八
年
一
二
月
、指
定
商
三
井
物
産
が
サ
イ
ゴ
ン
に
お
い
て
、門
司
へ
三
〇
〇
〇
ト
ン
、

横
浜
へ
二
二
〇
〇
ト
ン
の
外
米
を
大
和
丸
に
積
み
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、サ
イ
ゴ
ン
「
官
憲
」
か
ら
、日
本
で
消
費
さ
れ
る
こ
と
の
「
証
明
書
」

を
、
在
日
仏
国
領
事
館
か
ら
ハ
ノ
イ
総
督
に
提
出
す
る
よ
う
「
命
令
」
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
三
井
物
産
は
在
神
戸
仏
国
領
事
館
に
証
明
を
求

め
た
が
、
領
事
は
サ
イ
ゴ
ン
米
輸
出
禁
止
の
「
噂
」
を
調
査
中
で
、
確
認
す
る
ま
で
証
明
で
き
な
い
と
回
答
し
た
。
外
務
省
は
、
米
不
足
は

「
目
下
朝
野
ノ
大
問
題
」
で
あ
り
国
内
消
費
用
に
「
相
違
」
な
く
、
在
日
仏
国
大
使
（
臨
時
代
理
）
に
も
ハ
ノ
イ
総
督
へ
至
急
「
電
照
」
の

「
御
配
意
」
を
依
頼
し
て
い
る（

（5
（

。
本
件
は
間
も
な
く
「
無
事
解
決
」
し
、
一
月
一
三
日
付
で
外
務
大
臣
か
ら
在
仏
大
使
に
、「
御
配
意
」
へ
の

感
謝
状
が
届
け
ら
れ
た（

（5
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
仏
印
に
植
民
省
令
が
公
布
さ
れ
た
た
め
、「
官
憲
」
に
よ
る
取
調
が
あ
っ
た
が
、
対
日
輸
出
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
の
仏
印
米
輸
入
は
一
八
年
末
以
降
も
、
翌
一
九
年
二
～
三
月
頃
ま
で
は
順
調
で
あ
る
（
図
１
）。
し
か
し
、



一
三
七

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

一
九
年
一
月
に
な
る
と
禁
輸
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
二
月
か
ら
は
急
減
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
ロ
シ
ア
義
勇
艦
隊
の
香
港
抑
留

　

一
九
一
八
年
四
月
、
指
定
商
の
湯
浅
商
店
が
サ
イ
ゴ
ン
米
積
出
し
の
た
め
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
汽
船
二
隻
が
、
香
港
に
お
い
て
出
港
差
止
め

と
な
る
事
件
が
お
き
た
。
湯
浅
商
店
東
京
支
店
の
社
員
に
よ
れ
ば
、こ
の
汽
船
は
ロ
シ
ア
義
勇
艦
隊
の「
ト
ボ
ル
ク
」 Tobolsk 

、お
よ
び「
イ

ン
デ
ハ
イ
カ
」 Indighirka 
で
あ
り
、
サ
イ
ゴ
ン
に
向
か
う
途
中
香
港
に
寄
港
し
た
と
こ
ろ
、
前
者
は
出
帆
を
、
後
者
は
石
炭
の
荷
揚
を
差

し
止
め
ら
れ
「
立
往
生
ノ
態
」
と
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
サ
イ
ゴ
ン
積
取
に
「
非
常
ナ
ル
手
違
ヲ
来
ス
」
た
め
、
英
国
政
府
、
お
よ
び
東

京
の
英
国
大
使
館
に
交
渉
し
「
至
急
取
計
ヒ
」
を
外
務
省
に
求
め
た（

（5
（

。

　

外
務
省
は
湯
浅
商
店
の
要
請
に
応
じ
、「
損
害
甚
大
」の
た
め「
至
急
解
放
」さ
れ
る
よ
う
、直
ち
に
香
港
総
領
事
鈴
木
栄
作
に「
至
急
取
計
ヒ
」

を
指
示
し
た（

（5
（

。
同
船
は
英
国
海
軍
に
徴
発
さ
れ
、
解
放
の
要
求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
す
る
香
港
政
府
の
回
答
に
接
し
た
総
領
事
は
、
そ
の

旨
外
務
省
に
返
信
し
て
い
る（

（5
（

。

　

す
な
わ
ち
、
抑
留
直
後
に
事
件
の
経
緯
を
ま
と
め
た
香
港
総
領
事
の
報
告
書
に
よ
れ
ば（

（5
（

、
一
八
年
三
月
、
ト
号
が
三
菱
合
資
会
社
の
石
炭

を
積
載
し
て
香
港
に
寄
航
し
た
と
こ
ろ
、
当
局
者
か
ら
陸
揚
を
差
し
止
め
ら
れ
た
。
総
領
事
は
、
両
船
と
湯
浅
洋
行
（
湯
浅
商
店
）
と
の
傭

船
契
約
を
「
聞
知
」
し
、湯
浅
洋
行
香
港
支
店
主
任
か
ら
も
、両
船
が
サ
イ
ゴ
ン
よ
り
米
輸
送
の
傭
船
契
約
を
二
月
に
結
び
、ト
号
は
三
月
、

イ
号
は
四
月
に
サ
イ
ゴ
ン
に
到
着
し
て
同
社
の
買
い
付
け
た
外
米
を
積
載
し
て
日
本
へ
輸
送
す
る
と
い
う
契
約
内
容
を
確
認
し
た
。
二
隻
と

も
香
港
に
抑
留
さ
れ
、
契
約
履
行
が
遅
延
す
れ
ば
「
少
カ
ラ
ザ
ル
損
害
」
と
な
る
た
め
、
香
港
の
湯
浅
洋
行
は
速
や
か
な
「
出
港
許
可
」
を

「
当
地
官
憲
ニ
交
渉
」
す
る
よ
う
領
事
館
に
申
し
出
た
。
香
港
の
ロ
シ
ア
領
事
は
「
談
話
」
を
「
避
ケ
」
て
、「
如
何
ナ
ル
処
置
ニ
モ
出
デ
難

キ
」
対
応
で
あ
り
、
ま
た
香
港
政
府
の
港
湾
部
も
「
何
等
責
任
ア
ル
地
位
ニ
非
ル
」
と
交
渉
を
避
け
た
。
こ
の
た
め
、
海
軍
当
局
に
「
談
合
」



一
三
八

し
た
と
こ
ろ
、「
当
地
ニ
於
テ
徴
発
」
さ
れ
た
も
の
で
「
到
底
他
ノ
使
用
ニ
供
ス
ル
コ
ト
難
キ
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
英

露
間
に
「
一
ノ
約
定
」
が
成
立
し
、
そ
の
不
履
行
に
よ
る
徴
発
で
あ
り
、
湯
浅
と
の
契
約
の
実
行
は
「
困
難
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
面
談

の
な
か
で
海
軍
当
局
者
か
ら
、「
露
国
政
変
」
に
よ
り
生
じ
た
「
種
々
ノ
行
違
」
に
よ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

同
年
五
月
に
は
逓
信
省
か
ら
外
務
省
に
、
本
件
は
「
内
地
ニ
於
ケ
ル
生
活
用
品
ノ
需
給
ニ
モ
影
響
」
が
あ
る
と
し
て
、
英
国
政
府
に
事
情

取
調
べ
の
要
請
が
あ
っ
た（

（5
（

。
外
務
省
は
、
日
本
の
長
瀬
商
店
の
傭
船
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
抑
留
さ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
義
勇
艦
隊
の
ビ
チ
ム

と
と
も
に
、
英
国
政
府
に
事
情
調
査
と
傭
船
契
約
承
認
を
「
懇
請
」
す
る
よ
う
在
英
大
使
に
指
示
し
て
い
る（

（5
（

。
し
か
し
在
英
大
使
か
ら
は
、

連
合
国
側
の「
船
腹
調
節
上
ノ
運
用
」に
も
と
づ
く
徴
発
で
あ
り「
此
際
解
放
不
可
能
」と
、同
様
の
回
答
が
繰
り
返
さ
れ
た（

（5
（

。
こ
の
よ
う
に
、

サ
イ
ゴ
ン
米
の
買
付
と
積
出
し
が
活
発
化
し
た
が
、
大
戦
の
影
響
に
よ
る
配
船
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、「
非
常
ナ
ル
手
違（

（6
（

」
を
来
す
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。四　

タ
イ
・
香
港
か
ら
の
外
米
供
給

（
１
）
タ
イ
米
輸
入

　

一
九
一
七
年
の
タ
イ
米
収
穫
は
、
洪
水
の
た
め
「
米
作
ノ
大
部
損
失
」
と
な
り
大
幅
な
減
収
に
な
っ
た（

（6
（

（
表
４
）。
こ
の
た
め
、
一
六
／

一
七
年
度
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
、
ま
た
英
本
国
、
蘭
印
な
ど
に
向
け
て
比
較
的
多
量
の
輸
出
が
あ
っ
た
が
、
一
七
／
一
八
年
度
に
は

著
減
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
年
に
は
蘭
印
・
日
本
の
買
付
が
活
発
化
し
て
お
り
、
と
も
に
輸
出
量
が
増
加
し
て
い
る（

（6
（

。

　

一
七
年
の
対
日
輸
出
は
な
お
比
較
的
少
量
で
あ
っ
た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
に
向
け
た
輸
出
は
活
発
化
し
て
お
り
、
日
本
の
海
運
業

者
に
よ
る
米
輸
送
を
促
し
て
い
た
。
す
で
に
、
バ
ン
コ
ク
領
事
高
橋
清
一
は
一
七
年
二
月
、
外
務
省
に
、
タ
イ
米
輸
出
の
活
発
化
に
よ
る
船



一
三
九

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

腹
不
足
の
た
め
、「
盤
谷
海
運
界
」
が
「
好
況
ヲ
呈
」
し
て
い
る
こ
と
、
バ
ン
コ
ク
港
に
入
港
す
る
外

国
船
舶
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
は
じ
め
英
・
中
・
仏
・
日
が
こ
れ
に
次
ぐ
が
、
な
お
「
産
額
多
キ
」
タ
イ
米

の
海
外
輸
送
に
は
「
固
ヨ
リ
不
十
分
」
な
こ
と
、
ま
た
当
地
の
米
輸
出
業
者
は
船
腹
不
足
よ
る
「
貨
物

発
受
ノ
延
引
」
を
訴
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
。
一
六
年
下
半
期
に
新
た
に
傭
船
さ
れ
た

日
本
船
は
一
二
隻
、
傭
船
主
は
バ
ン
コ
ク
の
中
国
人
商
人
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
へ
の
輸
送

に
あ
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（6
（

。

（
２
）
香
港
経
由
の
外
米
輸
入

　

東
南
ア
ジ
ア
米
貿
易
の
中
継
港
香
港
で
も
外
米
取
引
が
活
発
化
し
た
。
英
印
・
仏
印
・
タ
イ
な
ど
の

産
地
か
ら
、
香
港
を
経
由
し
て
日
本
に
再
輸
出
さ
れ
る
外
米
は
、
日
本
の
貿
易
統
計
に
お
い
て
は
産
地

の
積
出
港
か
ら
の
輸
入
と
さ
れ
、
仕
出
地
は
香
港
で
は
な
く
産
地
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　

し
か
し
、
中
継
港
経
由
に
よ
る
日
本
の
外
米
輸
入
量
を
表
５
に
よ
り
推
定
す
る
と
、
一
九
一
八
年

の
日
本
の
英
印
米
輸
入
は
二
四
万
ト
ン
で
あ
る
が
、
英
印
の
対
日
輸
出
は
二
一
万
ト
ン
に
止
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
差
三
万
ト
ン
は
、
主
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
し
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
同

様
に
仏
印
米
に
つ
い
て
も
、
一
八
年
の
日
本
の
仏
印
米
輸
入
と
仏
印
の
対
日
輸
出
の
差
三
七
万
ト
ン

は
、
中
継
港
経
由
の
輸
入
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
仏
印
の
サ
イ
ゴ
ン
米
は
、
香
港
か
ら
日
本
に

再
輸
出
さ
れ
る
量
が
比
較
的
多
か
っ
た（

（6
（

。

　

ま
た
、
一
八
年
に
香
港
に
輸
入
さ
れ
た
米
の
八
割
は
仏
印
か
ら
で
あ
り
、
タ
イ
を
加
え
る
と
ほ
と
ん

表 5　香港・シンガポール（海峡植民地）経由の外米輸入、香港の米輸出入
（1,000トン）

年度 日本の輸入量 インドの輸出量 仏印の輸出量 タイの輸出量 香港の米輸入 香港の米輸出
英印 仏印 タイ 香港 海峡植

民地
日本 香港 海峡植

民地
日本 香港 海峡植

民地
日本 仏印 タイ ビルマ 計 日本 中国 アメリカ 計

1916 0 5 38 3 256 0 615 131 ─ 449 655 ─
1917 1 27 55 0 292 42 553 170 95 405 628 2
1918 243 391 50 4 338 206 671 129 354 281 337 59 806 219 2 1,032 176 418 139 818
1919 4 482 155 15 154 0 275 94 199 108 164 7 356 195 11 572 249 102 54 511
1920 1 56 7 24 183 12 359 188 14 204 41 ─
出典：‌�日本の輸入量は、大蔵省編纂『大日本外国貿易月表』（1917年1月～1920年12月）、産地側の外米輸出量は、農商

務省食糧局『米穀統計（世界ノ部）』（1922年10月）、農林省農務局『第二次米穀統計（世界ノ部）』（1925年8月）、
『通商公報』第816号、臨時増刊、1921年 3 月18日。

　注：海峡植民地には、シンガポールのほかペナン・マラッカを含む。米の輸出入はシンガポールの比重がきわめて高い。
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四
〇

ど
総
て
と
な
る
。
ま
た
同
年
の
米
輸
出
は
、
中
国
向
が
四
二
万
ト
ン
で
全
体
の
五

割
強
（
う
ち
中
国
南
部
が
三
二
万
ト
ン
）
を
占
め
た
が
、
そ
れ
に
次
ぐ
位
置
を
占

め
た
の
が
日
本
・
朝
鮮
で
あ
っ
た（

（6
（

。
香
港
か
ら
日
本
へ
の
米
輸
出
は
、
日
本
の

国
内
生
産
が
や
や
落
ち
込
ん
だ
一
二
～
一
四
年
に
お
い
て
も
、
平
均
一
三
四
〇
ト

ン
に
と
ど
ま
っ
て
お
り（

（6
（

、
一
〇
年
代
末
の
増
加
が
著
し
い
。
香
港
に
お
い
て
も
指

定
商
の
買
付
が
活
発
化
し
て
（
表
６
）、
香
港
経
由
の
外
米
輸
入
量
は
増
加
し
、

一
八
年
度
の
総
輸
入
量
五
五
万
ト
ン
の
三
割
以
上
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
香
港
経
由
の
輸
入
量
は
、
翌
一
九
年
に
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と

に
な
る
。

第
二
節　

輸
出
制
限
・
禁
止
の
進
展
（
一
九
一
九
年
）

　

一
九
一
八
年
秋
の
日
本
国
内
の
収
穫
は
、
同
年
一
〇
月
に
は
「
全
国
一
般
に
稀
有
の
豊
作
」
と
予
想
さ
れ
て
い
た
が（

（6
（

、
実
収
は
、
大
き
く

落
ち
込
ん
だ
前
年
を
二
万
ト
ン
上
回
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
（
表
１
）。
農
商
務
省
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
外
務
省
は
、
在
英
大
使
に
「
作
柄

ハ
予
期
ニ
反
シ
不
良
」と
伝
え
、需
給
推
算
に
よ
れ
ば
次
年
度
の
収
穫
ま
で
に「
六
、七
百
万
石
」（
九
〇
～
一
〇
五
万
ト
ン
）の
不
足
と
な
り
、

「
相
当
数
量
」
の
輸
入
な
し
で
は
「
由
々
敷
大
事
」
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
輸
入
確
保
の
交
渉
を
促
し
た（

（6
（

。
不
足
量
は
前
年
度
並
の
九
七
万
ト

ン
前
後
か
、
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
ま
た
繰
越
量
は
一
六
年
度
の
九
四
万
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
一
九
年
度
に

は
三
五
万
ト
ン
に
縮
小
し
て
い
る
（
表
１
）。
連
年
の
不
足
は
輸
移
入
を
促
す
と
と
も
に
、
一
〇
年
代
半
ば
の
備
蓄
を
掘
り
崩
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

表 6 �　香港における日
本向け米買付量

（トン）

年 月 買付量
1918 11 48,000 

12 44,100 
1919 1 30,300 

2 40,343 
3 6,757 
4 7,890 
5 6,540 
6 5,300 

出�典：「本邦向米輸出方
ニ関スル件」（［11］-1）。
簿冊番号は表 8 による。
以下同じ。
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四
一

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

　

し
か
し
一
八
年
に
は
ビ
ル
マ
・
仏
印
か
ら
多
量
の
輸
入
が
あ
り
、
一
九
年
は
じ
め
ま
で
、
輸
入
の
実
現
は
一
般
に
楽
観
視
さ
れ
て
い
た
。

一
八
年
一
二
月
に
は
、「
帝
国
政
府
」
の
認
識
が
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

‌�

外
米
輸
入
有
望
…
…
仏
領
印
度
米
（
西
貢
米
、
東
京
米
）
は
輸
出
禁
止
の
風
説
あ
り
し
の
み
に
て
、
以
前
よ
り
輸
入
さ
れ
来
り
、
六
、

七
十
万
石
は
輸
入
の
望
み
あ
り
、
暹
羅
米
は
前
年
度
不
作
に
て
品
質
粗
悪
な
り
し
が
、
今
年
は
豊
作
な
り
し
趣
に
て
、
百
数
十
万
石
の

輸
出
能
力
あ
れ
ば
、
其
中
又
六
、七
十
万
石
輸
入
の
望
み
あ
り
、
蘭
貢
米
は
英
国
政
府
の
輸
出
禁
止
中
な
る
が
、
帝
国
政
府
よ
り
一
定

数
量
を
限
り
て
輸
出
解
禁
方
交
渉
中
に
て
、
右
は
我
国
の
み
な
ら
ず
各
方
面
に
輸
出
さ
る
を
以
て
、
帝
国
に
対
し
成
る
べ
く
多
く
分
譲

さ
る
ゝ
様
交
渉
す
る
筈
な
れ
ば
、
以
上
三
方
面
の
総
計
約
二
百
万
石
は
我
国
に
輸
入
す
る
こ
と
と
な
る
べ
し
と
期
待
さ
る（

（6
（

　

寺
内
内
閣
は
、
農
商
務
省
に
臨
時
外
米
管
理
部
を
新
設
し
て
「
外
米
管
理
」
を
開
始
し
、
指
定
商
に
よ
る
産
地
で
の
外
米
買
付
と
対
日
輸

出
を
積
極
化
し
た
。
米
騒
動
後
に
発
足
し
た
原
内
閣
も
、
い
っ
た
ん
は
前
内
閣
の
「
外
米
管
理
」
を
廃
し
た
が
、
外
米
輸
入
促
進
に
よ
る
米

価
抑
制
を
重
視
し
、
一
八
年
一
一
月
に
は
緊
急
勅
令
に
よ
り
米
穀
輸
入
税
を
免
除
し
た（

（7
（

。
し
か
し
産
地
の
輸
出
制
限
・
禁
止
措
置
は
、
対
日

輸
出
を
制
約
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、一
九
年
五
月
頃
か
ら
産
地
の
外
米
価
格
が
急
騰
し
、輸
入
は
難
航
し
た
。「
外
米
は
内
地
相
場
が
逆
鞘
に
陥
り
居
る
た
め
、買
付
激
減
」

と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（7
（

。
民
間
の
外
米
輸
入
が
困
難
と
な
り
「
外
米
輸
入
絶
望
の
風
説（

（7
（

」
が
あ
る
な
か
で
、
原
内
閣
は
前
内
閣
と
同
様
、
政
府

に
よ
る
直
接
買
付
・
輸
入
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
同
年
七
月
に
は
、
前
内
閣
が
勅
令（

（7
（

で
定
め
た
、
農
商
務
大
臣
に
よ
る
随
意
契

約
で
の
米
売
買
に
つ
い
て
、
勅
令
を
改
正
し
て
「
信
用
」
あ
る
も
の
に
売
買
を
委
託
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
政
府
の
新
規
外
米
買
付
は
三
井

物
産
な
ど
を
通
じ
て
一
九
年
端
境
期
に
実
施
さ
れ
、
同
年
半
ば
に
い
っ
た
ん
減
少
し
た
外
米
輸
入
量
は
八
～
九
月
に
再
び
急
増
す
る
こ
と
に

な
っ
た
（
図
１
）。



一
四
二

一　

ビ
ル
マ
米
の
輸
出
禁
止

（
１
）
凶
作
と
輸
出
禁
止

　

一
九
一
八
年
九
月
頃
ま
で
、
英
領
ビ
ル
マ
か
ら
の
輸
入
は
実
質
的
に
拡
大
を
と
げ
て
い
た
。
し
か
し
同
年
一
〇
月
に
状
況
は
一
変
す
る
。

在
カ
ル
カ
ッ
タ
鮭
延
総
領
事
は
、
需
要
急
増
を
理
由
と
す
る
イ
ン
ド
政
府
の
ビ
ル
マ
米
対
日
輸
出
特
許
の
再
度
停
止（

（7
（

、
続
け
て
イ
ン
ド
本
土

の
食
料
品
価
格
の
高
騰
と
、
旱
害
に
よ
る
凶
作
を
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。

　

‌�

印
度
国
内
到
ル
処
物
価
ノ
昂
騰
ヲ
来
タ
シ
、
殊
ニ
食
料
品
ノ
飢
饉
価
格
ヲ
告
グ
ル
ニ
至
リ
、
細
民
ノ
困
難
一
方
ナ
ラ
ザ
ル
折
柄
、
本
年

度
「
モ
ン
ス
ー
ン
」
平
準
ヲ
得
ズ
、
九
月
初
旬
全
国
ニ
亘
レ
ル
降
雨
ハ
幾
分
作
物
ニ
好
影
響
ヲ
与
ヘ
タ
ル
モ
、
爾
来
緬
甸
其
他
少
部
分

ヲ
除
ク
外
全
国
降
雨
殆
ド
皆
無
ノ
有
様
ニ
シ
テ
、「
パ
ン
ジ
ャ
プ
」、「
ラ
ジ
ュ
プ
タ
ナ
」、「
中
央
州
」、「
合
併
州
」、「
ビ
ハ
ー
ル
、
オ

リ
ツ
サ
」
等
ノ
各
州
ハ
作
物
全
部
枯
死
ノ
状
態
ニ
陥
リ
、
今
ヤ
凶
作
ノ
襲
来
殆
ド
確
実
…
…（

（7
（

　

イ
ン
ド
政
府
は
一
八
年
一
〇
月
、
輸
出
用
小
麦
の
買
付
を
中
止
し
、
政
府
直
属
の
「
食
糧
管
理
官
」
を
新
設
し
て
小
麦
管
理
官
、
米
管
理

官
を
指
揮
し
、
価
格
を
公
定
し
て
「
飢
饉
地
方
」
へ
の
食
糧
輸
送
、
各
州
間
の
食
料
品
の
分
配
、
販
売
の
取
締
り
な
ど
の
「
調
節
」
を
一
一

月
か
ら
実
施
す
る
と
布
告
し
た（

（7
（

。
ま
た
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
は
、
あ
ら
た
め
て
、「
地
方
ノ
需
要
甚
シ
ク
増
加
」
し
た
た
め
ビ
ル
マ
米
の
対

日
輸
出
特
許
が
「
当
分
」
再
禁
止
さ
れ
る
と
報
告
し
た（

（7
（

。
こ
の
た
め
農
商
務
省
は
一
一
月
八
日
、
ビ
ル
マ
米
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
英
国

側
と
の
交
渉
を
外
務
省
に
要
請
し
て
い
る（

（7
（

。

　

一
八
年
一
〇
月
の
こ
の
輸
出
禁
止
措
置
は
、
ビ
ル
マ
米
を
買
い
付
け
て
い
た
指
定
商
に
突
然
も
た
ら
さ
れ
た
。
鈴
木
商
店
は
指
定
商
と
し

て
ラ
ン
グ
ー
ン
な
ど
で
買
付
に
あ
た
り（

（7
（

、
八
月
に
は
ロ
ン
ド
ン
支
店
を
通
じ
て
ラ
ン
グ
ー
ン
の
ス
テ
ィ
ー
ル
商
会
か
ら
、
日
本
着
一
〇
～



一
四
三

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

一
一
月
の
ビ
ル
マ
米
一
万
ト
ン
を
買
い
付
け
た
。
し
か
し
、
な
お
八
五
〇
〇
ト
ン
の
未
積
出
が
あ
り
、
八
月
末
～
九
月
初
に
は
ビ
ル
マ
政
府

か
ら
日
本
お
よ
び
米
国
向
け
の
輸
出
特
許
を
受
け
て
い
た（

（8
（

。
一
〇
月
初
旬
に
は
既
発
行
許
可
の
有
効
性
を
照
会
し
、「
有
効
ナ
ル
コ
ト
依
然

タ
リ
」
と
の
回
答
を
受
け
「
安
心
」
し
た
が
、
中
旬
に
は
、
一
一
月
を
過
ぎ
る
と
「
取
消
」
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
の
通
告
が
あ
っ
た
。
積

取
に
あ
た
る
神
通
丸
・
隆
昌
丸
は
ラ
ン
グ
ー
ン
に
向
か
っ
て
お
り
、
一
一
月
五
日
に
許
可
証
が
有
効
な
こ
と
を
再
度
確
認
し
た
が
、
一
一
月

一
一
日
に
許
可
証
の
「
取
消
ヲ
宣
セ
」
ら
れ
た
。

　

鈴
木
商
店
の
損
失
は
「
莫
大
」
で
あ
っ
た
が
、
日
本
・
米
国
へ
の
輸
出
だ
け
で
な
く
、
英
本
国
や
、
連
合
国
が
認
め
る
欧
州
各
国
向
け
の

輸
出
も
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
鈴
木
商
店
は
外
務
省
に
、
ビ
ル
マ
政
府
と
の
交
渉
を
要
請
し（

（8
（

、
外
務
省
は
在
英
大
使
に
、
英
国
政

府
と
の
交
渉
を
指
示
し
た（

（8
（

。
ま
た
米
国
向
け
に
つ
い
て
は
、
日
本
本
国
の
米
不
足
を
考
慮
し
、
輸
出
許
可
の
場
合
に
は
す
べ
て
「
本
邦
ノ
消

費
ニ
充
ツ
ル
」
こ
と
と
し（

（8
（

、
そ
の
旨
ス
テ
ィ
ー
ル
商
会
に
通
知
さ
れ
た（

（8
（

。

　

こ
の
よ
う
に
農
商
務
省
は
、
指
定
商
を
通
じ
て
産
地
に
お
い
て
買
付
を
す
す
め
た
が
、
ビ
ル
マ
米
輸
出
禁
止
の
影
響
は
大
き
く
、
買
付
済

み
外
米
の
積
出
し
が
制
約
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
一
八
年
一
二
月
に
は
、
英
印
米
輸
入
量
が
急
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
１
）。

（
２
）
輸
出
許
可
交
渉

　

凶
作
に
よ
る
イ
ン
ド
の
食
糧
不
足
は
深
刻
化
し
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
は
一
九
一
九
年
一
月
、
輸
出
特
許
の
要
請
に
対
し
イ
ン
ド
政
府

か
ら
、「
未
曾
有
」
の
「
大
凶
作
」
に
よ
り
英
本
国
へ
の
輸
出
も
制
約
さ
れ
て
お
り
、
日
本
政
府
に
は
深
く
「
同
情
」
す
る
が
「
応
ス
ル
ノ

余
裕
ナ
キ
ヲ
深
ク
遺
憾
」
と
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
と
報
告
し
た
。
凶
作
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

‌�

広
キ
範
囲
ニ
亘
レ
ル
大
凶
作
ノ
結
果
、
印
度
ノ
食
料
問
題
ハ
日
ニ
増
シ
危
急
ヲ
告
ゲ
、
地
方
ニ
於
テ
ハ
既
ニ
飢
饉
救
助
事
務
ヲ
開
始
シ

タ
ル
モ
ノ
、
又
近
々
開
始
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
モ
ア
リ
、
…
…
英
本
国
又
此
際
印
度
米
ノ
輸
入
ヲ
一
切
思
止
マ
ル
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
、
…
…



一
四
四

昨
年
度
印
度
米
作
ハ
「
ベ
ン
ガ
ル
」、「
ビ
ル
マ
」
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
近
年
未
曾
有
ノ
凶
作
ニ
テ
、
政
府
当
局
ニ
於
テ
モ
旧
臘
以
来
鋭
意
之

レ
ガ
救
済
ニ
腐
心
シ
居
ル
矢
先
ニ
付
、
…
…（

（8
（

　

二
月
は
じ
め
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
最
新
の
イ
ン
ド
の
米
収
穫
予
想
は
平
年
の
二
五
％
減
と
大
幅
な
減
収
で
あ
っ
た（

（8
（

。
表
２
に
よ
れ
ば
、

一
八
／
一
九
年
度
に
全
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
と
も
に
生
産
量
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で
お
り
、
ビ
ル
マ
で
は
翌
一
九
／
二
〇
年
度
に
も
、
さ
ら
に

減
収
が
続
い
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
の
在
英
代
理
大
使
に
よ
れ
ば
、
英
国
外
務
大
臣
代
理
は
日
本
政
府
の
申
入
れ
を
「
諒
ト
」
し
て
イ
ン
ド
政
府
に
照
会
し
た
が

回
電
は
な
く
、「
何
ト
モ
致
シ
方
ナ
カ
ラ
ン
カ
」
と
述
べ
た
と
い
う（

（8
（

。
一
九
年
二
月
の
最
終
収
穫
予
想
に
よ
れ
ば
、
数
値
は
表
２
と
や
や

異
な
る
が
、
前
年
度
の
三
六
二
五
万
ト
ン
（
う
ち
、
ビ
ル
マ
四
七
五
万
ト
ン
）
に
対
し
、
一
八
／
一
九
年
度
は
二
三
八
二
万
ト
ン
（
同
、

四
二
〇
万
ト
ン
）
に
落
ち
込
ん
だ（

（8
（

。
ま
た
、
イ
ン
ド
政
府
に
問
い
合
わ
せ
た
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
か
ら
、
夏
作
の
作
付
も
「
甚
シ
ク
平
年
以

下
」
で
あ
り
、「
到
底
制
限
緩
和
ノ
見
込
ナ
シ
」
と
の
報
告
が
続
い
た（

（8
（

。

　

た
だ
し
一
方
で
、
な
お
ビ
ル
マ
の
輸
出
能
力
へ
の
期
待
も
あ
っ
た
。
一
八
／
一
九
年
度
の
ビ
ル
マ
米
収
穫
予
想
に
つ
い
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ

総
領
事
は
一
九
年
一
月
、
平
年
の
九
七
％
、
輸
出
可
能
量
は
二
三
〇
万
ト
ン
と
報
告
し
て
い
る（

（9
（

。
こ
の
輸
出
可
能
量
に
つ
い
て
外
務
省
は
、

イ
ン
ド
へ
の
移
出
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
問
い
合
せ
た
が（

（9
（

、
含
む
と
の
回
答
が
あ
っ
た（

（9
（

。
さ
ら
に
続
け
て
、
例
年
、
ビ
ル
マ
の
平
均
輸
移
出

量
は
イ
ン
ド
へ
三
〇
～
四
〇
万
ト
ン
、
そ
の
他
の
外
国
ヘ
一
八
〇
万
ト
ン
で
あ
る
が
、
当
年
度
は
イ
ン
ド
の
凶
作
に
よ
り
、
イ
ン
ド
へ
少
な

く
と
も
一
二
〇
万
ト
ン
の
移
出
が
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
の
予
想
数
値
が
暦
年
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
表
２
の
ビ
ル
マ
か
ら
の
移
出
量

は
一
九
／
二
〇
年
度
に
激
増
し
て
お
り
、ほ
ぼ
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、残
り
の
一
〇
〇
万
ト
ン
余
が
諸
外
国
ヘ
の
輸
出
余
力
で
あ
っ
た
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
ビ
ル
マ
か
ら
イ
ン
ド
へ
の
移
出
は
一
八
／
一
九
年
度
よ
り
増
加
し
、
一
九
／
二
〇
年
度
に
は
ビ
ル
マ
の
生
産
量
は
減
少
し

た
が
、
イ
ン
ド
へ
の
移
出
量
が
逆
に
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
同
年
の
ビ
ル
マ
の
海
外
輸
出
量
は
五
三
万
ト
ン
と
、
大
き
く
落



一
四
五

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
海
峡
植
民
地
、
マ
レ
ー
連
邦
な
ど
英
植
民
地
へ
は
、
従
来
八
〇
万
ト
ン
前
後
の
輸
出
が
あ
っ
た
が
、
イ
ン
ド
政
府
は
凶
作
の

た
め
減
額
す
る
と
「
明
言
」
し
た（

（9
（

。
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
は
こ
れ
を
例
年
の
「
半
額
」
と
見
積
も
り
、
そ
の
他
諸
外
国
ヘ
の
輸
出
能
力
が

七
〇
万
ト
ン
内
外
存
在
す
る
と
推
測
し
た（

（9
（

。
こ
の
た
め
翌
三
月
に
外
務
省
は
、
ビ
ル
マ
米
輸
出
余
力
が
な
お
六
〇
～
七
〇
万
ト
ン
あ
る
と
推

定
し
、
再
び
、
英
国
側
の
意
向
を
確
認
す
る
よ
う
総
領
事
に
要
請
し
て
い
る（

（9
（

。

　

し
か
し
総
領
事
の
回
答
は
、
さ
き
の
七
〇
万
ト
ン
の
輸
出
余
力
は
「
素
ヨ
リ
推
測
ニ
基
ク
」
も
の
で
あ
り
、「
之
ヲ
根
拠
ト
シ
テ
交
渉
ス

ル
ハ
不
得
策
」
と
し
て
退
け
、
あ
ら
た
め
て
イ
ン
ド
政
府
に
、
夏
作
が
良
好
の
場
合
に
制
限
緩
和
の
「
見
込
如
何
」
を
問
い
合
わ
せ
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
に
対
す
る
イ
ン
ド
政
府
の
回
答
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
不
順
に
よ
り
「
凶
作
ノ
到
来
明
白
」
で
あ
り
「
到
底
我
希
望
貫
徹
ノ
余
地

ナ
キ
ヲ
確
メ
タ
ル
次
第
」
と
い
う
否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
総
領
事
は
、
輸
出
を
「
懇
請
」
し
て
も
「
前
同
様
不
結
果
」
に
終

わ
る
の
は
明
白
で
あ
り
、
今
後
は
時
期
・
分
量
を
定
め
た
交
渉
を
外
務
省
に
提
案
し
て
い
る（

（9
（

。

（
３
）
輸
入
停
止

　

さ
ら
に
外
務
省
は
一
九
一
九
年
七
月
、
ビ
ル
マ
米
の
対
日
輸
出
可
能
数
量
、
輸
出
許
可
見
込
に
つ
い
て
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
の
報
告
を
求

め
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
農
商
務
省
経
由
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
凶
作
に
よ
る
「
飢
饉
地
方
」
の
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
代
用
、
船
腹
不
足

に
よ
る
イ
ン
ド
へ
の
移
出
停
滞
、
前
年
度
古
米
の
残
存
な
ど
に
よ
り
、
ビ
ル
マ
米
余
剰
は
「
相
当
豊
富
ノ
見
込
」
で
あ
り
、
即
時
一
〇
～

一
五
万
ト
ン
の
積
出
し
が
「
容
易
」
と
す
る
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（9
（

。
そ
の
根
拠
と
思
わ
れ
る
同
年
七
月
の
メ
モ
「
蘭
貢
米
事
情（

（9
（

」
に

よ
れ
ば
、
ビ
ル
マ
の
最
終
収
穫
予
想
四
二
一
万
ト
ン
か
ら
同
地
の
消
費
量
を
差
し
引
い
た
輸
出
能
力
は
一
九
一
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

で
、こ
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、一
～
五
月
の
ビ
ル
マ
の
輸
移
出
量
は
イ
ン
ド
へ
六
三
万
五
六
八
〇
ト
ン
、海
峡
植
民
地
へ
六
万
六
八
一
二
ト
ン
、



一
四
六

欧
州
へ
六
万
四
九
七
三
ト
ン
、
計
七
六
万
四
四
六
五
ト
ン
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
六
月
に
一
五
～
一
六
万
ト
ン
を
積
み
出
し
た
と
し

て
も
、
輸
出
能
力
は
な
お
一
〇
〇
万
ト
ン
前
後
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
に
、

前
年
度
来
の
船
腹
欠
乏
・
米
価
暴
落
の
た
め「
地
方
農
家
」や「
籾
仲
買
人
」

な
ど
産
地
の
推
定
持
越
量
三
〇
万
ト
ン
を
加
え
て
、
一
二
〇
～
一
三
〇
万

ト
ン
と
予
想
し
て
い
る
。
将
来
船
腹
の
増
加
に
よ
り
一
ヵ
月
平
均
二
〇
万

ト
ン
を
イ
ン
ド
に
移
出
し
て
も
、
一
二
月
初
旬
以
降
に
二
〇
～
三
〇
万
ト

ン
の
「
過
剰
米
」
を
持
ち
越
す
と
の
推
計
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
外
務
省
の
こ
の
よ
う
な
期
待
に
対
し
、
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事

か
ら
同
年
七
月
一
一
日
、
本
年
度
の
モ
ン
ス
ー
ン
状
況
が
不
明
な
現
時
点

で
は
、
対
日
輸
出
は
「
乍
遺
憾
到
底
問
題
ト
ナ
ラ
ス
」、「
蘭
貢
米
ノ
本
邦

輸
出
ハ
全
然
見
込
ナ
シ
ト
云
フ
ノ
外
ナ
シ
」
と
す
る
絶
望
的
な
回
答
が
届

い
た
。
つ
ま
り
、
①
ビ
ル
マ
米
の
対
イ
ン
ド
移
出
は
「
予
定
ノ
通
着
々
実

行
」
さ
れ
、
今
後
も
「
出
来
得
ル
限
リ
輸〔

移
〕入

ノ
計
画
」
で
あ
り
、
②
海
峡

植
民
地
や
マ
レ
ー
連
邦
な
ど
在
外
イ
ン
ド
人
居
住
地
域
に
も
「
緊
切
ナ
ル

需
要
」
が
あ
り
、
③
し
か
も
新
規
輸
入
の
要
望
や
増
加
の
要
請
も
「
甚
タ

多
」
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
翌
月
、ラ
ン
グ
ー
ン
市
場
に
お
い
て
「
禁

輸
緩
和
」
の
風
評
が
「
喧
伝
」
さ
れ
た
が
、
イ
ン
ド
政
府
は
収
穫
期
ま
で

図 2　外米産地と国内の米価
出典：�農商務省食糧局『米穀統計（世界ノ部）』（1922年10月）、農林省農務局『第二次米穀統計（世

界ノ部）』（1925年 8 月）。



一
四
七

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

そ
の
意
志
は
な
い
と
し
、
ビ
ル
マ
政
府
に
対
し
、
禁
輸
期
間
を
一
九
年
末
ま
で
継
続
し
、
か
つ
そ
れ
は
次
年
に
「
緩
和
」
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
な
い
と
発
表
さ
せ
た（

（9
（

。
一
九
／
二
〇
年
度
の
ビ
ル
マ
輸
出
量
は
実
際
に
大
幅
に
落
ち
込
み
、
対
日
輸
出
は
実
現
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
（
表
２
）。

　

ビ
ル
マ
米
の
輸
出
禁
止
と
価
格
公
定
は
徹
底
し
、産
地
に
お
け
る
米
価
を
抑
制
し
た
。
外
米
産
地
の
価
格
を
比
較
す
る
と
、サ
イ
ゴ
ン
米
、

タ
イ
米
価
格
は
一
九
年
に
入
り
急
騰
し
て
い
る
が
、
ラ
ン
グ
ー
ン
米
は
比
較
的
安
定
し
、
最
も
低
い
水
準
に
あ
っ
た
（
図
２
）。

二　

タ
イ
米
輸
出
の
急
増
と
輸
出
禁
止

（
１
）
需
要
増
加
と
輸
出
禁
止
の
風
説

　

一
九
一
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
八
年
末
頃
ま
で
、
日
本
の
タ
イ
米
輸
入
量
は
毎
月
数
千
ト
ン
程
度
で
あ
っ
た
。
一
八
年
に
は
ビ
ル
マ
・
仏
印

か
ら
の
輸
入
が
急
増
し
た
が
、
タ
イ
か
ら
の
輸
入
量
に
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
（
図
１
）。
三
井
物
産
新
嘉
坡
支
店
長
が
、「
暹
羅
米
ハ

比
較
的
蘭
貢
米
、
西
貢
米
ヨ
リ
高
値
ナ
ル
為
メ
輸
入
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
リ
シ（

（10
（

」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
タ
イ
米
価
格
は
ビ
ル
マ
米
・
仏
印
米
よ

り
高
水
準
に
あ
り
（
図
２
）。
ビ
ル
マ
米
・
仏
印
米
輸
入
が
比
較
的
円
滑
に
す
す
む
な
か
で
、
そ
の
輸
入
は
停
滞
し
て
い
た
。

　

一
八
年
の
タ
イ
米
の
収
穫
は
「
非
常
ニ
良
好
」
と
な
り
、
同
年
一
一
月
後
半
に
は
新
籾
が
バ
ン
コ
ク
の
精
米
所
に
続
々
と
到
着
し
た
。
と

こ
ろ
が
同
年
一
〇
月
の
ビ
ル
マ
米
輸
出
禁
止
は
、
タ
イ
米
需
要
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、「
外
国
人
買
手
ハ
直
チ
ニ
注
文
ヲ
発
シ
契
約
ヲ
申

出
デ
」
る
こ
と
に
な
っ
た（

（10
（

。
三
井
物
産
盤
谷
店
の
取
扱
も
激
増
し
、
同
年
は
、
同
店
が
タ
イ
米
を
本
格
的
に
対
日
輸
出
す
る
出
発
点
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
同
店
を
管
轄
す
る
新
嘉
坡
支
店
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

‌�

印
度
、
蘭
貢
ノ
輸
出
禁
止
ト
ナ
リ
シ
為
メ
、
暹
羅
米
ノ
需
要
大
ニ
起
リ
、
過
去
一
ヶ
年
間
ノ
取
扱
高
十
三
、四
万
噸
ニ
上
リ
、
盤
谷
店



一
四
八

開
闢
以
来
ノ
取
扱
ナ
リ
、
尤
モ
此
数
量
ハ
全
部
日
本
ニ
輸
入
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
非
ス
シ
テ
三
万
噸
許
ハ
上
海
ヘ
輸
入
セ
ラ
ル
モ
ノ
ナ
ル

カ
、
是
レ
カ
為
メ
ニ
暹
羅
米
日
本
輸
入
ノ
端
緒
ヲ
得
好
成
蹟
ヲ
現
ハ
シ
タ
リ（

（10
（

　

一
八
年
一
二
月
～
一
九
年
三
月
の
四
ヵ
月
に
タ
イ
米
輸
出
量
は
急
増
し
（
図
３
）、
対
日
輸
出
も
一
九
年
四
月
を
ピ
ー
ク
に
増
加
し
た
。

同
時
に
、
一
八
年
半
ば
ま
で
安
定
し
て
い
た
バ
ン
コ
ク
の
米
価
は
一
〇
月
か
ら
上
昇
し
は
じ
め
た
。
一
九
年
一
月
に
は
「
益
々
騰
貴
し
て
殆

ど
底
止
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ざ
ら
ん
」
と
い
う
状
態
に
な
り（

（10
（

、五
～
六
月
に
向
か
っ
て
「
熾
烈
ナ
ル
競
争
的
需
要
」
に
よ
り
「
急
速
ニ
騰
貴
」

し
た（

（10
（

（
図
２
）。

　

米
価
高
騰
は
タ
イ
政
府
に
輸
出
制
限
・
禁
止
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
年
末
か
ら
の
米
価
急
騰
に
つ
い
て
、
バ
ン
コ
ク
の
在
タ
イ
公

使
西
源
四
郎
は
、「
従
来
曾
テ
見
聞
セ
ザ
ル
米
価
ノ
暴
騰
ハ
、
人
民
中
ノ
米
作
者
以
外
ノ
貧
民
階
級
ニ
非
常
ナ
ル
困
難
ヲ
与
フ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ズ
、
人
民
ノ
主
要
食
糧
タ
ル
米
ノ
不
足
ヲ
告
ゲ
ン
ト
ス
ル
状
況
」
に
な
っ
た
と
、
の
ち
に
報
告
し
て
い
る
。
一
八
年
一
二
月
か
ら
の
米
価
高

騰
は
、
タ
イ
政
府
も
「
黙
視
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
所
」
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
年
に
入
る
頃
か
ら
、
タ
イ
米
禁
輸
の
「
噂
」
が
流
れ
る
よ
う

に
な
る（

（10
（

。
西
公
使
は
一
九
年
年
一
月
、
外
務
大
臣
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
た（

（10
（

。

　

‌�

米
価
ハ
日
増
シ
騰
貴
シ
、
…
…
右
ニ
関
シ
暹
羅
ハ
米
ノ
輸
出
ヲ
禁
止
セ
ン
ト
ス
ル
噂
ア
ル
モ
、
未
タ
確
カ
ナ
ラ
ス
、
尚
ホ
本
年
米
作
ハ

予
想
ニ
反
シ
平
年
ヨ
リ
二
割
方
不
作
ナ
リ
ト
云

　

こ
の
報
告
を
受
け
た
外
務
省
は
一
九
年
一
月
、
西
公
使
に
対
し
、
外
米
輸
入
は
「
絶
対
ニ
必
要
」
で
、
政
府
は
タ
イ
米
輸
入
が
「
何
等
障

害
ナ
キ
コ
ト
」
を
前
提
と
し
て
対
策
を
計
画
し
て
お
り
、「
万
一
前
記
ノ
風
説
」
が
「
事
実
」
と
な
れ
ば
「
施
政
上
多
大
ノ
齟
齬
」
が
生
じ
「
国

民
生
活
ニ
深
甚
ナ
ル
危
険
ヲ
齎
ス
コ
ト
必
定
」
と
し
て
、
対
日
輸
出
に
「
十
分
御
配
慮
」
を
求
め
る
よ
う
指
示
し
た（

（10
（

。

　

し
か
し
、
同
月
下
旬
に
タ
イ
外
務
大
臣
に
面
会
し
た
公
使
か
ら
、
輸
出
制
限
・
禁
止
は
「
沙
汰
止
ミ
」
に
な
っ
た
と
す
る
報
告
が
あ
っ

た（
（10
（

。
続
く
詳
報
に
よ
れ
ば
、
タ
イ
政
府
の
回
答
は
、
①
輸
出
を
継
続
し
て
も
食
糧
供
給
が
「
危
フ
ス
ヘ
シ
ト
虞
ル
ヘ
キ
充
分
ノ
理
由
」
は
な



一
四
九

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

い
、
②
「
異
常
ナ
ル
多
量
」
の
輸
出
が
継
続
す
る
場
合
は
制
限
・
禁
止
を
実
施
す
る
、
③
一
七
年
秋
の
減
収
に
よ
り
備
蓄
が
減
少
し
た
が
、

そ
の
後
の
収
穫
に
よ
る
「
剰
余
」
が
あ
り
「
多
量
ノ
輸
出
」
が
可
能
で
あ
る
、
④
タ
イ
国
内
需
要
を
充
足
す
れ
ば
日
本
な
ど
の
欠
乏
を
補
う

た
め
の
無
制
限
輸
出
が
「
最
上
策
」
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（10
（

。
同
年
一
月
に
は
な
お
輸
出
制
限
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
対
日
輸
出

は
依
然
順
調
で
あ
り
、
翌
二
月
に
は
鈴
木
商
店
が
買
い
付
け
た
三
七
〇
〇
ト
ン
が
神
戸
に
向
か
っ
た（

（11
（

。

（
２
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
タ
イ
米
需
要

　

と
こ
ろ
で
、
バ
ン
コ
ク
の
西
公
使
は
、
こ
の
禁
輸
の
「
噂
」
が
、
ビ
ル
マ
米
輸
出
禁
止
に
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
海
峡
植
民
地
や
マ

レ
ー
連
邦
で
不
足
が
生
じ
、
そ
の
補
塡
の
た
め
英
国
が
タ
イ
米
の
低
価
購
入
を
計
画
し
、
タ
イ
政
府
に
輸
出
制
限
と
米
価
調
節
を
実
施
さ
せ

よ
う
と
し
た
も
の
と
報
告
し
て
い
る（

（11
（

。
同
地
域
に
住
む
三
七
〇
万
人
の
多
く
は
「
米
食
者
」
で
あ
り
、
年
間
消
費
量
六
三
万
ト
ン
の
う
ち

一
八
万
ト
ン
は
自
給
で
き
た
が
、
四
五
万
ト
ン
に
つ
い
て
は
毎
月
タ
イ
・
仏
印
か
ら
二
万
五
〇
〇
〇
～
二
万
七
〇
〇
〇
ト
ン
、
ビ
ル
マ
か
ら

一
万
三
〇
〇
〇
ト
ン
を
輸
入
し
て
い
た（

（11
（

。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
米
積
出
港
の
ラ
ン
グ
ー
ン
、
バ
ン
コ
ク
、
サ
イ
ゴ
ン
に
近
く
、
こ
れ
ま
で
輸
入

に
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
が
、
イ
ン
ド
の
凶
作
に
よ
る
ビ
ル
マ
米
の
輸
出
禁
止
や
仏
印
米
の
輸
出
制
限
（
後
述
）
に
よ
り
、
急
遽
多
量
の
タ

イ
米
輸
入
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（11
（

。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
一
八
年
末
か
ら
米
価
が
「
暴
騰
」
し
た
。
同
地
の
ラ
ン
グ
ー
ン
米
価
格
は
通
常
一
コ
ー
ヤ
ン
（
一
・
三
七
ト
ン
）
当

り
二
三
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
一
九
年
一
月
下
旬
に
は
二
八
五
ド
ル
に
、
ま
た
通
常
二
七
〇
ド
ル
の
タ
イ
米
価
格
は
四
九
〇
ド
ル
に
高
騰
し

た
。
こ
の
た
め
同
年
一
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
食
料
管
理
官
が
「
米
価
調
節
」
の
交
渉
、
す
な
わ
ち
「
相
当
ノ
値
段
」
で
タ
イ
米
輸
入

を
確
保
す
る
た
め
バ
ン
コ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
。
西
公
使
は
外
務
省
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
食
料
管
理
官
が
、
他
国
へ
の
輸
出
制
限
と
海
峡
植

民
地
・
マ
レ
ー
連
邦
輸
入
米
の
価
格
引
き
下
げ
を
求
め
て
タ
イ
政
府
と
交
渉
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
同
食
料
管
理
官
は
、
タ
イ
米
の



一
五
〇

「
華
客
」
で
あ
る
海
峡
植
民
地
・
マ
レ
ー
連
邦
に
対
す
る
「
隣
邦
ノ
誼
」
を
訴
え
、米
価
高
騰
は
タ
イ
の
消
費
者
に
も
「
不
利
」
で
あ
る
と
「
力

説
」
し
た
と
い
う
。
タ
イ
政
府
は
「
連
日
会
議
」
を
開
い
て
検
討
し
た
が
、
西
公
使
の
一
月
の
報
告
の
よ
う
に
、
輸
出
制
限
・
禁
止
は
実
施

さ
れ
な
か
っ
た（

（11
（

。

　

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
海
峡
植
民
地
書
記
官
長 Colonial Secretary 

は
同
年
四
月
に
演
説
し
、
タ
イ
の
米
価
が
「
未
曾
有
ノ
騰
貴
」

と
な
っ
た
た
め
タ
イ
政
府
と
交
渉
し
、
同
年
一
～
三
月
に
は
「
取
極
以
上
」
の
輸
入
が
実
現
し
た
と
い
う
。
し
か
し
イ
ン
ド
政
府
は
三
月
、

来
た
る
四
～
一
二
月
期
の
供
給
量
を
当
初
計
画
よ
り
五
万
四
〇
〇
〇
ト
ン
削
減
し
た
た
め
、
タ
イ
米
・
仏
印
米
に
よ
る
補
塡
が
必
要
に
な
っ

た（
（11
（

。
さ
ら
に
、
同
書
記
官
長
に
よ
れ
ば
、
一
九
年
の
タ
イ
米
・
仏
印
米
の
輸
出
能
力
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
万
ト
ン
・
五
〇
万
ト
ン
、
合
計

一
五
〇
万
ト
ン
で
あ
る
が
、
海
峡
植
民
地
・
マ
レ
ー
連
邦
の
需
要
量
は
平
年
の
輸
入
量
二
七
万
六
〇
〇
〇
ト
ン
に
イ
ン
ド
米
供
給
削
減
量

五
万
四
〇
〇
〇
ト
ン
を
加
算
し
た
三
三
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。
差
引
一
一
七
万
ト
ン
と
な
る
が
、
日
本
六
〇
万
ト
ン
、
蘭
印
五
〇
万
ト
ン
の
要

望
を
差
引
く
と
、
残
余
は
七
万
ト
ン
の
み
と
な
り
、
し
か
も
セ
イ
ロ
ン
は
イ
ン
ド
米
の
供
給
減
に
よ
り
タ
イ
米
・
仏
印
米
を
需
要
し
、
さ
ら

に
マ
レ
ー
連
邦
の
作
柄
も
平
年
の
「
四
割
減
」
に
落
ち
込
ん
で
い
た（

（11
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
凶
作
、
一
八
年
一
〇
月
の
輸
出
禁
止
の
影
響
に
よ
り
、
一
九
年
に
入
る
頃
か
ら
タ
イ
米
需
要
は
急
速
に
高
ま
っ

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
海
峡
植
民
地
・
マ
レ
ー
連
邦
、
香
港
、
蘭
印
、
日
本
、
さ
ら
に
セ
イ
ロ
ン
な
ど
か
ら
、
輸
出
能
力
を
上
回
る
需
要

が
殺
到
し
て
米
価
は
高
騰
し
た
。
農
商
務
省
の
指
定
商
は
米
価
高
騰
に
も
か
か
わ
ら
ず
積
極
的
に
買
い
付
け
た
が
、
海
峡
植
民
地
で
は
高
米

価
の
た
め
輸
入
が
制
約
さ
れ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
食
料
監
督
官
は
、
米
価
抑
制
の
た
め
輸
出
制
限
を
要
請
し
た
が
実
現
は
し
な
か
っ
た
。

西
公
使
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
海
峡
植
民
地
書
記
官
長
は
、「
最
モ
迷
惑
」
な
の
は
日
本
商
人
が
自
国
以
外
に
欧
州
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

ア
メ
リ
カ
の
需
要
に
も
応
じ
て
米
を
買
い
付
け
て
い
る
と
訴
え
、
英
本
国
政
府
に
対
し
「
強
硬
ナ
ル
申
立
」
も
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（11
（

。

　

タ
イ
政
府
の
輸
出
制
限
措
置
が
、
な
お
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
西
公
使
は
、
米
は
タ
イ
輸
出
品
の
「
太
宗
」
で
、
そ
の
輸
出
制



一
五
一

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

限
・
禁
止
は
「
利
害
上
容
易
ナ
ラ
サ
ル
問
題
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
最
恵
国
待
遇

に
よ
り
「
第
三
国
等
」
に
も
同
様
の
条
件
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
実
際

の
運
用
は
「
極
メ
テ
困
難
」
と
推
測
し
て
い
る（

（11
（

。

（
３
）
輸
出
禁
止

　

米
価
高
騰
が
続
く
一
九
一
九
年
六
月
、
タ
イ
米
輸
出
禁
止
の
勅
令
が
公
布
さ
れ

た
。
政
府
に
米
管
理
局
が
設
置
さ
れ
、
同
局
総
裁
に
は
王
族
や
大
蔵
大
臣
が
就
任

し
、
ま
た
米
管
理
官
が
任
命
さ
れ
た（

（11
（

。
タ
イ
政
府
に
は
英
国
の
影
響
力
が
強
く
、

英
印
に
お
け
る
輸
出
制
限
・
禁
止
措
置
が
採
用
さ
れ
た
と
三
井
物
産
新
嘉
坡
支
店

長
は
述
べ
て
い
る（

（12
（

。
輸
出
業
者
は
米
管
理
局
に
登
録
さ
れ
、
輸
出
は
米
管
理
官
の

裁
量
に
よ
り
、
三
年
以
内
に
輸
出
実
績
の
あ
る
業
者
に
限
ら
れ
、
翌
七
月
か
ら
許

可
制
と
な
っ
た（

（12
（

。
こ
の
措
置
に
よ
り
、
上
昇
を
続
け
た
米
価
は
六
月
を
ピ
ー
ク
に

下
落
に
転
じ
（
図
２
）、
輸
出
量
も
六
～
七
月
か
ら
急
減
し
た
（
図
３
）。

　

農
商
務
省
は
タ
イ
米
の
買
付
を
す
す
め
て
い
た
が
、「
出
来
得
ル
丈
ケ
寛
大
」

に
許
可
さ
れ
る
よ
う
外
務
省
に
交
渉
を
要
請
し
た（

（12
（

。外
務
省
は
西
公
使
に
、「
突
然
」

の
禁
輸
が
前
年
の
よ
う
な
「
由
々
敷
事
態
」
を
引
き
お
こ
し
か
ね
な
い
事
情
を
タ

イ
政
府
に
説
明
し
、
無
制
限
の
輸
出
を
求
め
る
よ
う
指
示
し
た（

（12
（

。
公
使
は
、
海
峡

植
民
地
・
マ
レ
ー
連
邦
・
セ
イ
ロ
ン
な
ど
「
英
国
側
」
が
「
競
争
相
手
」
で
あ
り
、

図 3　サイゴン、バンコクからの米穀輸出量
出典：�農商務省食糧局『米穀統計（世界ノ部）』（1922年10月）、農林省農務局『第二次米穀統計（世

界ノ部）』（1925年 8 月）。



一
五
二

ま
ず
買
付
済
み
の
「
現
物
」
を
握
っ
て
輸
出
を
申
請
す
る
の
が
「
事
実
上
ノ
勝
利
者
」
に
な
る
と
外
務
省
に
提
案
し
て
い
る（

（12
（

。
早
め
に
タ
イ

米
を
買
付
け
、「
追
次
」
輸
出
を
試
み
る
方
法
で
あ
り
、
申
請
量
が
輸
出
余
力
に
比
し
「
不
釣
合
」
に
多
く
な
け
れ
ば
許
可
さ
れ
る
と
期
待

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
最
恵
国
条
項
の
存
在
に
よ
り
、
タ
イ
政
府
は
特
定
の
国
と
具
体
的
協
定
の
締
結
を
避
け
て
い
る
と
付

記
し
て
い
る（

（12
（

。

　

さ
ら
に
公
使
は
七
月
、
タ
イ
政
府
に
、
米
管
理
官
の
対
日
輸
出
許
可
を
「
容
易
」
に
す
る
よ
う
な
訓
令
を
要
請
し
、
ま
た
、
輸
出
希
望
数

量
を
申
請
す
る
た
め
、
同
年
七
～
一
一
月
の
タ
イ
の
輸
出
能
力
が
二
五
万
ト
ン
前
後
で
あ
る
と
い
う
情
報
を
そ
え
、
外
務
省
に
輸
出
希
望
数

量
の
回
答
を
求
め
た（

（12
（

。
タ
イ
政
府
は
、
輸
出
余
力
が
あ
れ
ば
日
本
人
登
録
者
に
は
他
国
の
登
録
者
と
「
均
等
ノ
待
遇
ヲ
保
証
」
す
る
と
対
応

し
た
が（

（12
（

、
米
管
理
官
が
発
表
し
た
輸
出
能
力
は
、
大
幅
に
減
じ
て
四
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
で
あ
っ
た（

（12
（

。

　

農
商
務
省
は
外
米
買
付
・
積
出
し
に
積
極
的
で
あ
り
、
外
務
省
に
、
一
九
年
七
～
九
月
期
の
輸
入
希
望
数
量
を
二
〇
万
ト
ン
と
「
電
訓
」

す
る
よ
う
求
め
た
。
さ
ら
に
、
端
境
期
を
ひ
か
え
、
輸
出
許
可
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
タ
イ
・
仏
印
・
香
港
で
外
米
買
付
を
「
敢
行
」
す
る

と
外
務
大
臣
に
告
げ
、
交
渉
に
よ
り
「
出
来
得
ル
丈
ケ
多
額
ノ
数
量
」
が
輸
出
で
き
る
よ
う
要
請
し
た（

（12
（

。
し
か
し
、
公
使
は
外
務
省
に
、
米

輸
出
を
め
ぐ
る
「
事
態
」
は
「
一
変
」
し
た
と
し
、
希
望
数
量
の
申
入
れ
は
「
一
先
ズ
見
合
セ
、
当
分
事
態
ノ
発
展
ヲ
注
視
ス
ル
コ
ト
」
と

な
っ
た（

（13
（

。
輸
出
制
限
が
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
外
務
省
は
、
タ
イ
政
府
が
一
九
年
七
月
に
輸
出
能
力
を
二
五
万
ト
ン
と
し
な
が
ら
、
そ
の
後
四
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
に
大
幅
に
減
じ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
毎
月
二
万
三
〇
〇
〇
ト
ン
の
輸
出
を
協
定
し
た
結
果
と
推
測
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
「
均
等
ノ
待
遇

ヲ
保
証
」
す
る
と
い
う
声
明
に
「
背
反
ス
ル
」
と
し
、
事
情
を
調
査
の
う
え
タ
イ
政
府
の
回
答
を
求
め
た
。
ま
た
、
タ
イ
の
米
管
理
官
や
管

理
会
議
員
の
う
ち
三
名
は
英
国
人
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
方
面
へ
の
輸
出
許
可
に
は
「
便
宜
ヲ
与
ヘ
」
る
が
、
日
本
向
け
に
は
「
手
加
減

ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
保
シ
難
」
い
の
で
「
篤
ト
御
注
意
」
を
促
し
て
い
る（

（13
（

。
タ
イ
政
府
と
の
交
渉
は
さ
ら
に
続
く
が
、
対
日
輸
出
は
困
難



一
五
三

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

に
な
り
、
米
輸
出
全
体
も
急
減
し
て
い
っ
た
（
図
１
・
図
３
）。

（
４
）
農
商
務
省
の
タ
イ
米
買
付
と
輸
出
禁
止
の
徹
底

　

タ
イ
米
輸
出
禁
止
と
な
っ
た
一
九
一
九
年
七
月
以
降
も
、
農
商
務
省
は
許
可
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
積
極
的
に
タ
イ
・
仏
印
・
香
港
で
買

付
を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
産
地
に
お
け
る
米
価
の
高
騰
は
対
日
輸
出
を
実
質
的
に
制
約
し
て
い
っ
た
。
七
月
末
の
西
公
使
の
報
告
に
よ

れ
ば
、
六
月
一
八
日
以
前
の
日
本
人
買
付
は
、
鈴
木
商
店
に
よ
る
白
米
四
七
三
六
ト
ン
（
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
へ
）、
三
井
物
産
に
よ
る
白
砕
米

二
一
ト
ン
（
香
港
へ
）
の
二
件
の
み
で
少
量
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
五
月
以
降
「
暹
羅
米
価
格
膨
張
ノ
結
果
本
邦
ヨ
リ
注
文
ナ
カ
リ

シ
為
」
で
あ
っ
た（

（13
（

。
八
月
に
は
輸
出
許
可
は
お
り
な
か
っ
た
が
、
農
商
務
省
の
買
付
は
バ
ン
コ
ク
積
出
分
米
五
二
四
〇
ト
ン
、
ほ
か
サ
イ
ゴ

ン
積
出
七
〇
〇
〇
ト
ン
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
積
出
一
五
〇
〇
ト
ン
と
な
っ
た
。
農
商
務
省
は
外
務
省
に
、「
速
ニ
輸
出
ノ
特
許
」
を
交
渉
す
る
よ

う
依
頼
し（

（13
（

、
外
務
大
臣
は
公
使
に
、
現
地
の
指
定
商
三
井
物
産
と
打
合
せ
の
う
え
、「
特
別
ノ
取
計
」
に
よ
る
輸
出
特
許
の
実
現
を
指
示
し

た（
（13
（

。

　

し
か
し
輸
出
制
限
は
む
し
ろ
強
化
さ
れ
た
。
タ
イ
政
府
は
一
九
年
八
月
、
日
本
政
府
を
「
援
助
シ
タ
キ
希
望
」
は
あ
る
が
、
許
可
す
れ
ば

他
国
に
も
「
同
様
ノ
譲
歩
」
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
タ
イ
国
内
の
ス
ト
ッ
ク
が
「
少
量
」
と
確
認
さ
れ
た
の
で
請
求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と

通
知
し
た（

（13
（

。
公
使
の
報
告
に
よ
れ
ば
、八
月
の
米
管
理
会
議
は
、同
年
収
穫
期
に
は
「
廃
止
」
が
予
想
さ
れ
て
い
た
禁
令
を
、「
米
ノ
不
足
」、

お
よ
び
米
価
の
「
不
当
ナ
ル
騰
貴
」
が
「
予
見
」
さ
れ
る
た
め
継
続
す
る
こ
と
を
告
示
し
た（

（13
（

。
し
た
が
っ
て
、
農
商
務
省
が
指
定
商
三
井
物

産
を
通
じ
て
買
い
付
け
た
タ
イ
米
五
二
四
〇
ト
ン
に
つ
い
て
も
、
積
出
し
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た（

（13
（

。

　

バ
ン
コ
ク
領
事
は
同
年
一
〇
月
、
当
年
の
作
柄
は
「
平
作
」
だ
が
在
米
量
は
「
甚
ダ
手
薄
」
で
あ
り
、
翌
二
〇
年
の
輸
出
能
力
は
、
前
年

度
の
七
一
万
ト
ン
（
表
４
）
を
上
回
る
一
〇
〇
万
ト
ン
前
後
と
推
測
し
報
告
し
た
。
な
お
平
年
の
一
二
〇
万
ト
ン
を
下
回
る
量
で
あ
り
、
領



一
五
四

事
は
、
一
九
年
六
月
か
ら
の
輸
出
禁
止
は
翌
二
〇
年
一
二
月
ま
で
継
続
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。
た
だ
し
米
輸
出
は
タ
イ
経
済
に
き
わ
め
て

「
肝
要
」
で
あ
る
た
め
、輸
出
特
許
の
可
能
性
も
推
測
し
て
い
る
。
タ
イ
政
府
は
そ
の
方
法
を
「
目
下
立
案
中
」
で
あ
る
が
、各
国
の
「
希
望
額
」

を
「
条
約
ニ
抵
触
セ
ザ
ル
範
囲
」
で
「
公
平
」
に
配
分
す
る
見
通
し
と
報
告
し
て
い
る（

（13
（

。
こ
の
よ
う
に
、領
事
は
輸
出
特
許
を
期
待
し
た
が
、

現
実
に
は
旱
魃
に
よ
り
作
柄
が
一
変
し
、
輸
出
制
限
・
禁
止
は
よ
り
徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三　

仏
印
米
の
輸
出

（
１
）
輸
出
制
限
と
対
日
輸
出
許
可

　

フ
ラ
ン
ス
植
民
省
令
が
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
公
布
さ
れ
て
間
も
な
い
一
九
一
九
年
一
月
、
大
統
領
令
に
よ
り
、
米
を
含
む
「
或
種
貨
物
」

の
輸
出
が
禁
止
さ
れ
、
輸
出
・
再
輸
出
に
は
大
蔵
省
の
許
可
が
必
要
と
な
っ
た（

（13
（

。
仏
印
総
督
は
同
年
二
月
、「
米
作
ノ
不
良
」
を
理
由
に
米

輸
出
を
毎
月
六
万
ト
ン
に
制
限
し
、
残
余
は
仏
本
国
の
た
め
留
保
す
る
と
い
う
命
令
を
発
し
た（

（14
（

。

　

一
九
年
三
月
一
日
、
在
仏
松
井
大
使
は
仏
印
米
の
輸
出
制
限
を
外
務
省
に
通
知
し
た
。
大
使
に
よ
れ
ば
、
輸
出
禁
止
を
原
則
と
す
る
が
、

仏
印
総
督
は
一
定
の
留
保
の
も
と
で
輸
出
許
可
の
権
限
を
有
し
、
毎
月
サ
イ
ゴ
ン
米
二
万
ト
ン
、
ト
ン
キ
ン
米
一
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
を
東
ア

ジ
ア
に
輸
出
許
可
す
る
と
訓
令
し
、「
出
来
得
ル
限
リ
輸
出
禁
止
ヲ
緩
和
ス
ル
方
針
」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
大
使
は
、
総
督
は
日
本
の
「
特

別
ノ
状
態
」
に
配
慮
し
「
事
情
ノ
許
ス
限
リ
米
ノ
輸
出
ヲ
緩
ニ
」
す
る
と
評
し
、
対
日
輸
出
許
可
に
は
楽
観
的
で
あ
り（

（14
（

、
翌
二
日
付
で
は
、

輸
入
希
望
量
を
申
請
す
る
の
が
「
得
策
」
と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
、
仏
外
相
よ
り
の
回
答
と
し
て
、
輸
出
許
可
を
毎
月
サ
イ
ゴ
ン
米
二
万

ト
ン
、
ト
ン
キ
ン
米
一
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
に
制
限
す
る
の
は
、
仏
本
国
の
需
要
が
「
一
時
的
」
に
「
可
ナ
リ
多
額
」
な
た
め
で
あ
り
、
輸
入

国
に
は
「
出
来
得
ル
限
リ
数
量
振
宛
ツ
ル
様
審
議
中
」
で
あ
る
と
の
報
告
も
あ
っ
た（

（14
（

。



一
五
五

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

　

こ
の
よ
う
に
、
仏
印
米
輸
入
は
制
限
下
に
お
い
て
も
比
較
的
円
滑
で
あ
っ
た
。
ビ
ル
マ
米
輸
入
は
一
八
年
末
に
急
減
し
て
一
九
年
に
な
る

と
ほ
ぼ
途
絶
し
、
タ
イ
米
輸
入
も
一
九
年
六
月
か
ら
急
減
し
た
が
、
仏
印
米
は
一
八
年
一
二
月
か
ら
一
九
年
三
月
に
か
け
て
急
増
し
て
い
る

（
図
１
）。
農
商
務
省
は
外
務
省
に
対
し
一
九
年
三
月
、
日
本
の
供
給
不
足
は
一
〇
〇
万
ト
ン
で
、
仏
印
・
タ
イ
か
ら
六
〇
万
ト
ン
、
ビ
ル
マ

ら
四
〇
万
ト
ン
を
輸
入
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、ビ
ル
マ
か
ら
の
輸
入
は
「
殆
ト
絶
望
」、タ
イ
か
ら
の
輸
入
も
不
振
で
、不
足
の
「
大
部
分
」

は
仏
印
か
ら
の
輸
入
に
よ
る
と
申
し
入
れ
た
。収
穫
期
の
一
九
年
一
〇
月
ま
で
、少
な
く
と
も
五
〇
～
六
〇
万
ト
ン
の
輸
出
が
必
要
で
あ
り
、

仏
印
政
府
と
の
交
渉
を
要
請
し
た
の
で
あ
る（

（14
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
三
月
末
に
届
い
た
松
井
大
使
の
書
面
に
よ
れ
ば
、
サ
イ
ゴ
ン
米
の
輸
出
許
可
見
込
は
同
月
末
ま
で
に
一
二
万
ト
ン
、
四
月
・

五
月
に
そ
れ
ぞ
れ
六
万
ト
ン
、計
二
四
万
ト
ン
で
あ
り
、仏
印
の
「
目
下
ノ
米
作
ノ
状
況
」
か
ら
み
て
、こ
れ
以
上
の
増
加
は
難
し
か
っ
た
。

ま
た
ト
ン
キ
ン
地
方
の
「
米
作
ノ
不
良
」
に
よ
り
、
仏
印
総
督
は
ト
ン
キ
ン
米
輸
出
禁
止
を
「
命
ズ
ル
ノ
已
ム
ナ
キ
ニ
至
」
っ
て
い
る
と
の

報
告
も
あ
っ
た（

（14
（

。
こ
れ
に
対
し
大
使
は
再
三
、五
月
ま
で
に
二
四
万
ト
ン
、
一
〇
月
ま
で
に
五
〇
万
ト
ン
が
必
要
で
あ
る
と
仏
印
総
督
に
申

し
入
れ
て
い
る（

（14
（

。

（
２
）
松
井
大
使
の
交
渉

　

仏
印
の
対
日
輸
出
制
限
は
実
際
に
は
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
一
九
一
九
年
後
半
に
も
輸
出
量
は
急
増
し
た
（
図
１
）。
農
商
務
省
は
外
務
省

の
支
援
を
受
け
て
、
指
定
商
を
通
じ
て
ラ
ン
グ
ー
ン
米
や
ト
ン
キ
ン
米
の
買
付
・
積
取
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。
農
商
務
省
は
一
九
年

五
月
、
同
年
三
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
に
仏
印
米
六
〇
万
ト
ン
の
輸
出
特
許
を
外
務
省
に
要
請
し
た
。
五
月
ま
で
の
仏
印
米
輸
入
量
は
一
三
万

ト
ン
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
〇
月
ま
で
に
、
さ
ら
に
四
七
万
ト
ン
の
輸
入
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
印
政
府
の
産
地
調
査
の
結
果
、

六
月
以
降
の
輸
出
余
力
は
前
年
産
米
三
七
万
ト
ン
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
農
商
務
省
は
、
そ
の
う
ち
サ
イ
ゴ
ン
米
一
五
万
ト
ン
、
ト
ン
キ
ン



一
五
六

米
五
万
ト
ン
、
さ
ら
に
一
九
年
度
産
米
の
う
ち
六
～
七
月
収
穫
の
ト
ン
キ
ン
夏
作
一
〇
万
ト
ン
、
合
計
三
〇
万
ト
ン
の
対
日
輸
出
特
許
を
要

請
し（

（14
（

、翌
日
外
務
省
は
在
仏
大
使
に
交
渉
を
指
示
し
た（

（14
（

。こ
の
三
〇
万
ト
ン
の
輸
入（
六
～
一
〇
月
）は
、ほ
ぼ
実
現
す
る
こ
と
に
な
る（
図
１
）。

　

松
井
大
使
の
交
渉
は
一
九
年
七
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
の
経
緯
は
外
務
省
に
随
時
報
告
さ
れ
た
。
ま
ず
七
月
一
六
日
付
で
仏
国
外
務
大
臣

に
事
情
を
説
明
し
、「
好
意
的
ノ
取
計
ヒ
」
を
依
頼
し
た
が
「
確
答
」
は
な
く
、「
督
促
」
し
た
と
こ
ろ
仏
印
米
輸
出
は
仏
印
総
督
の
「
専
ラ

管
掌
ス
ル
処
」で
あ
り
、総
督
に
日
本
政
府
の
希
望
を
伝
え
た
が
回
答
が
な
い
と
報
告
さ
れ
た（

（14
（

。
こ
れ
に
対
し
外
務
省
は
、国
内
米
価
が「
益
々

騰
貴
」
し
て
国
民
生
活
の
「
危
険
益
々
甚
シ
」
い
が
、
ビ
ル
マ
米
は
「
当
分
解
禁
ノ
望
」
み
が
な
く
、
タ
イ
で
は
「
輸
出
制
限
ヲ
実
行
」
し

て
お
り
輸
入
が
「
益
々
困
難
」
な
こ
と
、し
た
が
っ
て
「
万
一
」
仏
政
府
が
「
当
方
ノ
希
望
ヲ
容
レ
サ
ル
カ
如
キ
コ
ト
」
あ
れ
ば
、「
内
政
上
由
々

敷
大
事
ヲ
惹
起
」
す
る
と
「
憂
慮
」
さ
れ
る
の
で
、
仏
政
府
に
事
情
を
「
篤
ト
」
説
明
し
、
希
望
数
量
の
輸
出
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
「
極
量

御
交
渉
」
を
指
示
し
「
至
急
回
電
」
を
求
め
た
。
事
態
は
「
追
々
切
迫
」
し
て
い
た（

（14
（

。

　

次
い
で
松
井
大
使
は
、パ
リ
滞
在
中
の
仏
印
総
督
に
面
会
し
て「
委
細
」説
明
し
、「
可
成
速
ニ
多
量
」の
輸
入
が
で
き
る
よ
う「
特
別
ノ
尽
力
」

を
要
請
し
た
。
総
督
は「
日
本
ノ
状
況
ハ
篤
ト
承
知
」と
し
な
が
ら
も
、当
年
の
仏
印「
夏
作
」が
不
良
で
輸
出
可
能
量
は「
案
外
多
カ
ラ
ザ
ル
」

こ
と
、
仏
本
国
、
英
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
香
港
の
輸
入
希
望
が
「
尠
カ
ラ
ズ
」
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
、
日
本
の
「
立
場
」
を
「
参
酌
」
し
て

割
当
量
を
「
目
下
折
角
取
調
中
」
で
あ
り
「
今
暫
ク
決
定
ヲ
猶
予
セ
ラ
レ
タ
シ
」
と
答
え
た
。
大
使
は
重
ね
て
「
本
邦
特
殊
ノ
状
況
」
を
説

明
し
、「
好
意
的
決
定
」
を
要
望
し
て
い
る（

（15
（

。
さ
ら
に
八
月
に
は
仏
政
府
の
政
務
通
商
局
長
を
訪
れ
、
仏
印
米
輸
入
が
日
本
に
「
重
大
」
な

理
由
を
「
縷
述
」
し
、「
十
分
好
意
的
考
量
」
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
仏
印
総
督
へ
斡
旋
を
依
頼
し
た
。
同
局
長
は
「
事
情
ヲ
能
ク
了
解
」
し
早
々

に
申
送
る
と
回
答
し
た
と
い
う
。
仏
国
側
の
外
務
大
臣
、
仏
印
総
督
、
政
務
通
商
局
長
ら
と
の
交
渉
に
よ
り
、
松
井
大
使
は
、
当
局
者
が
「
十

分
我
方
ノ
事
情
ヲ
了
解
シ
居
ル
」
と
の
判
断
を
外
務
省
に
送
っ
て
い
る（

（15
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
報
告
の
な
か
で
松
井
大
使
は
、
植
民
省
の
「
役
員
」
か
ら
、
仏
印
総
督
代
理
と
三
井
物
産
と
の
間
に
、
穀
物
（
米
）
と



一
五
七

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

鉱
石
（
亜
鉛
鉱
）
の
「
輸
出
問
題
」
が
「
不
日
成
立
」
し
、
九
月
初
旬
に
は
サ
イ
ゴ
ン
米
が
輸
出
許
可
に
な
る
と
付
記
し
て
い
る（

（15
（

。
仏
印
政

府
は
サ
イ
ゴ
ン
米
の
輸
出
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
、
仏
印
産
亜
鉛
鉱
の
輸
出
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
計
画
は
一
九
年
八
月
末
か
ら
、
仏
印
総
督
代
理
と
三
井
物
産
と
の
間
で
交
渉
が
す
す
ん
だ
。
そ
の
経
緯
は
、
同
年
一
二
月
に
外
務
省

が
ま
と
め
た
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
農
商
務
省
が
買
い
付
け
、
未
輸
出
の
サ
イ
ゴ
ン
米
七
〇
〇
〇
ト
ン
に
つ
い
て
、
仏
印
総
督
が
、
亜
鉛
鉱
一
ト

ン
に
付
き
米
一
ト
ン
の
割
合
で
「
交
換
的
ニ
輸
出
ヲ
許
可
」
す
る
と
い
う
条
件
を
提
示
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
条
件
付
き
の
理
由
は
、「
夏

作
」
が
「
米
作
不
良
」
で
あ
り
、「
何
等
対
償
ナ
ク
シ
テ
」
日
本
の
み
に
輸
出
を
許
可
で
き
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
九
月
か
ら
仏
印
政
府
は
「
絶

対
ニ
米
ノ
輸
出
ヲ
禁
止
」
し
た
が
、
年
末
の
一
二
月
に
至
っ
て
も
交
渉
は
「
其
儘
」
で
総
督
の
提
案
は
実
現
し
な
か
っ
た（

（15
（

。
こ
う
し
て
サ
イ

ゴ
ン
か
ら
の
米
輸
出
は
、
一
九
年
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
激
減
す
る
（
図
３
）。

　

松
井
大
使
に
よ
れ
ば
、
仏
印
総
督
の
提
案
は
、「
如
何
ニ
モ
唐
突
」
で
あ
っ
た
。
亜
鉛
鉱
を
採
掘
す
る
東
京
鉱
業
会
社 Societe M

inuere 

du T
onkin 

は
「
私
立
会
社
」
で
あ
り
、「
甚
々
奇
怪
ノ
念
」
を
い
だ
い
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
大
使
は
、
輸
出
未
済
の
農
商
務
省
買
付
米

七
〇
〇
〇
ト
ン
を
切
り
離
し
、
至
急
輸
出
許
可
が
実
現
す
る
よ
う
植
民
省
、
仏
印
総
督
に
「
繰
返
ヘ
シ
申
出
デ
」
て
い
る（

（15
（

。

　

し
か
し
間
も
な
く
、
仏
外
務
省
よ
り
松
井
大
使
に
、
こ
れ
以
上
の
輸
出
許
可
は
難
し
い
と
す
る
植
民
省
の
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
大

使
は
、「
米
輸
出
ノ
件
ハ
此
上
解
決
ノ
方
法
ナ
カ
ル
ベ
キ
ヤ
」
と
「
反
問
」
す
る
と
、
仏
外
務
省
か
ら
は
、
鉱
石
輸
入
の
交
換
条
件
が
成
立

す
れ
ば
輸
出
を
解
禁
す
る
方
針
で
あ
り
、
日
本
政
府
が
三
井
物
産
に
交
渉
を
促
せ
ば
「
充
分
解
決
ノ
余
地
」
が
あ
り
、
今
回
の
植
民
省
の
回

答
が「
終
結
的
」な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
通
知
が
あ
っ
た
。
大
使
は
、仏
印
総
督
の
提
案
を「
考
慮
」し
て
交
渉
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
が
、

植
民
省
と
仏
印
政
府
間
の
「
符
合
セ
ザ
ル
言
動
」
を
察
知
し
た
た
め
、
本
国
外
務
省
に
対
し
て
鉱
石
問
題
に
関
す
る
「
何
等
カ
事
情
」
の
存

在
を
示
唆
し
、
三
井
物
産
を
調
査
す
る
必
要
性
を
説
き
、
ま
た
仏
印
総
督
代
理
と
直
接
交
渉
す
る
た
め
係
員
の
派
遣
を
提
案
し
て
い
る（

（15
（

。

　

と
こ
ろ
で
同
じ
頃
外
務
省
に
は
、
三
井
物
産
か
ら
、
ト
ン
キ
ン
米
と
鉱
石
の
輸
出
に
関
す
る
仏
印
総
督
と
の
交
渉
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ



一
五
八

た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
一
九
年
八
月
、
三
井
物
産
海
防
出
張
員
が
仏
国
政
府
に
、
亜
鉛
鉱
を
買
い
入
れ
る
条
件
で
ト
ン
キ
ン
米
の
輸
出
許
可
を

求
め
た
と
こ
ろ
、亜
鉛
鉱
八
万
ト
ン
に
付
き
米
四
万
ト
ン
の
輸
出
特
許
を
「
取
計
」
う
と
の
来
電
が
あ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
農
商
務
省
は
、

外
務
省
を
通
じ
て
輸
出
特
許
を
交
渉
中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
が
不
明
な
ま
ま
で
は
交
渉
に
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
仏
印
側
は
亜
鉛

鉱
三
万
三
〇
〇
〇
ト
ン
に
付
き
米
五
万
ト
ン
に
「
譲
歩
」
し
た
が
、
亜
鉛
鉱
の
価
格
が
「
高
値
」
の
た
め
取
引
は
成
立
せ
ず
、
交
渉
は
「
不

調
」
と
な
っ
た
。
同
社
は
同
年
八
月
中
旬
、
海
防
出
張
員
に
対
し
「
交
渉
謝
絶
」
を
指
示
し
た（

（15
（

。

　

松
井
大
使
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
仏
国
側
は
、
交
渉
が
成
立
す
れ
ば
「
直
ニ
米
ノ
輸
出
ヲ
許
可
ス
ル
決
心
」
で
あ
る
こ
と
を
在
仏
日
本
大
使

館
員
に
告
げ
、「
成
ル
ベ
ク
速
ニ
解
決
シ
度
キ
旨
」
を
述
べ
た
が
、
館
員
は
、
仏
印
米
輸
出
と
「
右
鉱
石
問
題
」
を
あ
わ
せ
て
「
解
決
」
す

る
の
は
「
政
府
ニ
於
テ
困
難
ナ
ル
ベ
シ
」
と
判
断
し
て
い
る（

（15
（

。
農
商
務
省
も
九
月
一
五
日
、外
務
省
に
対
し
亜
鉛
鉱
石
購
入
の
必
要
は
な
く
、

ま
た
三
井
物
産
に
も
そ
の
意
思
が
な
い
た
め
、
輸
出
特
許
は
「
鉱
石
ノ
件
ト
分
離
」
し
て
交
渉
す
る
と
回
答
し
た（

（15
（

。
農
商
務
省
は
新
米
出
廻

り
前
ま
で
に
輸
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
鉱
石
輸
入
と
セ
ッ
ト
の
一
〇
月
積
で
は
「
機
ヲ
失
ス
ル
虞
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（15
（

。

　

と
こ
ろ
で
一
八
年
末
か
ら
は
、
ビ
ル
マ
米
輸
入
は
途
絶
え
た
が
、
多
量
の
仏
印
米
輸
入
が
実
現
し
て
い
た
（
図
１
）。
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
の

輸
出
量
は
、
一
九
年
一
〇
月
～
一
二
月
に
一
時
激
減
す
る
が
（
図
３
）、
そ
の
後
は
急
速
に
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
年
秋
に
は
日
本

本
国
の
豊
作
が
確
実
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
不
利
な
条
件
を
容
認
し
て
仏
印
米
を
輸
入
す
る
必
要
性
は
低
く
な
っ
て
お
り
、
鉱
石
問
題

に
は
譲
歩
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
輸
出
許
可
と
価
格
高
騰

　

仏
印
米
の
輸
出
は
、
仏
印
政
府
側
の
多
様
な
思
惑
が
絡
ん
で
許
可
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
一
九
一
九
年
七
月
下
旬
、
香
港
総
領
事
鈴
木
栄
作

は
外
務
省
に
、
サ
イ
ゴ
ン
発
行
の
新
聞
記
事
の
邦
訳
を
送
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
仏
印
政
府
が
認
め
た
毎
月
六
万
ト
ン
の
輸
出
許
可
の
う



一
五
九

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

ち
、
二
万
ト
ン
は
中
国
商
人
に
、
四
万
ト
ン
は
仏
国
商
人
に
割
り
当
て
ら
れ
た
が
、
輸
出
許
可
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
商
人
は
、
仏
国
商
人

が
「
売
却
」
す
る
輸
出
許
可
証
を
、
一
ト
ン
に
付
き
一
〇
ド
ル
以
上
の
レ
ー
ト
で
買
収
し
て
積
み
出
し
て
い
た
と
い
う
。
仏
国
商
人
は
「
巨

額
ノ
利
益
ヲ
壟
断
」
し
て
お
り
、
他
国
商
人
に
輸
出
許
可
証
を
交
付
し
て
利
益
を
「
一
般
ニ
均
霑
」
す
る
こ
と
に
は
「
強
硬
ナ
ル
反
対
運
動

ヲ
試
ム
ル
」
と
み
ら
れ
、
仏
印
政
府
が
こ
の
「
措
置
ヲ
改
」
め
る
の
は
「
実
ニ
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
」
が
あ
っ
た（

（16
（

。

　

ま
た
、
農
商
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば（

（16
（

、
仏
印
政
府
の
輸
出
許
可
は
「
仏
人
米
穀
商
組
合
」
に
三
分
の
二
、「
支
那
商
組
合
」
に
三
分
の
一

の
割
合
で
与
え
ら
れ
、
各
組
合
員
の
過
去
五
年
間
の
平
均
輸
出
額
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
た
。
こ
れ
は
新
聞
記
事
の
記
載
と
同
様
で
あ
る
。
許

可
を
受
け
た
輸
出
業
者
は
、「
権
利
」
の
「
譲
渡
」
は
「
絶
対
ニ
禁
セ
ラ
レ
」
て
い
た
が
、
そ
の
取
引
価
格
に
「
権
利
ニ
対
ス
ル
報
償
」
が

加
算
さ
れ
、「
権
利
」
は
「
盛
ニ
転
売
買
セ
ラ
ル
ル
ノ
結
果
」
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば（

（16
（

、
一
九
年
二
月
～
五
月

に
は
、
制
限
令
発
布
前
に
積
出
し
の
既
契
約
量
が
一
八
万
ト
ン
に
上
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
輸
出
業
者
と
の
新
た
な
契
約
は
な
く
「
権
利
ノ
売

買
」
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
六
月
に
な
る
と
、「
輸
出
ノ
権
利
」
に
つ
い
て
一
担
（
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
あ
た
り
一
・
五
ピ
ア
ス
ト
ル
の
「
呼
値
」

が
つ
い
た
。
七
月
に
は
、
許
可
を
受
け
た
「
支
那
人
米
商
組
合
」
が
残
量
四
〇
〇
〇
ト
ン
を
「
競
売
」
に
付
し
た
と
こ
ろ
、「
権
利
」
は
一

ト
ン
あ
た
り
四
一
ピ
ア
ス
ト
ル
（
一
担
あ
た
り
二
・
五
ピ
ア
ス
ト
ル
）
に
騰
貴
し
て
落
札
さ
れ
、
こ
の
「
輸
出
権
」
に
は
「
一
定
確
実
」
の

相
場
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
相
場
は
「
漸
次
騰
貴
」
し
、
八
月
初
旬
に
は
一
担
あ
た
り
七
～
八
ピ
ア
ス
ト
ル
に
高
騰
し
て
、
実
米

の
価
格
に
「
比
肩
」
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
と
い
う
。
サ
イ
ゴ
ン
米
の
輸
出
許
可
を
受
け
る
「
仏
人
米
商
組
合
員
」
九
名
、「
支
那
商
組
合
員
」

四
一
名
は
「
労
セ
ス
シ
テ
巨
利
ヲ
博
」
し
た
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
仏
印
総
督
の
仏
印
米
輸
出
許
可
は
、
サ
イ
ゴ
ン
な
ど
で
輸
出
を
営
む
仏
人
米
穀
商
、
中
国
人
米
穀
商
に
限
定
し
て
与
え
ら
れ

た
。
輸
出
許
可
証
は
、
そ
れ
自
体
は
売
買
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
仏
印
米
を
輸
出
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
米
穀
商
と
、「
権
利
」
に
相
当
す
る

価
格
を
加
算
し
て
取
引
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
仏
印
総
督
か
ら
輸
出
許
可
を
受
け
ら
れ
な
く
て
も
、
こ
れ
ら
の
仏
人
・
中
国



一
六
〇

人
米
穀
商
と
取
引
す
れ
ば
、
サ
イ
ゴ
ン
も
し
く
は
香
港
な
ど
か
ら
日
本
に
向
け
て
積
み
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
そ
の
場
合
は
仕
入
価
格
が
高
騰
す
る
こ
と
に
な
る
。
図
２
に
よ
れ
ば
、
サ
イ
ゴ
ン
に
お
け
る
仏
印
米
価
格
は
一
九
年
五
～
六
月
か
ら
急

騰
し
、
一
九
年
末
～
二
〇
年
に
か
け
て
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ン
グ
ー
ン
や
バ
ン
コ
ク
相
場
を
は
る
か
に
上
回
り
、
さ
ら
に
、

運
賃
な
ど
諸
経
費
を
仮
に
省
い
て
も
、
日
本
国
内
の
神
戸
サ
イ
ゴ
ン
米
（
一
等
）
価
格
よ
り
高
位
に
あ
り
、
日
本
の
国
産
米
価
格
を
も
上
回

る
水
準
に
暴
騰
し
た
の
で
あ
る
。

四　

香
港
の
米
価
騰
貴

（
１
）
外
米
買
付
と
対
日
再
輸
出

　

一
九
一
〇
年
代
末
の
香
港
の
米
輸
入
は
年
間
一
一
五
万
ト
ン
、
う
ち
仏
印
が
八
割
、
タ
イ
が
二
割
を
占
め
、
輸
出
は
九
二
～
九
三
万
ト

ン
、
香
港
需
要
は
八
～
八
・
五
万
ト
ン
で
あ
り
、
残
余
は
香
港
の
ス
ト
ッ
ク
と
な
っ
た（

（16
（

。
一
九
年
に
は
仏
印
か
ら
の
輸
入
が
急
増
し
、
ま
た

タ
イ
か
ら
の
輸
入
も
増
加
し
た
が
、
香
港
経
由
の
対
日
供
給
が
増
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
表
５
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
対
仏
印
輸
入
量
は

四
八
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
仏
印
の
対
日
輸
出
は
二
〇
万
ト
ン
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
二
八
万
ト
ン
は
香
港
経
由
の
輸
入
と
推
測
さ
れ
る
。

同
表
に
よ
る
と
、
同
年
の
仏
印
の
対
香
港
輸
出
は
二
八
万
ト
ン
を
割
っ
て
お
り
、
香
港
に
輸
出
さ
れ
た
サ
イ
ゴ
ン
米
の
大
半
が
日
本
に
再
輸

出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
の
対
タ
イ
輸
入
量
は
一
六
万
ト
ン
で
あ
る
が
、
タ
イ
の
対
日
輸
出
量
は
七
万
ト
ン
で
あ
り
、
そ

の
差
九
万
ト
ン
は
香
港
を
経
由
し
た
輸
入
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
表
か
ら
香
港
の
米
の
輸
出
入
を
見
る
と
、
一
九
年
に
は
仏
印
か
ら
の
輸
入

が
急
減
し
て
一
八
年
の
約
半
数
に
減
じ
た
。
し
か
し
、
対
日
再
輸
出
量
は
前
年
を
上
回
っ
て
二
五
万
ト
ン
と
な
り
、
中
国
を
凌
ぐ
量
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
年
度
の
日
本
本
国
の
総
輸
入
量
八
二
万
ト
ン
（
表
１
）
の
三
割
に
あ
た
り
、
前
年
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
の
外
米
が
香
港



一
六
一

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

経
由
で
輸
入
さ
れ
た
。

　

ビ
ル
マ
米
の
輸
出
が
一
八
年
一
〇
月
に
禁
止
さ
れ
る
と
、
同
年
秋
か
ら
香
港
に
お
け
る
外
米
買
付
と
対
日
輸
出
が
活
発
に
な
っ
た
。
農
商

務
省
の
買
付
は
、
仏
印
、
タ
イ
と
同
様
、
香
港
に
お
い
て
も
積
極
化
し
た（

（16
（

。
一
八
年
一
一
～
一
九
年
六
月
に
、
対
日
輸
出
の
た
め
香
港
で
買

い
付
け
ら
れ
た
外
米
は
、
表
６
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
特
に
一
八
年
一
一
月
～
一
九
年
二
月
に
毎
月
三
万
ト
ン
か
ら
四
万
ト
ン
を
超
え

る
外
米
が
買
い
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
一
月
三
〇
日
付
の
、
香
港
の
英
字
紙
に
掲
載
さ
れ
た
「
香
港
政
府
の
米
取
引
」
と
い
う
記

事
に
よ
れ
ば
、
近
年
日
本
は
最
大
の
顧
客
で
あ
り
、
前
年
二
月
に
大
量
の
購
入
を
開
始
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
仏
印
の
香
港
向
輸
出
も
活
発
化

し
た
の
で
あ
る（

（16
（

。
香
港
に
お
い
て
は
輸
出
が
制
限
さ
れ
ず
、
対
日
再
輸
出
が
拡
大
し
た
。
三
井
物
産
香
港
支
店
長
に
よ
れ
ば
、
従
来
、
香
港

か
ら
の
米
輸
出
の
六
割
は
中
国
向
け
で
あ
っ
た
が
、
一
九
年
一
月
か
ら
対
日
輸
出
が
増
加
し
て
五
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
対
日
輸
出

の
拡
大
は
「
日
本
ニ
於
テ
非
常
ニ
購
買
ノ
盛
ン
」
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、「
高
値
」
に
よ
る
取
引
が
活
発
化
し
た（

（16
（

。
ビ
ル
マ
米
輸
出
禁
止

に
よ
り
香
港
へ
の
米
輸
入
が
急
減
す
る
一
方
で
、
対
日
再
輸
出
は
拡
大
し
、
日
本
は
最
大
の
輸
出
先
と
な
っ
た
。
対
日
再
輸
出
の
活
発
化
は

香
港
の
米
需
給
を
逼
迫
さ
せ
て
い
く
。

（
２
）
輸
出
禁
止
の
動
き

　

外
務
省
は
一
九
一
九
年
七
月
三
日
、
三
井
物
産
本
社
に
、
香
港
政
府
が
「
香
港
ヨ
リ
米
ノ
輸
出
ヲ
禁
止
セ
ル
旨
」
入
電
が
あ
っ
た
と
し
、

香
港
鈴
木
総
領
事
に
事
実
の
確
認
を
指
示
し
た（

（16
（

。
総
領
事
は
翌
日
、
対
日
禁
輸
の
事
実
は
な
い
と
回
電
し
た
。
た
だ
し
、
同
年
六
月
三
〇
日

に
、「
米
ノ
輸
出
ヲ
禁
止
ス
ヘ
シ
ト
ノ
噂
」
が
伝
わ
っ
て
多
量
の
輸
出
許
可
申
請
が
あ
り
、
こ
れ
に
「
驚
」
い
た
当
局
が
、
香
港
在
米
量
を

調
査
す
る
た
め
同
日
午
後
～
翌
七
月
一
日
の
許
可
証
発
給
を
見
合
わ
せ
た
こ
と
、お
よ
び
、そ
の
後
は
「
申
請
全
部
」
が
発
給
さ
れ
て
お
り
、

香
港
政
府
に
問
合
せ
て
「
輸
出
禁
止
ノ
事
実
無
キ
ヲ
突
キ
止
メ
タ
」
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
総
領
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
シ
ン
ガ



一
六
二

ポ
ー
ル
に
お
い
て
は
輸
出
制
限
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
香
港
政
府
も
「
米
ノ
輸
出
ニ
付
大
イ
ニ
注
意
ヲ
払
ヒ
居
ル
事
ハ
事
実
」
で
あ
り
、
在
米

量
調
査
に
よ
れ
ば
、「
当
地
在
留
者
ヲ
僅
ニ
二
月
間
支
持
ス
ル
」
程
度
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、「
何
時
米
ノ
輸
出
禁
止
ヲ
励
行
ス
ル

ヤ
モ
計
リ
難
シ
」
と
警
戒
し
て
い
る（

（16
（

。

　

し
か
し
、
総
領
事
は
続
け
て
外
務
省
に
、
香
港
政
府
輸
出
入
局
長
は
面
談
の
お
り
、
輸
出
禁
止
の
「
風
説
」
に
対
し
「
右
ハ
事
実
ニ
非
ス

ト
テ
目
下
輸
出
禁
止
ノ
意
向
ナ
キ
口
気
ヲ
漏
」
ら
し
た
こ
と
も
報
告
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
香
港
に
輸
入
さ
れ
た
米
の
大
部
分
は
再
輸
出

さ
れ
る
た
め
、
輸
出
禁
止
は
、「
即
チ
輸
入
ノ
途
絶
」
と
な
り
、
サ
イ
ゴ
ン
や
バ
ン
コ
ク
か
ら
輸
入
さ
れ
る
米
は
「
直
接
仕
向
地
ニ
」
輸
送

さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
マ
ニ
ラ
な
ど
に
貯
蔵
さ
れ
、
香
港
が
「
貿
易
上
甚
大
ノ
打
撃
」
を
受
け
る
の
は
「
明
白
ナ
ル
事
実
」
だ
か
ら
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、香
港
政
府
は
こ
れ
を
「
断
行
ス
ル
ハ
余
程
ノ
困
難
」
で
あ
り
、米
価
引
下
の
手
段
と
し
て
輸
出
禁
止
を
実
施
し
て
も
「
却

テ
弊
害
」
を
生
じ
る
と
、
総
領
事
は
判
断
し
た
の
で
あ
る（

（16
（

。

　

し
か
し
七
月
半
ば
に
な
る
と
、
香
港
の
米
需
給
は
逼
迫
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鈴
木
総
領
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
香
港
政
府
は
、
輸
出
を

制
限
し
な
い
方
針
は
不
変
で
あ
る
が
、
ビ
ル
マ
米
・
タ
イ
米
輸
出
制
限
に
よ
る
「
輸
入
困
難
」
の
た
め
、
香
港
需
要
に
備
え
て
一
二
万
袋

（
一
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
）
の
買
上
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
総
領
事
は
、
一
九
年
三
月
以
降
買
付
量
が
急
減
し
て
い
る
よ
う
に
（
表
６
）、「
輸

入
米
ノ
増
加
セ
ザ
ル
限
リ
、
当
地
ヨ
リ
日
本
向
輸
出
ノ
為
ニ
ス
ル
米
ノ
買
付
モ
困
難
ト
ナ
ル
ベ
シ
」
と
、
輸
入
減
の
た
め
日
本
向
け
の
買
付

も
困
難
に
な
る
と
予
想
し
て
い
る（

（17
（

。
五
～
六
月
か
ら
米
価
が
急
騰
し
、
買
付
を
抑
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

米
価
が
高
騰
す
る
と
、「
米
価
調
節
」
が
香
港
政
府
の
課
題
に
な
っ
た
。
政
府
は
、
小
売
業
者
に
貯
蔵
米
を
提
供
さ
せ
る
と
と
も
に
サ
イ

ゴ
ン
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
、
バ
ン
コ
ク
よ
り
輸
入
を
促
し
、
さ
ら
に
「
一
定
ノ
相
場
」
で
販
売
さ
せ
、
損
失
を
負
担
す
る
制
度
を
検
討
し
て
い
る

と
総
領
事
は
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
制
度
は
、
米
の
輸
出
入
に
「
直
接
ノ
影
響
ヲ
及
ホ
ス
コ
ト
ナ
ク
」
実
施
さ
れ
、
米
価
の
「
多
大
ノ

下
落
」
は
期
待
で
き
な
い
が
、「
此
上
一
層
昂
騰
ス
ル
ヲ
防
止
」
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
総
領
事
の
報
告
は
、「
輸
出
禁
止
ハ
特
別
ノ
事
情
無



一
六
三

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

キ
限
リ
実
行
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
カ
ル
ヘ
シ
ト
信
セ
ラ
ル
」
と
結
ん
で
い
る
が
、
本
書
類
の
欄
外
に
は
「
輸
入
ノ
道
ヲ
拡
ム
ル
事
困
難
ナ
ル
ベ

シ
ニ
付
、
結
局
輸
出
禁
止
ノ
運
命
ト
ナ
ル
ベ
シ
、
如
此
楽
観
説
ハ
感
服
セ
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
報
告
を
受
け
た
外
務
省
側
の
コ

メ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
が
、
香
港
に
お
い
て
も
需
給
逼
迫
と
米
価
高
騰
が
深
刻
化
し
た
の
で
あ
る（

（17
（

。

（
３
）
香
港
米
騒
動

　

香
港
領
事
館
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
香
港
は
域
内
の
米
生
産
量
が
少
な
く
、
当
時
ビ
ル
マ
、
仏
印
、
タ
イ
か
ら
の
輸
入
が
減
少
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
再
輸
出
量
は
「
尠
少
ナ
ラ
ズ
」
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
が
「
次
第
ニ
払
底
減
少
ヲ
告
ゲ
」
て
い
た（

（17
（

。
一
九
一
九
年

半
ば
か
ら
米
価
は
高
騰
し
（
表
７
）、
六
月
こ
ろ
か
ら
「
苦
力
」
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
香
港
総
領
事
の
報
告
に
よ

れ
ば
、
七
月
下
旬
の
米
価
は
二
ヵ
月
前
の
三
倍
に
、
前
年
七
月
の
四
倍
に
騰
貴
し
て
お
り
、
香
港
政
府
は
「
調
節
方
法
」
を
「
累
次
」
講
じ

表 7　　香港の米価騰貴

年 月.日 （a）上等米
（ドル／担）

（b）サイゴン
2 等（円／担）

1918   7 5.60 
  8 5.60 
  9 6.40 
10
11 6.60 
12 7.00 

1919   1 7.20 12.80 
  2 8.70 13.30 
  3 6.50 13.30 
  4 6.50 11.40 
  5 10.50 15.80 
  6 10.80 19.30 
  7.  2 13.90 20.50 
  7.20 17.00 
  7.21 20.00 33.00 
  7.25 20.65 
  7.28 21.00 34.50 
  9 30.00 
10 29.00 
12 26.50 

出典：‌�（a）は「一九一九年ヨリ一九二一 
年ニ至ル暹羅国米管理」（「千九百 
十九年ヨリ千九百二十一年ニ至ル
暹国米管理ニ付報告ノ件」通公第
59号、1921年 7 月19日、在暹特命
全権公使政尾藤吉→外務大臣伯爵
内田康哉、［19］-2。（b）は日本沖
渡価格、『通商公報』第812号、臨
時増刊、1921年 3 月 7 日、20-21頁。



一
六
四

た
が
「
益
騰
貴
ス
ル
バ
カ
リ
」
で
、「
細
民
ハ
非
常
ノ
窮
状
」
に
陥
っ
た
。「
飢
饉
ヲ
甘
ン
ズ
ル
カ
、
又
ハ
食
料
品
ヲ
奪
取
ス
ル
ノ
外
途
ナ
キ

ノ
窮
境
」
に
至
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、七
月
二
六
～
二
七
日
に
、市
内
数
ヵ
所
で
三
〇
〇
～
五
〇
〇
名
の
「
暴
民
」
が
「
暴

動
」
を
起
こ
し
た
。
米
小
売
商
の
襲
撃
、
在
米
の
掠
奪
、
倉
庫
の
破
壊
な
ど
が
広
が
り
、
ま
た
港
内
に
繋
留
中
の
船
舶
も
襲
撃
さ
れ
て
米
が

掠
奪
さ
れ
た
。
警
察
隊
が
出
動
し
て
「
多
数
不
良
ノ
徒
」
を
逮
捕
し
、
各
所
に
勃
発
し
た
「
米
騒
動
」
は
「
鎮
静
」
に
向
か
っ
た（

（17
（

。

　

香
港
政
府
は
米
の
廉
売
を
開
始
し
、
米
騒
動
発
生
と
同
時
に
店
舗
を
閉
鎖
し
た
米
穀
商
を
開
店
さ
せ
、
政
府
の
貯
蔵
米
、
米
穀
商
の
所
蔵

米
を
公
定
価
格
で
売
却
さ
せ
て
損
失
を
補
償
し
た
。
ま
た
サ
イ
ゴ
ン
で
の
米
買
付
に
四
〇
万
ド
ル
余
を
投
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
応
急
的
対
策

と
と
も
に
、
香
港
政
府
は
事
件
後
の
基
本
施
策
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
、
貿
易
に
干
渉
せ
ず
中
継
貿
易
港
の
「
本

質
」
を
維
持
す
る
と
し
た
、
次
の
よ
う
な
条
項
で
あ
る（

（17
（

。

　

‌�〔
香
港
〕
政
府
唯
一
ノ
行
動
ハ
、
本
年
内
ニ
於
ケ
ル
本
植
民
地
ノ
需
要
ス
ル
米
穀
ノ
充
分
ナ
ル
供
給
ヲ
獲
得
シ
、
比
較
的
廉
価
ニ
之
ヲ

一
般
公
衆
ニ
販
売
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
之
ガ
為
ニ
本
港
ノ
中
継
貿
易
タ
ル
本
質
ヲ
失
ハ
シ
メ
ザ
ル
様
至
極
ノ
注
意
ヲ
払

ヒ
ツ
ヽ
ア
リ
、此
ル
日
常
貿
易
不
干
渉
ノ
主
義
ハ
、本
年
当
初
以
来
夙
ニ
屢
々
之
ヲ
輸
出
入
業
者
ニ
声
明
セ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、其
後
時
々

亦
之
ヲ
表
明
セ
ル
ガ
、
政
府
ハ
毫
モ
此
原
則
ヨ
リ
乖
離
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ル
コ
ト
（
但
異
常
ナ
ル
仕
向
地
ニ
輸
送
セ
ラ
ル
ヽ
一
弐

ノ
場
合
ニ
付
テ
ハ
、
政
府
ハ
例
外
ト
シ
テ
強
制
買
上
ヲ
実
行
シ
タ
ル
コ
ト
）

　

米
騒
動
直
後
の
七
月
二
八
日
よ
り
、
香
港
政
府
輸
出
入
局
は
、
香
港
よ
り
輸
出
す
る
米
の
輸
出
許
可
証
の
発
行
を
を
「
暫
時
」
停
止
し

た（
（17
（

。
す
で
に
輸
出
許
可
証
を
交
付
さ
れ
て
い
て
も
「
騒
動
勃
発
以
後
両
三
日
間
」
は
「
蔵
出
許
可
証
」
が
得
ら
れ
ず
輸
出
不
能
と
な
っ
た
。

二
九
日
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
が
、
大
阪
商
船
布
哇
丸
に
よ
り
米
二
五
七
〇
ト
ン
を
南
米
に
向
け
て
積
み
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、「
強
制
的
」

に
香
港
政
府
に
よ
り
買
収
さ
れ
て
い
る（

（17
（

。

　

し
か
し
、
香
港
政
府
の
こ
の
よ
う
な
措
置
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
香
港
領
事
館
は
「
固
ヨ
リ
絶
対
的
ニ
之
〔
米
輸
出
〕
ヲ
禁
止
セ
ン



一
六
五

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

ト
ス
ル
趣
意
ニ
非
ル
ハ
当
局
者
ノ
声
明
ニ
依
ル
モ
明
カ
」
と
報
告
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
領
事
館
は
、
香
港
政
府
が
米
の
輸
出
禁
止
を
実
行

で
き
な
い
理
由
と
し
て
、
①
香
港
政
府
が
米
輸
出
を
禁
止
す
れ
ば
、
タ
イ
米
・
サ
イ
ゴ
ン
米
は
「
当
地
ヲ
経
由
セ
ズ
」
直
接
仕
向
地
に
輸
送

さ
れ
中
継
貿
易
を
「
衰
退
」
さ
せ
る
、
②
香
港
は
「
住
民
食
料
米
」
を
海
外
依
存
し
て
お
り
、
輸
出
を
禁
止
す
れ
ば
輸
入
が
困
難
と
な
り
米

価
は
さ
ら
に
高
騰
す
る
、
と
い
う
二
点
を
指
摘
し
て
い
る（

（17
（

。

　

さ
ら
に
こ
の
報
告
書
は
、
事
件
後
間
も
な
く
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
よ
り
日
本
へ
ト
ン
キ
ン
米
を
輸
送
中
に
香
港
に
寄
港
し
た
日
蓮
丸
が
、「
何

等
ノ
制
限
拘
束
ヲ
受
ケ
ズ
」
に
日
本
に
向
け
出
港
を
許
可
さ
れ
た
事
実
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
香
港
政
府
当
局
者
に
よ
れ
ば
、
船
腹
の
都

合
で
香
港
に
輸
送
し
て
い
っ
た
ん
陸
揚
げ
し
、
さ
ら
に
日
本
に
輸
出
す
る
場
合
で
も
、「
蔵
出
証
」
の
交
付
に
あ
た
り
多
少
の
「
拘
束
」
は

あ
る
が
、
仕
向
地
が
「
立
証
」
で
き
れ
ば
「
抑
留
」
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
報
告
し
て
い
る（

（17
（

。
こ
の
よ
う
に
、
暴
動
直
後
の
一
九
年
七
～
九

月
に
も
、
香
港
政
府
は
仏
印
米
・
タ
イ
米
な
ど
の
再
輸
出
を
容
認
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
暴
動
後
の
米
貿
易
政
策

　

た
だ
し
暴
動
発
生
後
、
直
ち
に
輸
出
解
禁
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
八
月
二
日
に
農
商
務
省
臨
時
米
穀
管
理
部
長
は
外
務
省
通
商
局
長
に
対

し
、香
港
政
府
は
積
出
し
を
「
一
般
」
に
禁
止
し
、「
既
約
品
」
も
対
象
と
し
て
お
り
、外
米
輸
入
計
画
に
「
甚
タ
シ
キ
手
違
ヲ
来
ス
」
か
ら
、

速
や
か
に
許
可
さ
れ
る
よ
う
交
渉
を
依
頼
し
て
い
る（

（17
（

。
農
商
務
省
の
買
付
外
米
は
「
相
当
多
額
ニ
達
シ
」
て
い
た
の
で
あ
る（

（18
（

。
外
務
省
通
商

局
長
は
香
港
総
領
事
に
対
し
、
輸
出
許
可
を
「
速
ヤ
カ
ニ
再
開
」
す
る
こ
と
、
お
よ
び
指
定
商
な
ど
「
本
邦
商
業
者
」
が
産
地
で
買
い
付
け

た
外
米
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
の
許
可
を
当
局
に
要
請
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
暴
動
前
の
取
引
へ
の
速
や
か
な
復
帰
が
求
め
ら
れ
た
の

で
あ
る（

（18
（

。

　

総
領
事
は
同
月
、
再
輸
出
は
許
可
さ
れ
る
方
針
で
あ
る
が
、
米
価
は
な
お
「
不
穏
ノ
形
勢
」
に
あ
っ
て
「
全
ク
無
制
限
ト
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
」



一
六
六

状
態
で
あ
り
、「
時
々
其
ノ
輸
出
ヲ
差
止
」
め
ら
れ
る
の
も
「
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
次
第
」
と
報
告
し
て
い
る（

（18
（

。
実
際
、速
や
か
に
は
再
開
さ
れ
ず
、

同
月
末
に
は
外
務
省
か
ら
再
度
、
従
前
通
り
の
許
可
証
交
付
を
当
局
に
「
懇
談
」
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た（

（18
（

。

　

同
年
九
月
二
日
に
は
、
香
港
総
領
事
か
ら
、
香
港
政
府
の
米
価
対
策
を
明
文
化
し
た
「
香
港
穀
物
条
例
」
が
立
法
会
議
に
提
出
さ
れ
、
第

一
読
会
を
通
過
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た（

（18
（

。
香
港
民
政
長
官
の
提
出
理
由
に
よ
れ
ば
、
同
条
例
は
香
港
政
府
の
「
米
穀
販
売
計
画
」、
つ

ま
り
米
の
徴
発
・
廉
売
、
米
価
公
定
な
ど
を
「
出
来
得
ル
限
リ
簡
単
有
効
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
」
も
の
で
あ
り
、
米
生
産
地
域
で
あ
る
九
龍

新
租
借
地
に
お
け
る
公
定
価
格
（
香
港
価
格
以
下
・
付
近
中
国
価
格
以
上
）
に
よ
る
「
米
穀
徴
発
権
」
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
特
に
民
政
長

官
は
、
輸
出
を
禁
止
し
な
い
理
由
と
し
て
、
禁
止
す
れ
ば
「
輸
入
ハ
終
熄
」
し
「
通
商
」
は
別
の
「
便
益
地
方
」
に
移
る
か
ら
と
い
う
説
明

を
繰
り
返
し
て
い
る
。同
条
例
に
お
い
て
も
、従
来
通
り
輸
出
を
禁
止
せ
ず
、再
輸
出
を
容
認
す
る
香
港
政
府
の
基
本
方
針
が
確
認
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
翌
九
月
三
日
に
香
港
の
米
管
理
官
は
、
日
本
政
府
が
必
要
な
ら
香
港
政
府
が
サ
イ
ゴ
ン
で
買
い
付
け
た
米
四
二
〇
〇
ト
ン
を

売
却
す
る
と
申
し
出
た
。
価
格
は
「
普
通
相
場
ヨ
リ
高
シ
ト
思
ハ
」
れ
る
と
香
港
総
領
事
は
外
務
省
に
報
告
し
て
い
る（

（18
（

。
総
領
事
は
、
暴
動

発
生
後
に
香
港
政
府
が
「
買
込
ニ
過
ギ
タ
ル
結
果
」
と
推
測
し
て
お
り
、
暴
動
か
ら
一
ヵ
月
余
り
で
あ
る
が
、
香
港
政
府
は
比
較
的
多
量
の

備
蓄
米
を
実
現
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
暴
動
後
に
米
価
の
奔
騰
は
一
段
落
し
て
「
不
穏
ノ
形
勢
」
は
緩
和
し
、
米
価
は
年
末
に
向
か
っ

て
漸
落
し
た
の
で
あ
る
（
表
７
）。

第
三
節　

外
米
輸
入
の
終
息
（
一
九
二
〇
年
以
降
）

　

一
九
一
九
年
九
月
、
農
商
務
省
は
日
本
本
国
の
第
一
回
予
想
収
穫
量
を
発
表
し
た
が
、
平
年
作
の
一
割
五
分
増
で
九
一
五
万
ト
ン

（
六
〇
〇
〇
万
石
）
と
「
成
績
頗
る
良
好
」
で
あ
っ
た
。
一
一
月
の
第
二
回
予
想
は
九
一
〇
万
ト
ン
、
前
年
比
一
八
・
九
％
、
平
年
比



一
六
七

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

一
一
・
三
％
の
増
収
と
な
り
二
年
続
き
の
不
作
に
終
止
符
が
打
た
れ
た（

（18
（

。
一
九
年
秋
の
収
穫
に
よ
り
需
給
逼
迫
は
緩
和
に
向
か
い
、
外
米
需

要
も
低
下
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
表
１
）。

　

し
か
し
、
一
八
～
一
九
年
に
展
開
し
た
、
外
米
輸
入
の
円
滑
か
つ
確
実
な
実
現
を
は
か
る
外
交
交
渉
は
、
二
〇
年
に
も
な
お
継
続
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
二
〇
年
の
端
境
期
に
は
仏
印
か
ら
の
輸
入
が
増
加
し
た
が
、
同
年
の
日
本
本
国
の
収
穫
は
一
九
年
以
上
に
良
好
で
あ
り
、
記

録
を
塗
り
か
え
る
大
豊
作
と
な
っ
た
。こ
う
し
て
、外
米
輸
入
を
め
ぐ
る
一
九
一
八
～
一
九
年
の
外
交
官
の
多
様
な
交
渉
は
終
息
に
向
か
い
、

二
〇
～
二
一
年
の
外
米
輸
入
量
は
急
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一　

ビ
ル
マ
米
輸
出
禁
止
の
継
続

（
１
）
輸
出
禁
止
の
継
続

　

一
九
一
九
年
八
月
、
ま
だ
イ
ン
ド
の
作
柄
は
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
カ
ル
カ
ッ
タ
鮭
延
総
領
事
は
外
務
省
に
、「『
モ
ン
ス
ン
』
状
況
可

良
ナ
リ
シ
ニ
付
優
ニ
平
作
ノ
見
込
」
を
報
告
し
て
い
る（

（18
（

。
さ
ら
に
同
年
末
に
は
ボ
ン
ベ
イ
領
事
も
、「
概
シ
テ
良
好
」
と
の
収
穫
予
想
を
伝

え
た（

（18
（

。
し
か
し
、
イ
ン
ド
政
府
の
米
輸
出
禁
止
措
置
は
直
ち
に
緩
和
し
な
か
っ
た
。
一
九
年
末
に
は
、
翌
二
〇
年
一
月
以
降
も
従
前
同
様
に

輸
出
禁
止
が
続
き
、ビ
ル
マ
に
つ
い
て
は
「
米
穀
委
員
」（
米
管
理
官
）
が
輸
出
許
可
・
輸
出
米
売
買
価
格
公
定
に
あ
た
る
こ
と
を
、カ
ル
カ
ッ

タ
総
領
事
・
ボ
ン
ベ
イ
領
事
は
外
務
省
に
報
告
し
て
い
る（

（18
（

。

　

カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
の
報
告
は
、
イ
ン
ド
政
府
の
「
新
聞
公
報
」（
一
九
一
九
年
一
二
月
二
四
日
付
）
に
よ
る
も
の
で
、
や
や
遅
れ
て
外

務
省
に
届
い
た
次
の
報
告
書
に
よ
れ
ば（

（19
（

、
イ
ン
ド
政
府
は
二
〇
年
度
に
も
「
輸
出
米
取
締
」
を
検
討
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
九
年
度
の
収

穫
予
想
は
「
概
シ
テ
好
良
」
で
あ
っ
た
が
米
価
は
「
依
然
ト
シ
テ
高
」
く
、ま
た
「
世
界
的
価
格
」
は
イ
ン
ド
よ
り
「
一
層
高
値
」
で
あ
り
、



一
六
八

制
限
撤
廃
は
ス
ト
ッ
ク
の
海
外
流
出
を
ま
ね
く
た
め
二
〇
年
に
も
輸
出
制
限
の
継
続
を
「
一
決
」
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ビ
ル
マ
米
は
イ
ン
ド
本
土
の
重
要
な
供
給
源
で
あ
り
、
そ
の
輸
出
に
は
「
一
層
厳
重
ナ
ル
取
締
方
法
ノ
励
行
」
を
必
要
と
し
、

イ
ン
ド
需
要
を
充
足
し
た
の
ち
の
「
剰
余
ニ
制
限
」
さ
れ
た
。
米
輸
出
に
は
米
管
理
官
の
許
可
が
必
要
で
あ
り
、
年
四
回
、
三
ヵ
月
ご
と
に

許
可
さ
れ
、
輸
出
米
の
売
買
は
米
管
理
官
に
委
ね
ら
れ
た
。
同
官
は
本
部
を
ラ
ン
グ
ー
ン
に
置
き
、
ほ
か
ア
キ
ャ
ブ
、
モ
ウ
ル
メ
イ
ン
、
バ

セ
イ
ン
の
各
港
で
も
買
付
・
売
却
を
行
い
、
裁
量
に
よ
り
輸
出
最
低
価
格
・
購
入
最
高
価
格
を
定
め
た
。
最
高
価
格
は
ビ
ル
マ
の
消
費
者
を

「
苦
メ
ザ
ル
範
囲
ニ
於
ケ
ル
最
高
価
格
」
で
あ
り
、
生
産
者
に
「
充
分
ナ
ル
収
入
ヲ
与
フ
」
価
格
と
さ
れ
た
。
購
入
額
と
輸
出
額
の
「
差
金
」

は
政
府
の
収
入
と
な
っ
た（

（19
（

。

（
２
）
対
日
割
当
と
日
本
政
府
の
交
渉

　

一
九
一
九
年
一
二
月
末
、
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
か
ら
外
務
省
に
、
対
日
輸
出
割
当
五
万
ト
ン
許
可
の
情
報
を
「
目
下
真
偽
確
メ
中
」
と
の

通
知
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
総
領
事
は
、
ラ
ン
グ
ー
ン
の
米
管
理
官
の
「
所
報
」
に
よ
れ
ば
「
印
度
政
府
ハ
未
ダ
日
本
ニ
対
ス
ル
割
当
ヲ
為
シ

居
ラ
ズ
」
と
も
付
記
し
て
い
る（

（19
（

。
ま
た
、
ラ
ン
グ
ー
ン
発
・
横
浜
正
金
銀
行
入
電
の
情
報
に
も
、
二
〇
年
一
～
三
月
期
に
日
本
ヘ
の
割
当
は

な
く
、
外
務
省
は
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
に
事
実
確
認
を
要
請
し
た（

（19
（

。
そ
れ
に
対
し
、
総
領
事
が
米
管
理
官
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
割

当
は
ジ
ャ
ワ
六
〇
〇
〇
ト
ン
、
香
港
二
五
〇
〇
ト
ン
、
キ
ュ
ー
バ
二
〇
〇
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
へ
は
砂
糖
供
給
の
対
価
と
し
て

ベ
ン
ガ
ル
米
が
割
り
当
て
ら
れ
、
ジ
ャ
ワ
に
つ
い
て
も
同
様
の
条
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
総
領
事
は
、
同
年
の
ビ
ル
マ
米
輸
出
余
力
は

一
五
〇
万
ト
ン
あ
る
が
、
対
日
輸
出
許
可
を
「
渋
リ
居
ル
」
の
は
「
世
界
ニ
於
ケ
ル
食
糧
不
足
」
の
た
め
で
あ
り
、
日
本
も
「
何
等
カ
提
供
」

し
て
「
対
価
ト
シ
テ
米
ヲ
得
ル
ノ
途
ニ
出
ル
方
得
策
」
と
回
答
し
て
い
る（

（19
（

。

　

次
い
で
同
副
領
事
の
調
査
に
よ
り
、
当
年
度
の
イ
ン
ド
輸
出
総
量
は
一
八
〇
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、「
内
密
検
聞
」
の
結
果
、
イ
ン
ド



一
六
九

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

総
督
が
承
認
し
た
米
管
理
官
の
割
当
の
う
ち
に
、
日
本
向
け
が
五
万
ト
ン
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
～
三
月
期
に
は
そ
の
四
分
の
一
の

一
万
二
五
〇
〇
ト
ン
が
許
可
さ
れ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
政
府
は
歳
入
不
足
を
補
塡
す
る
た
め
、
公
定
売
渡
最
高
価
格
は
四
五
八
ル
ピ
ー
で

あ
っ
た
が
、
輸
出
価
格
を
最
高
一
二
〇
〇
ル
ピ
ー
に
改
め
、
さ
ら
に
こ
の
報
告
の
数
日
前
に
は
、
一
六
〇
〇
ル
ピ
ー
に
引
き
上
げ
た
。
こ
の

た
め
輸
出
に
あ
た
る
三
井
物
産
、
日
本
綿
花
は
米
管
理
官
と
交
渉
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
「
商
談
纏
マ
ル
ヘ
ク
モ
ア
ラ
ス
」
と
報
告
さ
れ
た

と
お
り
で
あ
っ
た
。
総
領
事
は
、
ビ
ル
マ
米
が
必
要
な
ら
英
国
政
府
と
交
渉
し
、
イ
ン
ド
政
府
へ
の
訓
令
を
求
め
る
の
が
「
一
策
」
と
付
記

し
て
い
る（

（19
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
対
日
輸
出
許
可
の
実
現
は
な
お
流
動
的
で
あ
っ
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
の
報
告
は
、
今
回
は
「
仮
割
当
」
で
あ
り
、
二

月
早
々
に
第
一
期
の
「
確
定
的
割
当
」
が
あ
る
が
、
諸
外
国
の
ビ
ル
マ
米
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
日
本
に
対
し
て
は
「
恐
ラ
ク
…
…
特
別

割
当
ヲ
為
シ
得
ザ
ル
ベ
シ
」
と
判
断
し
て
い
る
。
海
峡
植
民
地
な
ど
ビ
ル
マ
米
が
「
絶
対
ニ
」
必
要
な
地
域
の
「
切
ナ
ル
」
需
要
を
み
た
し

た
の
ち
、「
出
来
得
ル
限
リ
貴
需
ニ
応
ズ
ル
」
と
い
う
原
則
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（19
（

。

　

カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
は
、
ビ
ル
マ
米
輸
出
許
可
を
求
め
て
イ
ン
ド
総
督
、
イ
ン
ド
食
糧
監
督
官
、
ビ
ル
マ
の
米
管
理
官
ら
と
交
渉
を
続

け
た
。
二
〇
年
一
月
二
七
日
に
は
イ
ン
ド
総
督
と
面
会
し
、
ビ
ル
マ
米
輸
入
は
「
我
国
民
生
活
上
重
大
問
題
」
で
あ
り
、
二
〇
年
に
は
約

五
〇
万
ト
ン
不
足
す
る
た
め
、
総
督
の
「
好
意
ア
ル
講
究
」
を
要
請
す
る
よ
う
外
務
大
臣
の
訓
令
を
受
け
て
い
る
と
伝
え
た
。
総
督
は
、
ビ

ル
マ
米
は
ま
ず
イ
ン
ド
に
優
先
的
に
供
給
さ
れ
、
ま
た
割
当
を
希
望
す
る
な
ら
英
国
政
府
と
の
交
渉
が
「
便
宜
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た

米
管
理
官
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、「
当
期
割
当
ニ
付
テ
ハ
何
等
明
言
ス
ル
地
位
ニ
ア
ラ
ザ
ル
」
と
対
応
さ
れ
、「
切
ニ
貴
官
ノ
考
量
ヲ
希
望
ス

ル
旨
附
言
」
す
る
に
と
ど
ま
っ
た（

（19
（

。
な
お
、
輸
出
制
限
・
禁
止
の
緩
和
は
難
し
か
っ
た
。

　

ま
た
二
〇
年
二
月
に
は
、ラ
ン
グ
ー
ン
渕
領
事
代
理
が
米
管
理
官
と
面
談
し
た
が
、海
峡
植
民
地
、コ
ロ
ン
ボ
（
セ
イ
ロ
ン
）
の
要
求
が
「
甚

ダ
急
」
で
あ
り
、
か
つ
英
本
国
の
二
五
万
ト
ン
の
要
求
に
も
五
万
ト
ン
し
か
配
当
で
き
ず
、
日
本
向
け
第
二
期
割
当
は
「
乍
遺
憾
覚
束
ナ
シ
」



一
七
〇

と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。
ラ
ン
グ
ー
ン
領
事
代
理
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
二
〇
〇
〇
ト
ン
割
り
当
て
ら
れ
た
が
、
ビ
ル
マ
政
府
は
船
腹
欠
乏
に

「
大
々
ニ
困
難
」
し
て
お
り
、
船
腹
の
提
供
も
代
価
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る（

（19
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
、
ラ
ン
グ
ー
ン
の
領
事
た
ち
は
、
輸
出
の
た
め
の
外
米
取
引
方
法
に
つ
い
て
種
々
の
情
報
を
収
集
し
、
ビ
ル

マ
総
督
、
米
管
理
官
ら
と
交
渉
し
た
が
、
二
〇
年
当
初
に
は
具
体
的
な
成
果
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
輸
出
制
限
・
禁
止
の
緩
和

　

交
渉
は
は
か
ば
か
し
く
す
す
ま
な
か
っ
た
が
、ラ
ン
グ
ー
ン
領
事
は
一
九
二
〇
年
四
月
、ア
キ
ャ
ブ
米
七
〇
〇
〇
～
一
万
ト
ン
の
輸
出
が
、

ボ
ン
ベ
イ
港
渡
し
、
五
月
積
取
で
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た（

（19
（

。
ま
た
同
年
一
一
月
に
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
古
米
一
万
ト
ン
の
輸
出
が

許
可
さ
れ
た（

（20
（

。
二
〇
年
秋
に
な
る
と
、
輸
出
制
限
・
禁
止
は
急
速
に
緩
和
さ
れ
て
い
く
。

　

ラ
ン
グ
ー
ン
副
領
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
二
一
年
度
の
イ
ン
ド
米
第
一
回
収
穫
予
想
は
「
大
体
ニ
於
テ
良
好
」
で
あ
っ
た
が
、
な
お
、
雨

量
不
足
な
ど
に
よ
る
「
不
安
」
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
副
領
事
は
、「
需
給
関
係
ノ
大
体
ヨ
リ
観
察
ス
ル
ト
キ
ハ
、
管
理
ヲ
必
要
ト
ス
ル

理
由
漸
次
薄
弱
」
と
判
断
し
な
が
ら
も
、
二
一
年
に
も
ビ
ル
マ
米
管
理
の
継
続
を
予
測
し
て
い
た（

（20
（

。
し
か
し
、
一
一
月
下
旬
に
カ
ル
カ
ッ
タ

総
領
事
か
ら
、
二
〇
年
一
月
以
降
、
イ
ン
ド
に
移
入
さ
れ
た
ビ
ル
マ
米
の
再
輸
出
を
禁
止
す
る
ほ
か
は
、
一
切
の
輸
出
制
限
が
「
撤
回
」
さ

れ
る
と
い
う
情
報
が
外
務
省
に
入
っ
た（

（20
（

。
さ
ら
に
一
二
月
に
入
る
と
、
世
界
的
な
米
価
下
落
に
よ
り
、
ビ
ル
マ
米
輸
出
管
理
の
大
幅
緩
和
が

報
告
さ
れ
た（

（20
（

。
ラ
ン
グ
ー
ン
領
事
代
理
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
政
府
は
、
収
穫
期
を
ひ
か
え
「
更
ニ
相
当
量
ノ
輸
出
可
能
余
剰
」
を
予
想
し
、

ま
た
「
各
地
ノ
豊
作
」
が
伝
え
ら
れ
市
場
は
「
著
シ
ク
鈍
調
ヲ
呈
」
し
た
の
で
あ
る（

（20
（

。

　

さ
ら
に
、
二
一
年
度
の
ビ
ル
マ
米
輸
出
余
力
を
白
米
二
一
〇
万
ト
ン
と
予
想
し
、
イ
ン
ド
へ
平
年
八
五
万
ト
ン
、
最
大
限
度
一
一
〇
万
ト

ン
と
し
て
、
残
余
一
〇
〇
万
ト
ン
が
諸
外
国
へ
輸
出
可
能
と
の
報
告
が
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
か
ら
入
っ
た（

（20
（

。
こ
の
た
め
、
イ
ン
ド
の
輸
出
禁



一
七
一

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

止
令
は
継
続
し
た
が
、
二
〇
年
一
月
以
降
、
ビ
ル
マ
か
ら
の
輸
出
禁
止
は
解
除
さ
れ
、
米
管
理
官
が
許
可
す
れ
ば
輸
出
が
可
能
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
米
価
が
最
高
価
格
一
八
〇
ル
ピ
ー
（
一
〇
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
当
り
）
を
超
え
た
場
合
に
は
、
再
度
輸
出
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た（
（20
（

。
（
４
）
一
九
二
一
年
七
月
の
米
価
騰
貴
と
輸
出
解
禁

　

イ
ン
ド
政
府
は
一
九
二
一
年
七
月
、
再
び
ビ
ル
マ
米
輸
出
許
可
を
停
止
し
た
。
同
月
以
降
、
ビ
ル
マ
米
の
イ
ン
ド
・
諸
外
国
へ
の
輸
移
出

量
は
五
九
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
た
が
、
イ
ン
ド
向
け
移
出
三
〇
万
ト
ン
を
控
除
し
た
輸
出
予
定
量
二
九
万
ト
ン
の
う
ち
、
二
〇
万
ト
ン
に
は

す
で
に
輸
出
が
許
可
さ
れ
て
い
た
。
海
外
輸
出
は
活
発
化
し
、
同
年
一
月
か
ら
は
買
占
め
に
よ
る
米
価
騰
貴
が
す
す
ん
で
い
た
。
七
月
の
米

価
は
前
年
同
月
よ
り
一
四
％
上
昇
し
て
五
八
〇
ル
ピ
ー
と
な
っ
た（

（20
（

。

　

ま
た
、
バ
ン
コ
ク
の
中
谷
領
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
政
府
が
二
〇
年
一
二
月
に
発
表
し
た
ビ
ル
マ
米
収
穫
予
想
は
二
〇
〇
万
ト
ン

で
あ
り
、
う
ち
一
〇
〇
万
ト
ン
は
イ
ン
ド
へ
移
出
、
一
〇
〇
万
ト
ン
は
輸
出
向
け
と
な
っ
た
。
し
か
し
実
収
は
一
九
四
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
に

落
ち
込
ん
だ
た
め
、
外
国
輸
出
は
八
四
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
に
減
じ
ら
れ
た
。
ラ
ン
グ
ー
ン
の
米
管
理
官
に
よ
れ
ば
、
六
月
時
点
の
輸
出
向
け

残
存
量
は
一
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
、
前
年
度
よ
り
の
持
越
を
あ
わ
せ
て
六
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
。
ビ
ル
マ
米
需
要
が
高
ま
っ
て
、
一
月

～
六
月
の
輸
出
許
可
量
は
八
八
万
ト
ン
に
の
ぼ
っ
た
。
さ
ら
に
セ
イ
ロ
ン
か
ら
は
毎
月
三
万
ト
ン
の
緊
急
要
請
が
あ
り
、
ま
た
イ
ン
ド
人
が

多
く
在
留
す
る
海
峡
植
民
地
な
ど
に
輸
出
す
る
「
余
裕
」
も
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
輸
出
は
再
び
禁
止
さ
れ
た
が
、
す
で
に
与
え
た
許

可
は
取
消
さ
ず
、
少
量
の
積
込
も
米
管
理
官
の
裁
量
で
「
臨
機
」
輸
出
が
許
可
さ
れ
た（

（20
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
輸
出
禁
止
が
発
表
さ
れ
る
と
、
数
日
に
し
て
価
格
は
五
五
〇
ル
ピ
ー
に
下
が
り
、
な
お
下
落
の
傾
向
が
続
い
た（

（20
（

。
さ
ら
に
、

渕
ラ
ン
グ
ー
ン
分
館
主
任
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
価
格
は
五
六
二
ル
ピ
ー
に
持
ち
直
し
た
が
市
場
は
「
鈍
調
」
で
あ
り
、
な
お
数
日
は
「
日
和



一
七
二

見
ノ
傾
向
」
に
あ
っ
た（

（21
（

。
続
報
に
よ
れ
ば
、
輸
出
許
可
停
止
は
「
一
時
的
ノ
性
質
」
で
あ
り
、
し
か
も
、
許
可
停
止
の
対
象
は
新
た
な
割
当

五
～
六
万
ト
ン
に
限
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
輸
出
禁
止
措
置
は
米
価
高
騰
に
対
す
る
政
府
の
「
人
気
取
リ
政
策
」
と
も
評
さ
れ
、「
大
勢

上
甚
シ
キ
影
響
ナ
カ
ル
ベ
ク
」
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

間
も
な
く
米
管
理
官
は
、
裁
量
に
よ
り
少
量
の
輸
出
を
許
可
し
た（

（21
（

。
ラ
ン
グ
ー
ン
領
事
は
一
〇
月
、
あ
る
米
管
理
官
は
、
翌
年
も
管
理
を

継
続
す
る
か
は
「
甚
タ
疑
問
」
と
す
る
「
個
人
ノ
意
見
」
を
述
べ
た
と
外
務
省
に
報
告
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
継
続
し
て
も
、
二
二

年
六
月
ま
で
輸
出
許
可
は
「
極
メ
テ
自
由
」
で
あ
り
、
当
時
の
収
穫
予
想
に
よ
れ
ば
、「
実
際
上
何
等
制
限
ヲ
加
フ
ル
必
要
無
キ
カ
如
」
く

と
さ
れ
、
十
分
の
輸
出
余
力
が
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
領
事
は
、
二
二
年
度
の
ビ
ル
マ
米
輸
出
は
「
一
層
自
由
ナ
ル
ヘ

シ
」
と
推
測
し
て
い
る（

（21
（

。
さ
ら
に
、
ビ
ル
マ
政
府
は
二
二
年
一
一
月
二
五
日
か
ら
二
一
年
度
の
残
存
米
一
〇
万
ト
ン
の
輸
出
を
許
可
し（

（21
（

、
ま

た
一
二
月
に
は
、「
米
収
穫
良
好
ノ
事
情
」
に
よ
り
、
イ
ン
ド
政
府
が
ビ
ル
マ
米
輸
出
制
限
を
撤
廃
し
た
と
の
続
報
が
届
い
た（

（21
（

。

　

こ
う
し
て
、
一
八
年
か
ら
断
続
的
に
続
い
た
ビ
ル
マ
米
の
輸
出
制
限
・
禁
止
は
、
二
一
年
末
に
廃
止
さ
れ
た
。
翌
二
二
年
三
月
に
は
、
四

月
以
降
イ
ン
ド
全
般
に
わ
た
る
米
の
輸
出
解
禁
が
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（21
（

。

二　

仏
印
米
輸
出
制
限
の
撤
廃

（
１
）
買
付
の
展
開
と
制
限
撤
廃

　

一
九
一
九
年
九
月
頃
ま
で
、
仏
印
米
の
対
日
輸
出
は
輸
出
制
限
の
も
と
で
も
一
定
量
を
保
持
し
（
図
１
）、
農
商
務
省
は
同
年
半
ば

以
降
も
買
付
を
継
続
し
た
。
農
商
務
省
は
八
月
、
外
務
省
に
対
し
、
輸
出
許
可
は
受
け
て
い
な
い
が
三
井
物
産
に
よ
る
買
付
が
す
で
に

一
万
三
七
四
〇
ト
ン
に
達
し
て
い
る
と
報
告
し
、
速
や
か
な
輸
出
許
可
が
実
現
す
る
よ
う
交
渉
を
依
頼
し
て
い
る（

（21
（

。



一
七
三

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

　

同
年
秋
か
ら
仏
印
米
の
輸
出
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
い
く
。
同
年
一
〇
月
は
じ
め
に
外
務
省
は
、
サ
イ
ゴ
ン
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
の
両
名
誉
領
事

に
、
同
年
の
作
柄
予
想
、
輸
出
解
禁
の
可
能
性
と
時
期
、
お
よ
び
解
禁
不
能
の
場
合
の
特
許
制
度
の
有
無
に
つ
い
て
調
査
す
る
よ
う
指
示
し

た（
（21
（

。
こ
れ
に
対
す
る
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
の
回
電
は
、「
米
作
ハ
将
来
良
好
ノ
見
込
」
と
い
う
も
の
で
、
さ
ら
に
一
二
月
一
日
か
ら
輸
出
は
「
十

分
自
由
タ
ル
ベ
ク
想
像
セ
ラ
ル
」
と
の
付
記
が
あ
り
、
農
商
務
省
へ
も
通
知
さ
れ
た（

（21
（

。
外
務
省
は
、
秋
作
は
良
好
で
「
多
分
十
二
月
中
旬
頃

輸
出
解
禁
」
と
推
測
し
た
の
で
あ
る（

（21
（

。
ま
た
サ
イ
ゴ
ン
名
誉
領
事
の
通
信
員
は
一
二
月
一
五
日
、
同
月
三
〇
日
よ
り
仏
印
の
米
輸
出
が
「
総

テ
ノ
国
ニ
向
ヒ
テ
自
由
」
に
な
る
と
外
務
省
に
知
ら
せ
て
い
る（

（22
（

。
一
九
日
に
は
、
名
誉
領
事
在
サ
イ
ゴ
ン
通
信
員
、
お
よ
び
名
誉
領
事
代
理

者
か
ら
電
報
が
あ
り
、
翌
二
〇
日
か
ら
輸
出
は
「
自
由
」
と
な
っ
た（

（22
（

。

　

た
だ
し
外
国
人
の
買
手
に
は
当
初
、
買
入
金
額
の
三
分
の
一
相
当
を
金
貨
ま
た
は
銀
貨
で
支
払
う
と
い
う
条
件
が
付
さ
れ
、
こ
れ
は
「
適

用
頗
ル
困
難
ナ
ル
モ
ノ
」
と
み
ら
れ
た（

（22
（

。
し
か
し
こ
の
条
件
は
、
一
二
月
三
一
日
の
サ
イ
ゴ
ン
よ
り
の
報
告
に
よ
れ
ば
契
約
総
額
の
五
分
の

一
に
減
じ（

（22
（

、
翌
二
〇
年
一
月
に
は
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
二
〇
年
初
め
に
は
、
仏
印
米
の
輸
出
は
「
全
然
自
由
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（22
（

。

こ
の
よ
う
に
、
サ
イ
ゴ
ン
米
輸
出
の
解
禁
、
制
限
撤
廃
が
す
す
み
、
取
引
は
「
自
由
」
と
な
っ
た
。

（
２
）
ト
ン
キ
ン
米
の
輸
出
制
限
撤
廃

　

ト
ン
キ
ン
米
は
一
九
一
九
年
九
月
か
ら
輸
出
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
一
二
月
に
は
、
翌
年
六
月
ま
で
一
〇
万
ト
ン
を
限
り
輸
出
の
特
許

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（22
（

。
農
商
務
省
は
、
一
九
年
一
一
月
末
か
ら
の
ト
ン
キ
ン
米
輸
出
「
一
部
解
禁
」
の
情
報
を
確
認
で
き
ず（

（22
（

、
香

港
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
照
会
し
て
「
回
示
」
さ
れ
る
よ
う
外
務
省
に
要
請
し
て
い
る（

（22
（

。
外
務
省
が
香
港
総
領
事
に
確
認
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ（

（22
（

、

ハ
イ
フ
ォ
ン
で
は
「
特
許
」
に
よ
り
輸
出
が
許
可
さ
れ
た
と
の
情
報
に
接
し
た
の
で
、
同
地
の
名
誉
領
事
に
そ
の
確
認
を
求
め
て
い
る（

（22
（

。
香

港
総
領
事
の
回
答
は
、
ト
ン
キ
ン
米
「
夏
米
」
約
三
万
ト
ン
の
輸
出
許
可
は
「
事
実
」
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
部
輸
出
が
許
可
さ
れ
た
と



一
七
四

の
報
告
で
あ
る
。
さ
ら
に
秋
米
に
つ
い
て
も
、
な
お
「
解
禁
」
に
は
至
ら
な
い
が
、
香
港
市
場
で
取
引
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
と
報
告
し
、
さ

ら
に
「
一
部
ノ
情
報
ニ
依
レ
バ
秋
米
モ
近
々
輸
出
許
可
ノ
見
込
ア
ル
由
」
と
、
さ
ら
な
る
緩
和
を
予
想
し
て
い
る（

（23
（

。

　

し
か
し
、
ト
ン
キ
ン
米
の
輸
出
制
限
撤
廃
は
、
翌
二
〇
年
半
ば
以
降
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
外
務
省
に
は
、
六
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

産
米
が
輸
出
解
禁
さ
れ（

（23
（

、
ま
た
七
月
に
、
七
～
九
月
に
ト
ン
キ
ン
米
二
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
の
輸
出
が
許
可
さ
れ
た
と
の
報
告
が
入
っ
て
い

る（
（23
（

。
さ
ら
に
同
年
一
一
月
に
は
、ト
ン
キ
ン
産
米
籾
の
輸
出
に「
何
等
制
限
ヲ
置
カ
ザ
ル
旨
」の
仏
印
総
督
令
が
公
布
さ
れ
、輸
出
制
限
の「
撤

廃
」
を
伝
え
る
在
ハ
イ
フ
ォ
ン
中
村
領
事
の
報
告
が
外
務
省
に
も
た
ら
さ
れ
た（

（23
（

。
翌
一
二
月
に
は
、
ア
ン
ナ
ン
産
米
籾
の
輸
出
制
限
も
撤
廃

さ
れ
て
い
る（

（23
（

。
こ
う
し
て
ト
ン
キ
ン
米
の
輸
出
も
一
九
年
末
か
ら
制
限
・
禁
止
が
緩
和
さ
れ
、
二
〇
年
半
ば
に
は
一
定
量
の
輸
出
が
許
可
さ

れ
、
同
年
末
に
は
制
限
撤
廃
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
図
１
に
よ
れ
ば
、
一
九
年
一
〇
月
か
ら
仏
印
米
の
輸
入
は
急
減
し
、
翌
二
〇
年
に
入
り
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

仏
印
政
府
の
輸
出
制
限
は
緩
和
・
撤
廃
さ
れ
た
が
、
日
本
国
内
で
は
一
九
年
産
米
の
収
穫
が
良
好
で
あ
り
、
外
米
需
要
が
大
幅
に
後
退
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
年
の
八
月
～
九
月
の
端
境
期
に
一
時
、
仏
印
か
ら
の
輸
入
が
増
加
し
た
が
、
間
も
な
く
国
内
米

作
の
記
録
的
豊
作
に
よ
り
一
時
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

三　

タ
イ
の
米
管
理

（
１
）
旱
魃
と
米
管
理

　

一
九
一
九
年
一
〇
月
二
九
日
、
在
タ
イ
西
公
使
は
外
務
省
に
、
旱
魃
に
よ
る
「
大
凶
作
」
を
次
の
よ
う
に
知
ら
せ
た
。
米
管
理
官
に
よ
れ

ば
、
輸
出
能
力
は
「
殆
ド
皆
無
」
と
な
っ
た
。



一
七
五

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

　
‌�

当
国
ニ
於
ケ
ル
本
年
度
米
作
柄
ハ
其
後
旱
魃
ノ
為
メ
形
勢
俄
ニ
一
変
シ
、
今
次
「
ア
ユ
チ
ヤ
」
州
ノ
視
察
ヲ
遂
ゲ
テ
帰
レ
ル
米
管
理
官

ガ
八
月
廿
八
日
本
官
ニ
語
ル
処
ニ
拠
レ
バ
、
同
州
ハ
例
年
暹
羅
国
輸
出
米
ノ
半
額
ヲ
寄
与
ス
ル
大
産
地
ナ
ル
ガ
、
本
年
作
付
面
積
ノ

（
不〔

マ
マ
〕明

）
害
ハ
旱
害
ヲ
蒙
リ
近
年
ニ
例
無
キ
大
凶
作
ナ
リ
、
其
他
各
州
何
レ
モ
凶
作
ノ
情
報
ニ
接
シ
居
リ
、
自
分
ノ
意
見
ニ
テ
ハ
本
年

度
ノ
輸
出
能
力
ハ
殆
ド
皆
無
ナ
ル
可
シ（

（23
（

　

米
管
理
官
は
、
収
穫
予
想
籾
一
三
五
万
ト
ン
、
国
内
消
費
一
二
〇
万
ト
ン
、
種
籾
一
五
万
ト
ン
と
「
差
引
キ
余
裕
ナ
キ
」
状
態
で
あ
り
、

「
若
干
ノ
輸
出
ヲ
許
ス
」
こ
と
が
あ
っ
て
も
年
間
一
〇
～
二
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ（

（23
（

、
さ
ら
に
一
一
月
二
七
日
に
は
、「
多

少
」
の
砕
米
輸
出
を
認
め
る
が
、「
各
地
ハ
殆
ン
ド
飢
饉
ノ
状
態
」
で
あ
り
、二
一
年
度
に
入
る
ま
で
「
輸
出
ハ
絶
対
ニ
不
可
能
ナ
リ
」
と
語
っ

た
と
い
う（

（23
（

。

　

こ
の
た
め
、
例
え
ば
三
井
物
産
が
買
い
付
け
、
ま
だ
許
可
が
お
り
て
い
な
か
っ
た
五
二
四
〇
ト
ン
は
、
引
き
続
き
輸
出
で
き
ず
、
う
ち

三
五
〇
〇
ト
ン
は
同
社
に
よ
り
現
地
で
「
随
意
所
分
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
残
り
の
一
七
四
〇
ト
ン
は
な
お
農
商
務
省
が
管
理
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
輸
出
解
禁
の
「
望
少
キ
」
た
め
同
省
は
「
至
急
処
分
シ
度
キ
意
嚮
」
で
あ
っ
た（

（23
（

。

　

こ
う
し
て
米
管
理
局
は
、一
九
年
一
二
月
か
ら
二
〇
年
一
二
月
ま
で
輸
出
禁
止
を
告
示
し
た
。
さ
ら
に
、一
一
月
二
九
日
の
告
示
に
よ
り
、

禁
輸
の
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
た
粉
米
、
砕
米
な
ど
も
禁
輸
と
な
っ
た
と
の
報
が
公
使
か
ら
あ
っ
た
。
一
九
年
末
か
ら
タ
イ
米
も
、
ビ
ル
マ

米
な
ど
に
続
い
て
禁
輸
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（23
（

。

（
２
）
米
管
理
法

　

さ
ら
に
一
九
二
〇
年
三
月
に
は
、米
管
理
法
が
発
布
さ
れ
即
日
施
行
さ
れ
た（

（24
（

。
同
法
は
、輸
出
す
る「
剰
余
ナ
キ
コ
ト
」が「
確
定
的
」に
な
っ

た
た
め
、
国
内
貯
蔵
米
の
分
配
、
不
正
輸
出
の
対
策
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
生
産
者
・
商
人
の
も
と
に
あ
る
総
て



一
七
六

の
米
を
「
貯
蔵
登
録
」
し
、
②
総
て
の
貯
蔵
米
を
監
督
・
検
査
し
、
③
米
所
蔵
最
大
量
を
規
定
し
て
貯
蔵
を
制
限
し
、
④
米
売
買
最
高
・
最

低
価
格
に
よ
り
米
価
の
調
節
を
は
か
り
、
⑤
食
糧
用
・
種
子
用
・
保
存
用
米
貯
蔵
の
た
め
一
定
の
土
地
を
保
留
し
、
⑥
「
一
般
公
衆
」
へ
の

売
却
・
配
給
の
た
め
買
付
米
の
徴
発
を
命
じ
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
四
月
に
は
籾
・
白
米
最
高
価
格
を
公
定
し
、
各
地
方
の
公
定
価

格
で
米
の
売
却
を
強
制
し
、
移
動
を
禁
止
し
、
次
の
収
穫
期
ま
で
生
産
者
・
消
費
者
・
米
商
人
の
保
存
最
大
量
を
定
め
た
。
ま
た
「
供
給
自

衛
」
の
た
め
、
国
境
地
方
の
米
移
動
を
管
理
す
る
規
則
を
定
め
た
。
こ
れ
ら
は
二
〇
年
の
収
穫
期
ま
で
継
続
さ
れ
た（

（24
（

。

　

し
か
し
二
〇
年
一
二
月
、
タ
イ
政
府
は
翌
年
六
月
ま
で
の
輸
出
量
を
四
〇
万
ト
ン
と
し
て
バ
ン
コ
ク
か
ら
の
輸
出
許
可
を
告
示
し（

（24
（

、
二
一

年
一
月
に
は
米
管
理
に
関
す
る
諸
規
程
を
す
べ
て
撤
廃
し
た（

（24
（

。
こ
こ
に
約
一
年
ぶ
り
に
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
の
輸
出
が
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ

た
（
図
３
）。
二
一
年
一
月
、ビ
ル
マ
と
仏
印
の
豊
作
、外
国
の
需
要
に
対
す
る
タ
イ
国
内
の
ス
ト
ッ
ク
量
か
ら
、政
府
の
監
督
が
不
要
に
な
っ

た
こ
と
は
「
明
瞭
」
と
な
り
、
米
穀
管
理
は
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（24
（

。
米
管
理
制
度
の
も
と
で
米
価
は
低
落
し
安
定
し
て
い
た
（
図
２
）。

輸
出
制
限
は
継
続
さ
れ
た
が
、
一
九
年
九
月
に
は
日
本
の
タ
イ
米
輸
入
量
は
急
減
し
、
さ
ら
に
二
〇
年
に
入
り
微
量
に
な
っ
た
（
図
１
）。

輸
出
禁
止
、
米
管
理
は
な
お
継
続
し
て
い
た
が
、
日
本
の
外
米
需
要
も
急
速
に
縮
小
し
た
の
で
あ
る
。

四　

香
港
に
お
け
る
日
本
の
需
要
後
退

　

一
九
二
〇
年
に
お
け
る
香
港
経
由
の
対
日
再
輸
出
を
み
よ
う（

（24
（

。
日
本
国
内
の
豊
作
に
よ
る
外
米
需
要
の
低
迷
は
、
香
港
に
お
け
る
取
引
を

後
退
さ
せ
た
。
香
港
総
領
事
は
二
〇
年
五
月
、
米
価
の
暴
落
、
諸
外
国
の
「
註
文
皆
無
」
を
伝
え
、「
香
港
米
市
場
ノ
危
機
」
を
報
告
し
て

い
る（

（24
（

。
同
年
六
月
に
は
、
マ
ニ
ラ
の
輸
入
業
者
が
外
米
産
地
で
の
買
付
を
活
発
化
し
た
た
め
入
港
が
減
少
し
た
が
、
七
月
以
降
は
サ
イ
ゴ
ン

米
・
タ
イ
米
の
マ
ニ
ラ
向
け
輸
出
が
活
発
に
な
っ
た
。
ま
た
、
サ
イ
ゴ
ン
砕
米
は
広
東
・
厦
門
・
澳
門
、
ト
ン
キ
ン
米
は
上
海
、
ラ
ン
グ
ー



一
七
七

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

ン
糯
米
は
華
南
方
面
へ
輸
出
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
対
日
輸
出
は
そ
の
後
も
不
振
が
続
き
、
七
～
八
月
の
「
本
邦
市
況
」
は
「
愈
々
悪
化
」
し
た
。
一
一
月
に
は
日
本
の
輸
入
米
関

税
が
免
除
さ
れ
一
時
対
日
輸
出
が
増
加
し
た
が
、
秋
に
は
記
録
的
豊
作
予
想
に
よ
り
定
期
市
場
は
暴
落
し
た
。
ま
た
「
見
越
買
」
に
よ
る
在

荷
が
「
夥
多
」
と
な
っ
て
同
月
以
降
は
注
文
が
な
く
な
り
、
僅
か
に
少
量
の
砕
米
輸
出
の
み
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
香
港
に
お
け
る
対
日

輸
出
も
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
香
港
総
領
事
代
理
大
森
元
一
郎
は
、
国
内
産
米
の
供
給
増
加
に
加
え
て
、
二
〇
年
恐
慌
に
よ
る

「
経
済
的
危
機
及
金
融
逼
迫
」
の
影
響
を
外
務
省
に
報
告
し
て
い
る（

（24
（

。

　

こ
う
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
米
需
給
は
逼
迫
か
ら
緩
和
に
向
か
い
、
香
港
に
は
滞
貨
も
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
一
年
四
月
、
香
港
総
領

事
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　

‌�

一
千
九
百
二
十
年
に
於
て
は
世
界
各
地
共
に
米
の
不
足
に
苦
し
み
た
る
が
、
昨
年
印
度
に
於
て
適
当
の
季
節
風
あ
り
稲
作
頗
る
良
好
に

し
て
、
目
下
在
米
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
噸
に
達
し
、
…
…
其
他
日
本
、
朝
鮮
、
暹
羅
及
西
貢
等
皆
豊
作
に
し
て
、
…
…
昨
年
一
月
に
於

て
世
界
市
場
に
送
り
出
し
得
べ
き
東
洋
米
は
一
、八
五
〇
、〇
〇
〇
噸
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
、
本
年
一
月
に
は
其
額
三
、〇
五
〇
、〇
〇
〇
噸

の
多
き
に
達
せ
り
、
…
…
緬
甸
米
一
〇
〇
、〇
〇
〇
噸
以
上
の
滞
貨
あ
る
を
以
て
一
ヶ
年
以
前
の
如
く
買
気
旺
盛
な
ら
ず
し
て
、
東
洋

市
場
は
米
の
供
給
過
多
の
現
象
を
示
し
昨
年
の
如
き
米
不
足
の
虞
な
し（

（24
（

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
当
地
在
米
過
剰
ノ
現
象
」
に
つ
い
て
は
、「
永
続
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
の
見
方
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

将
来
、
ト
ン
キ
ン
米
・
サ
イ
ゴ
ン
米
供
給
の
限
界
、
日
本
の
食
糧
不
足
に
よ
る
「
多
量
ノ
註
文
」
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
米
国
や
欧
州
向
け
輸

出
の
「
前
途
ハ
頗
ル
好
望
」
で
あ
る
た
め
、香
港
米
市
場
は
再
び
「
前
日
ノ
活
況
ヲ
呈
シ
価
格
ハ
騰
貴
ス
ヘ
」
き
と
す
る
期
待
や
警
戒
も
あ
っ

た
の
で
あ
る（

（24
（

。



一
七
八

お
わ
り
に

　

一
九
一
七
～
一
八
年
の
二
年
連
続
の
不
作
は
、
不
足
補
塡
の
最
終
的
な
手
段
で
あ
る
外
米
の
需
要
を
急
増
さ
せ
た
。
し
か
し
、
一
八
～

一
九
年
の
外
米
輸
入
は
円
滑
に
す
す
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
輸
送
船
の
徴
発
な
ど
戦
時
固
有
の
事
情
に
よ
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
水
害
・

旱
魃
に
よ
る
凶
作
な
ど
自
然
条
件
に
も
起
因
し
て
い
た
。
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
外
米
輸
入
は
恒
常
化
し
、
豊
作
で
な
い
限
り
輸
入
米
へ
の

依
存
が
本
格
化
し
た
。
し
か
し
、
円
滑
か
つ
確
実
な
輸
入
は
、
一
〇
年
代
末
に
な
る
と
動
揺
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、
主
要
な
外
米
供
給
地
は
英
領
ビ
ル
マ
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
、
タ
イ
な
ど
複
数
あ
り
、
ま
た
中
継
港
香
港
な
ど
を
経
由
し
た
輸
入

も
あ
っ
た
。
一
八
年
一
〇
月
か
ら
イ
ン
ド
の
輸
出
禁
止
措
置
に
よ
り
ビ
ル
マ
米
の
供
給
が
途
絶
し
、
続
い
て
翌
一
九
年
六
月
に
は
タ
イ
米
の

輸
出
が
禁
止
さ
れ
た
。
し
か
し
仏
印
に
お
い
て
は
、
一
八
年
一
二
月
に
米
の
輸
出
を
禁
じ
る
植
民
省
令
が
公
布
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
対
日

輸
出
が
許
可
さ
れ
輸
出
が
継
続
し
た
。
ま
た
仏
印
米
や
タ
イ
米
は
香
港
に
も
輸
出
さ
れ
た
が
、
香
港
か
ら
の
再
輸
出
に
は
制
約
が
な
く
対
日

再
輸
出
が
活
発
に
展
開
し
た
。
仏
印
米
生
産
に
は
大
き
な
落
ち
込
み
は
な
く
、
対
日
輸
出
も
一
八
年
前
半
か
ら
一
九
年
秋
に
か
け
て
、
種
々

の
条
件
が
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
順
調
に
展
開
し
た
。
ま
た
一
九
年
末
の
サ
イ
ゴ
ン
米
輸
出
の
急
減
は
、
日
本
国
内
の
豊
作
に

よ
り
、
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
凶
作
な
ど
に
よ
る
ビ
ル
マ
米
、
タ
イ
米
供
給
の
制
約
を
仏
印
米
が
補
う
形
で
、
こ
の
時
期
の

日
本
へ
の
外
米
供
給
は
維
持
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

産
地
や
英
仏
本
国
に
駐
在
す
る
外
交
官
は
、
こ
の
間
、
外
米
の
円
滑
か
つ
確
実
な
輸
入
の
実
現
の
た
め
、
産
地
の
作
柄
や
需
要
、
市
場
の

動
向
、
現
地
・
本
国
政
府
の
貿
易
政
策
な
ど
に
つ
い
て
、
現
地
で
調
査
・
収
集
し
た
多
様
な
情
報
を
日
本
本
国
に
伝
え
、
ま
た
外
務
省
の
指

示
に
し
た
が
っ
て
輸
出
制
限
の
緩
和
や
禁
止
の
解
除
を
求
め
て
交
渉
に
あ
た
っ
た
。
外
務
省
の
指
示
に
対
す
る
意
見
や
助
言
な
ど
も
頻
繁
で



一
七
九

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

あ
り
、外
米
輸
入
の
実
現
に
有
効
な
方
策
を
模
索
し
た
。
同
時
期
の『
通
商
公
報
』に
は
、各
地
の
外
交
官
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
外

務
省
記
録
」
に
綴
ら
れ
た
、
日
々
作
成
さ
れ
た
諸
書
類
か
ら
は
、
報
告
書
作
成
に
い
た
る
、
試
行
錯
誤
を
含
め
た
外
交
官
の
多
様
な
活
動
が

明
ら
か
に
な
る
。

　

二
〇
年
に
な
る
と
産
地
の
輸
出
制
限
・
禁
止
は
緩
和
さ
れ
撤
廃
に
向
か
う
。
ビ
ル
マ
米
輸
出
の
制
限
は
、
二
〇
年
半
ば
に
は
緩
和
し
は
じ

め
、
ま
た
仏
印
米
に
つ
い
て
も
、
二
〇
年
一
月
に
は
サ
イ
ゴ
ン
米
、
同
年
末
に
は
ト
ン
キ
ン
米
の
輸
出
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
。
タ
イ
で
は
米

管
理
が
続
い
た
が
、
や
は
り
二
〇
年
末
に
は
輸
出
が
再
開
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
産
地
側
の
輸
出
制
限
は
緩
和
し
た
が
、
日
本
本
国
で
は

一
九
年
秋
の
豊
作
が
確
定
す
る
に
し
た
が
い
、
外
米
需
要
は
減
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
制
限
は
緩
和
・
撤
廃
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

需
要
減
退
に
よ
り
輸
入
は
急
速
に
縮
小
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
八
～
一
九
年
の
需
給
逼
迫
は
、
日
本
に
限
ら
れ
た
現
象
で
は
な
か
っ
た
。
同
時
期
に
、
日
本
で
は
二
年
続
き
の
不
作
、
イ
ン
ド
で
は

一
八
年
の
凶
作
、タ
イ
で
も
一
七
年
の
不
作
が
重
な
り
、各
地
で
不
足
が
生
じ
て
産
地
に
は
需
要
が
殺
到
し
、米
価
が
急
騰
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
各
産
地
に
お
い
て
は
、
外
米
の
供
給
条
件
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
産
地
側
の
政
府
は
輸
出
制
限
・
禁
止
、
価
格
公
定
な
ど
の
措
置

に
よ
り
需
給
逼
迫
、
価
格
高
騰
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
。
ビ
ル
マ
は
そ
れ
ら
が
徹
底
し
て
米
価
の
上
昇
は
抑
制
さ
れ
た
が
、
禁
輸
直
前
の
タ

イ
米
、
一
部
輸
出
許
可
さ
れ
た
仏
印
米
の
価
格
は
高
騰
し
た
。
こ
の
た
め
、
輸
入
依
存
度
が
高
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
米
価
が
騰
貴
し
、
バ

ン
コ
ク
に
お
い
て
タ
イ
米
輸
入
を
安
価
に
実
現
す
る
た
め
の
交
渉
が
繰
り
返
さ
れ
た（

（25
（

。

　

日
本
政
府
は
比
較
的
潤
沢
な
資
金
に
よ
っ
て
輸
入
を
す
す
め
、
農
商
務
省
の
指
示
を
う
け
た
指
定
商
が
積
極
的
な
買
付
を
展
開
し
た
が
、

積
出
し
が
制
限
・
禁
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
許
可
さ
れ
れ
ば
、
仕
入
価
格
が
あ
る
程
度
高
騰
し
て
も
買
付
を
す
す
め
て
対
日
輸

出
を
実
現
し
た
。
一
九
年
に
は
仏
印
米
の
輸
出
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
が
（
表
３
）、
対
日
輸
出
は
前
年
よ
り
減
少
し
な
が
ら
も
香
港
に
次

ぐ
位
置
と
な
り
、
相
当
量
の
輸
入
に
成
功
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
香
港
経
由
の
仏
印
米
再
輸
出
も
大
量
に
あ
っ
た
。
輸
出
許
可
相
当
分
が
加



一
八
〇

算
さ
れ
仕
入
価
格
が
高
騰
し
て
も
、
逆
鞘
を
補
償
さ
れ
た
指
定
商
は
積
極
的
に
買
い
付
け
た
の
で
あ
る
（
図
２
）。

　

す
な
わ
ち
、「
農
商
務
省
〔
の
予
備
費
支
出
〕
が
陸
海
軍
両
省
を
抜
き
、
爾
余
の
各
省
と
は
全
く
比
較
に
な
ら
ざ
る
程
の
莫
大
な
る
経
費

を
支
出
せ
る
は
全
く
破
天
荒
の
事
実
に
し
て
、
其
主
要
原
因
が
外
米
の
買
附
け
に
売
出
供
給
に
存
す
る
は
い
ふ
迄
も
な
き
所（

（25
（

」
と
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
、
外
米
の
購
入
に
は
巨
額
の
買
付
資
金
が
投
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
外
米
産
地
の
米
価
高
に
よ
り
、「
政
府
損
失
に
帰
す
る
差
額
負

担
は
莫
大
の
額
に
達
」
し
た
が
、
農
商
務
省
は
、「
数
量
の
不
足
を
調
節
す
る
為
に
は
如
何
な
る
犠
牲
を
も
払
ふ
必
要
あ
り
、
外
米
価
格
の

高
低
の
如
き
は
論
ず
る
の
限
り
に
あ
ら
ず（

（25
（

」
と
、
損
失
を
度
外
視
し
て
、
供
給
量
の
増
加
を
最
優
先
し
た
。
ま
た
、
原
首
相
も
一
九
年
一
〇

月
、「
政
府
の
買
入
た
る
外
米
は
百
二
、三
十
万
石
〔
一
八
万
ト
ン
〕
に
し
て
値
は
日
本
に
於
け
る
売
値
の
倍
以
上
の
も
の
も
之
あ
り（

（25
（

」、
な

ど
と
述
べ
て
お
り
、一
九
年
秋
に
は
高
価
格
で
外
米
買
付
を
す
す
め
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
高
官
の
対
日
批
判
は
、

こ
の
よ
う
な
日
本
の
タ
イ
米
・
仏
印
米
買
収
に
接
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
一
九
年
に
、
香
港
の
米
輸
入
が
急
減
す
る
一

方
で
拡
大
し
た
対
日
再
輸
出
は
、
同
年
半
ば
か
ら
の
香
港
の
米
需
給
逼
迫
、
米
価
高
騰
を
促
し
た
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
原
は
一
九
年
一
〇
月
、「
第
一
の
〔
外
米
〕
産
地
た
る
蘭
貢
は
輸
出
を
禁
止
し
暹
羅
も
同
様
他
は
制
限
と
言
ふ
有
様
に
て
、
金

あ
る
も
容
易
に
米
は
得
ら
れ
ず（

（25
（

」
と
も
述
べ
て
い
る
。
売
値
の
「
倍
以
上
」
の
逆
鞘
で
外
米
を
買
い
付
け
た
も
の
の
、「
金
」
さ
え
あ
れ
ば

買
い
付
け
て
輸
入
で
き
る
と
い
う
補
償
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
年
一
〇
月
は
、
豊
作
の
収
穫
予
報
が
ほ
ぼ
確
定
す
る
時
期
で
あ
り
、

原
の
憂
慮
は
間
も
な
く
杞
憂
に
終
わ
る
が
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
外
米
輸
入
を
め
ぐ
る
産
地
側
の
諸
事
情
は
、
輸
入
国
に
は
予
測
が
困
難

で
あ
っ
た
。
最
終
的
な
不
足
補
塡
を
外
米
に
依
存
す
る
限
り
、
こ
の
不
確
実
性
は
克
服
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
が
現
実
の
も
の
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

注〔
凡
例
〕
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
「
外
務
省
記
録
」
に
つ
い
て
は
、
判
明

す
る
範
囲
で
、
引
用
資
料
の
、
①
タ
イ
ト
ル
、
②
書
類
番
号
、
③
作
成

年
月
日
、
④
差
出
→
受
取
、
を
記
し
（
④
は
記
載
の
マ
マ
記
し
た
）。
当
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八
一

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

該
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
一
件
書
類
に
番
号
を
付
し
［　

］
で
括
っ

た
（
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
各
件
名
の
分

割
番
号
も
付
記
し
た
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
一
件
書
類
の
件
名
タ
イ
ト
ル
を
表

８
に
示
し
た
。
な
お
同
表
に
は
、
分
割
番
号
、
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
、

お
よ
び
各
一
件
書
類
を
所
収
す
る
簿
冊
の
タ
イ
ト
ル
、
番
号
を
併
記
し

た
。

（
1
）	

以
下
、
大
豆
生
田
稔
『
近
代
日
本
の
食
糧
政
策
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
九
三
年
、
第
三
章
に
よ
る
。

（
2
）	

一
九
二
〇
年
に
農
商
務
省
が
調
査
結
果
を
刊
行
し
た
『
外
米
ニ
関
ス
ル

調
査
』
は
、
産
地
に
お
け
る
凶
作
と
輸
出
禁
止
・
制
限
、
米
生
産
と
取

引
の
管
理
、
米
価
の
騰
貴
、
輸
送
条
件
の
変
化
な
ど
を
概
観
し
て
い
る
。

ま
た
、
前
掲
、
大
豆
生
田
『
近
代
日
本
の
食
糧
政
策
』
の
記
述
（
一
五
八

～
一
五
九
頁
）
も
本
資
料
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
。

（
3
）	

さ
し
あ
た
り
、
角
山
栄
編
著
『
日
本
領
事
報
告
の
研
究
』
同
文
館
、

一
九
八
六
年
。

（
4
）	

米
穀
年
度
（
前
年
一
一
月
～
当
年
一
〇
月
）。

（
5
）	「
日
本
内
地
ニ
於
ケ
ル
米
生
産
額
」
一
九
一
八
年
一
月
［
４
］-
１
。

（
6
）	

前
掲
、
大
豆
生
田
『
近
代
日
本
の
食
糧
政
策
』
一
七
一
頁
。

（
7
）	「
蘭
貢
米
輸
入
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
一
八
年
一
月
二
一
日
、
本
野
大
臣
→

在
本
邦
英
国
大
使
［
４
］-

１
。

（
8
）	

農
商
務
省『
外
米
ニ
関
ス
ル
調
査
』一
九
二
〇
年
、一
三
一
～
一
三
二
頁
、

台
湾
銀
行
調
査
課
『
米
ニ
関
ス
ル
調
査
』
一
九
二
二
年
、
三
三
頁
。

（
9
）	

前
掲
『
外
米
ニ
関
ス
ル
調
査
』
一
六
七
～
一
七
〇
頁
。

（
10
）	

同
前
、
三
二
～
三
三
頁
。

（
11
）	

前
掲
『
米
ニ
関
ス
ル
調
査
』
四
頁
。

（
12
）	

前
掲
『
外
米
ニ
関
ス
ル
調
査
』
三
～
四
頁
。

（
13
）	

同
前
、
二
九
頁
。

（
14
）	

台
湾
総
督
府
官
房
調
査
課
『
西
貢
米
の
調
査
（
南
支
那
及
南
洋
調
査
第

九
十
八
号
）』
一
九
二
五
年
、
二
〇
頁
。

（
15
）	

前
掲
『
外
米
ニ
関
ス
ル
調
査
』
三
八
～
四
〇
頁
。

（
16
）	「
米
穀
及
家
畜
輸
出
禁
止
ニ
関
ス
ル
件
」
公
第
八
二
号
訳
文
、
一
九
一
四

年
八
月
一
三
日
、
在
サ
イ
ゴ
ン
名
誉
領
事
ヱ
・
サ
リ
ネ
ー
ジ
→
外
務
次

官
松
井
慶
四
郎
［
１
］。

（
17
）	

報
送
第
一
二
七
二
号
、
一
九
一
四
年
一
二
月
二
日
［
１
］。

（
18
）	

第
六
七
号
、一
九
一
九
年
三
月
一
日
、松
井
大
使
→
内
田
外
務
大
臣［
１
］。

（
19
）	

前
掲
『
外
米
ニ
関
ス
ル
調
査
』
八
四
頁
。

（
20
）	「
盤
谷
海
運
界
ト
本
邦
船
舶
」
領
信
第
一
一
号
、
別
紙
、
一
九
一
七
年
二

月
一
三
日
、在
盤
谷
領
事
高
橋
清
一
→
外
務
大
臣
子
爵
本
野
一
郎
［
３
］。

（
21
）	

農
第
一
一
一
八
〇
号
、
一
九
一
七
年
一
二
月
一
七
日
、
農
商
務
次
官
上

山
満
之
進
→
外
務
次
官
幣
原
喜
重
郎
［
４
］-

１
。

（
22
）	

第
二
号
、
一
九
一
八
年
一
月
一
三
日
、
鮭
延
総
領
事
→
本
野
外
務
大
臣

［
５
］。

（
23
）	「
英
領
印
度
米
穀
輸
出
ニ
関
ス
ル
件
」
公
信
第
一
八
号
、
一
九
一
八
年

二
月
二
日
、
在
カ
ル
カ
ツ
タ
総
領
事
鮭
延
信
道
→
外
務
大
臣
法
学
博
士

子
爵
本
野
一
郎
［
５
］、
外
務
省
通
商
局
『
通
商
公
報
』
第
五
〇
八
号
、

一
九
一
八
年
四
月
一
一
日
、
一
三
五
頁
。
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表 8　「外務省記録」の件名・簿冊タイトル

件名タイトル 年 月 リファレンス
コード 分割 簿冊タイトル 簿冊番号

［1］
「仏領印度支那ヨリ
蘭領印度支那ヘ米穀
輸出禁止ニ関スル件
　大正四年十月」

1915 10 B11100446700

『欧州戦争ノ経済貿易ニ及ホス影
響報告雑件／仏国輸出禁制品ニ
関スル件／仏領印度支那』

B-3-4-2-50_17_1

［2］

1「仏領印度支那ヨリ
米輸出方ニ関スル件
　大正四年十一月」
　

1915 11

B11100446900 分割 １
2 B11100447000 分割 ２
3 B11100447100 分割 ３
4 B11100447200 分割 ４

［3］
「盤谷海運界ト本邦
船舶ニ関スル報告書
送付ノ件　大正六年
三月」

1917 3 B11092693300 『航運業ニ関スル報告　第五巻』 B-3-6-4-21_006

［4］
1「蘭貢米輸入交渉ニ

関スル件　大正六年
十二月」　

1917 12
B11100365200 分割 １ 『欧州戦争ノ経済貿易ニ及ホス影

響報告雑件／英国輸出禁制品ニ
関スル件　第十五巻』

B-3-4-2-50_13_015
2 B11100365300 分割 ２

［5］
「緬甸米輸出禁止ニ
関スル件　大正七年
一月」

1918 1 B11100407500
『欧州戦争ノ経済貿易ニ及ホス影
響報告雑件／英国輸出禁制品ニ
関スル件／印度（「カルカッタ」、
孟買、「コロンボ」）　第四巻』

B-3-4-2-50_13_5_004

［6］

「 湯 浅 商 店 傭 船
T o b o l s k 並 ニ
Indighirka解放交渉
方ニ関スル件　大正
七年四月」

1918 4 B11092470300 『船舶雇傭関係雑件　第一ノ二
巻』 B-3-6-3-48_002

［7］
1「本邦向米輸出方ニ

関スル件　大正七年
十一月」

1918 11
B11100384700 分割 １ 『欧州戦争ノ経済貿易ニ及ホス影

響報告雑件／英国輸出禁制品ニ
関スル件／香港　第二巻』

B-3-4-2-50_13_1_002
2 B11100384800 分割 ２

［8］
1「日本向暹米輸出方

ノ件　大正七年十二
月」

1918 12
B11100252300 分割 １

『欧州戦争ノ経済貿易ニ及ホス影
響報告雑件／独、支、蘭、丁、亜、
暹、智、墨、西、玖馬、巴奈馬、
白、波斯、南阿、羅、輸出入禁
制品ニ関スル件　第三巻』

B-3-4-2-50_7_003
2 B11100252400 分割 ２

［9］
1「印度米本邦輸入方

ニ関スル件　大正七
年十二月」　

1918 12
B11100408800 分割 １ 『欧州戦争ノ経済貿易ニ及ホス影

響報告雑件／英国輸出禁制品ニ
関スル件／印度（「カルカッタ」、
孟買、「コロンボ」）　第五巻』

B-3-4-2-50_13_5_0052 B11100408900 分割 ２
3 B11100409000 分割 ３

［10］
「大和丸積込西貢米
本邦ヘ輸出方ノ件　
大正七年十二月」

1918 12 B11100447300
『欧州戦争ノ経済貿易ニ及ホス影
響報告雑件／仏国輸出禁制品ニ
関スル件／仏領印度支那』

B-3-4-2-50_17_1

［11］
印度政府ノ食料品管
理計画ニ関スル件　
大正七年十二月

1918 12 B11100503900
『欧州戦争ノ経済貿易ニ及ホス影
響報告雑件／中立国及交戦国ノ
戦時経済政策調査　第十四巻』

B-3-4-2-50-18_014

［12］
1「暹羅米輸出方ニ関

スル件　大正八年八
月」

1919 8
B11100257700 分割 １

『欧州戦争ノ経済貿易ニ及ホス影
響報告雑件／独、支、蘭、丁、亜、
暹、智、墨、西、玖馬、巴奈馬、
白、波斯、南阿、羅、輸出入禁
制品ニ関スル件　第四巻』

B-3-4-2-50_7_004
2 B11100257800 分割 ２

［13］
「香港穀物条例（Rice 
Ordinance）ニ関ス
ル 件　 大 正 八 年 九
月」

1919 9 B11100523700
『欧州戦争ノ経済貿易ニ及ホス影
響報告雑件／中立国及交戦国ノ
戦時経済政策調査　第十八巻』

B-3-4-2-50-18_018

［14］
「緬甸米輸出ニ関ス
ル 件　 大 正 九 年 三
月」

1920 3 B11100406900
『欧州戦争ノ経済貿易ニ及ホス影
響報告雑件／英国輸出禁制品ニ
関スル件／印度（「カルカッタ」、
孟買、「コロンボ」）　第三巻』

B-3-4-2-50_13_5_003

［15］1
「海外各地米相場報
告　香港　盤谷　海
防　蘭貢及西貢等」

B11091434300 分割 １ 『各国米穀諸状況調査雑件　第一
巻』 B-3-5-2-221_001

注：‌�簿冊番号は、外務省外交史料館所蔵「外務省記録」の簿冊番号。リファレンスコード、分割は、国立公文書館ア
ジア歴史資料センターによる。
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米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

（
24
）	
前
掲
『
外
米
ニ
関
ス
ル
調
査
』
二
一
三
頁
。

（
25
）	
米
第
八
四
二
号
、
一
九
一
九
年
一
一
月
八
日
、
農
商
務
大
臣
山
本
達
雄

→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
９
］-

１
。

（
26
）	

米
第
三
九
一
号
、
一
九
一
八
年
七
月
四
日
、
農
商
務
次
官
上
山
満
之
進

→
外
務
次
官
幣
原
喜
重
郎
［
４
］-

１
。

（
27
）	

通
送
第
二
二
九
号
、
一
九
一
八
年
七
月
六
日
、
後
藤
大
臣
→
在
本
邦
英

国
大
使
［
４
］-
１
。

（
28
）	『
東
京
朝
日
新
聞
』（
以
下
、『
東
朝
』と
略
す
）一
九
一
八
年
二
月
一
七
日
、

朝
刊
、四
頁
、お
よ
び
、『
東
朝
』
一
九
一
八
年
五
月
一
〇
日
、朝
刊
、三
頁
。

（
29
）	

前
掲
、
通
送
第
二
二
九
号
、
お
よ
び
、
前
掲
、
米
管
第
八
四
二
号
。

（
30
）	

米
第
四
〇
〇
号
、
一
九
一
八
年
七
月
八
日
、
農
商
務
大
臣
仲
小
路
廉
→

外
務
大
臣
男
爵
後
藤
新
平
［
４
］-

１
、
第
三
七
六
号
（
第
三
四
号
）、

一
九
一
八
年
七
月
九
日
、
後
藤
大
臣
→
在
英
珍
田
大
使
（
在
シ
ム
ラ
鮭

延
領
事
）［
４
］-

１
。

（
31
）	「
印
度
米
輸
出
禁
止
方
ニ
関
ス
ル
件
」
通
機
密
送
第
一
一
四
号
、

一
九
一
八
年
七
月
八
日
、
後
藤
大
臣
→
在
本
邦
英
国
大
使
［
４
］-

１
。

（
32
）	

第
四
一
号
、
一
九
一
八
年
七
月
一
六
日
、
鮭
延
総
領
事
→
後
藤
外
務
大

臣
［
４
］-

１
。

（
33
）	

第
四
五
号
、
一
九
一
八
年
八
月
三
日
、
鮭
延
総
領
事
→
後
藤
外
務
大
臣

［
４
］-

１
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
、
外
務
省
に
入
る
外
米
輸
入
に
関
す

る
諸
情
報
は
、
農
商
務
省
に
も
転
送
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
の
鮭
延

総
領
事
の
電
報
の
写
は
、
八
月
六
日
に
農
商
務
大
臣
宛
て
に
送
付
さ
れ

た
（「
蘭
貢
米
輸
出
特
許
停
止
ノ
件
」
機
密
送
第
一
七
九
号
、
一
九
一
八

年
八
月
六
日
、
外
務
大
臣
→
農
商
務
大
臣
［
４
］-

１
）。

（
34
）（
35
）	米
管
第
七
七
四
号
、
一
九
一
八
年
七
月
二
九
日
、
別
紙
、
農
商
務

省
臨
時
外
米
管
理
部
長
片
山
義
勝
→
外
務
省
通
商
局
長
［
４
］-

１
。

（
36
）	

前
掲
、
米
第
八
四
二
号
。

（
37
）	

第
四
五
六
号
（
第
三
六
号
）、
一
九
一
八
年
八
月
一
四
日
、
大
臣
→
在
英

珍
田
大
使
（
在
シ
ム
ラ
鮭
延
総
領
事
）［
４
］-

１
。

（
38
）	「
印
度
米
ノ
日
本
向
輸
出
特
許
ニ
関
ス
ル
件
」
通
送
第
二
六
四
号
、

一
九
一
八
年
八
月
一
六
日
、
大
臣
→
在
本
邦
英
国
大
使
［
４
］-

１
。

（
39
）	「
蘭
貢
米
積
出
ニ
関
ス
ル
件
」
通
送
第
一
二
六
一
号
、
一
九
一
八
年
九
月

二
〇
日
、
埴
原
局
長
→
農
商
務
省
岡
商
工
局
長
［
４
］-

１
。

（
40
）	

一
九
一
八
年
四
月
二
二
日
、
木
島
領
事
→
後
藤
外
務
大
臣
［
２
］-

１
。

（
41
）	

第
六
七
号
、
一
九
一
九
年
三
月
一
日
、
松
井
大
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
２
］-

２
。

（
42
）	〔
書
簡
〕
一
九
一
八
年
八
月
二
八
日
、
指
定
商
加
藤
周
三
郎
→
農
商
務
省

臨
時
米
穀
管
理
部
長
［
２
］-

１
。

（
43
）	

米
管
第
一
二
一
八
号
、
一
九
一
八
年
九
月
二
日
、
農
商
務
省
臨
時
米
穀

管
理
部
長
片
山
義
勝
→
外
務
省
通
商
局
長
植
原
正
直
［
２
］-

１

（
44
）	

第
三
九
号
、
一
九
一
八
年
九
月
三
日
、
後
藤
大
臣
→
在
新
嘉
坡
山
崎
領

事
［
２
］-

１
、
お
よ
び
〔
無
題
〕
一
九
一
八
年
九
月
三
日
、
幣
原
次
官

→
在
西
貢
名
誉
領
事
［
２
］-

１
。

（
45
）	『
通
商
公
報
』
第
五
一
六
号
、
一
九
一
八
年
五
月
九
日
、
四
九
三
頁
。

（
46
）	「
電
信
案
（
平
）」
一
九
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
、
内
田
大
臣
→
在
海
防

名
誉
領
事
［
２
］-

１
。



一
八
四

（
47
）	

第
一
七
五
号
、
一
九
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
、
内
田
大
臣
→
在
仏
松
井

大
使
［
２
］-

１
。

（
48
）	「
訳
文
」
一
九
一
八
年
一
二
月
一
一
日
、
在
海
防
名
誉
領
事
ル
ネ
・
サ
ン

→
［
２
］-

１
。
ま
た
、
一
〇
月
収
穫
米
の
う
ち
一
〇
万
ト
ン
が
輸
出
可

能
で
あ
り
、「
正
確
ニ
大
取
引
」
で
き
る
の
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
の
ジ
ュ
ラ
ン
・

ド
レ
ヴ
ァ
ー
ル
商
会
で
あ
る
と
付
記
し
て
い
る
。

（
49
）	

第
六
四
一
号
、
一
九
一
八
年
一
二
月
一
二
日
、
松
井
大
使
→
内
田
外
務

大
臣
［
２
］-

１
。

（
50
）	「
電
信
案
（
平
）」
一
九
一
八
年
一
二
月
二
三
日
、
内
田
大
臣
→
在
海
防

在
西
貢
名
誉
領
事
［
２
］-

１
。

（
51
）	「
大
和
丸
積
込
西
貢
米
本
邦
輸
出
方
ノ
件
」
通
送
第
八
二
号
、
一
九
一
八

年
一
二
月
二
三
日
、
内
田
大
臣
→
在
本
邦
仏
国
臨
時
代
理
大
使
［
10
］。

（
52
）	「
大
和
丸
積
込
西
貢
米
本
邦
輸
出
方
ノ
件
」
一
九
一
九
年
一
月
一
三
日
、

内
田
大
臣
→
在
本
邦
仏
国
大
使
［
10
］。

（
53
）（
54
）	第
一
二
号
、
一
九
一
八
年
四
月
六
日
、
本
野
大
臣
→
在
香
港
鈴
木

総
領
事
［
６
］、
お
よ
び
、〔
メ
モ
〕（
合
名
会
社
湯
浅
商
店
東
京
支
店
宍

道
鉄
郎
名
刺
）、
同
上
付
属
。

（
55
）	

第
四
一
号
、
一
九
一
八
年
四
月
一
〇
日
、
鈴
木
総
領
事
→
本
野
外
務
大

臣
［
６
］、
第
四
二
号
、
一
九
一
八
年
四
月
一
一
日
、
鈴
木
総
領
事
→
本

野
外
務
大
臣
［
６
］。

（
56
）	「
湯
浅
傭
船
ニ
関
シ
当
地
政
庁
ト
ノ
交
渉
経
過
報
告
ノ
件
」
機
密
第
五

号
、
一
九
一
八
年
四
月
一
三
日
、
在
香
港
総
領
事
館
総
領
事
鈴
木
栄
作

→
外
務
大
臣
法
学
博
士
子
爵
本
野
一
郎
［
６
］。

（
57
）	「
本
邦
人
ノ
傭
船
ニ
係
ル
露
国
義
勇
艦
隊
ノ
英
国
政
府
ニ
徴
発
セ
ラ
レ
タ

ル
事
情
ニ
関
ス
ル
件
」
船
第
五
九
〇
号
、
一
九
一
八
年
五
月
八
日
、
逓

信
大
臣
男
爵
田
健
治
郎
→
外
務
大
臣
男
爵
後
藤
新
平
［
６
］。

（
58
）	

第
二
三
九
号
、
一
九
一
八
年
五
月
九
日
、
後
藤
大
臣
→
在
英
珍
田
大
使

［
６
］。

（
59
）	

第
四
六
二
号
、
一
九
一
八
年
六
月
二
三
日
、
珍
田
大
使
→
後
藤
外
務
大

臣
［
６
］。

（
60
）	

第
一
二
号
、
一
九
一
八
年
四
月
六
日
、
本
野
大
臣
→
在
香
港
鈴
木
総
領

事
［
６
］。

（
61
）	「
一
九
一
九
年
ヨ
リ
一
九
二
一
年
ニ
至
ル
暹
羅
国
米
管
理
」

（「
千
九
百
十
九
年
ヨ
リ
千
九
百
二
十
一
年
ニ
至
ル
暹
国
米
管
理
ニ
付
報

告
ノ
件
」
通
公
第
五
九
号
、
一
九
二
一
年
七
月
一
九
日
、
在
暹
特
命
全

権
公
使
政
尾
藤
吉
→
外
務
大
臣
伯
爵
内
田
康
哉
［
12
］-

２
）。
タ
イ

商
務
省
商
業
奨
励
委
員
会
が
作
成
し
た
報
告
書
『
千
九
百
十
九
年
ヨ
リ

千
九
百
二
十
一
年
ニ
至
ル
暹
国
米
管
理
』（
タ
イ
文
、
英
文
）
を
政
尾
公

使
が
「
訳
報
」
し
た
も
の
。

（
62
）	

表
４
の
年
度
は
当
年
四
月
～
翌
年
三
月
の
一
年
間
と
推
測
で
き
る
。
日

本
の
タ
イ
米
輸
入
は
一
九
年
は
じ
め
に
急
増
す
る
が
（
図
１
）、
表
４
で

は
そ
の
多
く
は
一
八
年
度
に
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
63
）	「
盤
谷
海
運
界
ト
本
邦
船
舶
」（「
盤
谷
海
運
界
ト
本
邦
船
舶
ニ
関
ス
ル
報

告
ノ
件
」
領
信
第
一
一
号
、
一
九
一
七
年
二
月
一
三
日
、
在
盤
谷
領
事

高
橋
清
一
→
外
務
大
臣
子
爵
本
野
一
郎
［
３
］）。

（
64
）	

タ
イ
米
に
つ
い
て
、
一
九
一
八
年
に
は
日
本
の
輸
入
量
を
タ
イ
の
輸
出



一
八
五

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

量
が
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
香
港
経
由
が
少
な
く
、
ま
た
貿
易
統

計
の
年
度
の
始
期
・
終
期
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
65
）	『
通
商
公
報
』
臨
時
増
刊
第
六
号
、
香
港
貿
易
年
報
、
八
二
六
頁
。

（
66
）	

外
務
省
通
商
局
『
香
港
事
情
』
啓
成
社
、
一
九
一
七
年
、
二
三
七
頁
。

（
67
）	『
東
朝
』
一
九
一
八
年
一
〇
月
九
日
、
朝
刊
、
三
頁
。

（
68
）	

第
六
五
九
号
、
一
九
一
八
年
一
一
月
二
九
日
、
大
臣
→
在
英
珍
田
大
使

［
９
］-

１
。

（
69
）	『
東
朝
』
一
九
一
八
年
一
二
月
二
一
日
、
朝
刊
、
四
頁
。
一
九
一
八
年
末

に
ほ
ぼ
途
絶
す
る
ビ
ル
マ
米
の
輸
入
に
つ
い
て
も
、「
蘭
貢
米
の
解
禁
は

非
常
に
有
望
」
と
み
ら
れ
て
い
た
（『
東
朝
』
一
九
一
九
年
二
月
二
八
日
、

朝
刊
、
四
頁
）。

（
70
）	

以
下
、
前
掲
、
大
豆
生
田
『
近
代
日
本
の
食
糧
政
策
』
第
三
章
。

（
71
）	『
東
朝
』
一
九
一
九
年
五
月
一
七
日
、
朝
刊
、
四
頁
。

（
72
）	『
東
朝
』
一
九
一
九
年
六
月
四
日
、
朝
刊
、
二
頁
。
立
憲
政
友
会
政
務
調

査
会
長
三
土
忠
造
の
談
。

（
73
）	

一
九
一
八
年
、
勅
令
第
九
二
号
第
一
条
第
一
号
。

（
74
）	

第
六
一
号
、
一
九
一
八
年
一
〇
月
一
四
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務

大
臣
［
４
］-

１
。

（
75
）（
76
）	「
印
度
政
府
ノ
食
料
品
管
理
計
画
ニ
関
ス
ル
件
」
公
信
第
一
二
六

号
、
一
九
一
八
年
一
〇
月
一
五
日
、
在
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
鮭
延
信
道

→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
11
］。

（
77
）（
78
）	米
第
八
四
二
号
、
一
九
一
八
年
一
一
月
一
八
日
、
農
商
務
大
臣
山

本
達
雄
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
９
］-

１
。

（
79
）	

前
掲
、
米
第
四
〇
〇
号
。
日
系
商
社
に
よ
る
米
国
、
キ
ュ
ー
バ
へ
の

輸
出
が
活
発
化
し
た
。
三
井
物
産
に
よ
る
南
米
・
キ
ュ
ー
バ
へ
の

外
米
輸
出
に
つ
い
て
は
、
三
井
文
庫
監
修
『
三
井
物
産
支
店
長
会

議
議
事
録
』（
以
下
、『
支
店
長
会
議
』
と
略
す
）
12
、
一
九
一
八 

︿
大
正
七
﹀
年
（
丸
善
、
二
〇
〇
四
年
）
一
九
九
～
二
〇
一
頁
。

（
80
）	

鈴
木
商
店
は
指
定
商
と
し
て
対
日
輸
出
に
従
事
し
た
が
、
独
自
に
米
国

に
も
輸
出
し
て
い
た
。

（
81
）	「
御
願
」
一
九
一
八
年
一
一
月
二
六
日
接
［
４
］-

２
。

（
82
）	

第
六
五
六
号
、
一
九
一
八
年
一
一
月
二
七
日
、
内
田
大
臣
→
在
英
珍
田

大
使
［
４
］-

２
。

（
83
）	

第
一
〇
九
二
号
、
一
九
一
八
年
一
二
月
六
日
、
珍
田
大
使
→
内
田
外
務

大
臣
［
４
］-

２
。

（
84
）	〔
英
文
電
報
〕（「
蘭
貢
米
輸
出
許
可
取
消
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
一
八
年

一
二
月
九
日
、
合
名
会
社
鈴
木
商
店
支
配
人
西
川
文
蔵
→
外
務
省
通
商

局
長
事
務
取
扱
松
田
道
一
［
４
］-

２
。

（
85
）	

第
二
号
、
一
九
一
九
年
一
月
二
七
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
９
］-

１
。

（
86
）	

第
五
号
の
二
（
第
五
号
、
一
九
一
九
年
二
月
六
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内

田
外
務
大
臣
［
９
］-

２
）。

（
87
）	
第
五
四
号
、
一
九
一
九
年
一
月
三
一
日
、
永
井
代
理
大
使
（
ロ
ン
ド
ン
）

→
内
田
外
務
大
臣
［
９
］-

１
。

（
88
）	D
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一
八
六

-

２
。

（
89
）	
第
九
号
、
一
九
一
九
年
二
月
二
四
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
９
］-

２
。

（
90
）	

第
四
号
、
一
九
一
九
年
一
月
三
〇
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
９
］-
１
。

（
91
）	「
電
信
案
（
暗
）」
第
一
号
、
一
九
一
九
年
二
月
一
日
、
内
田
大
臣
→
在

カ
ル
カ
ッ
タ
鮭
延
領
事
［
９
］-

２
。

（
92
）	

第
五
号
、
一
九
一
九
年
二
月
六
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
９
］-

２
。

（
93
）	

第
七
二
号
別
電
、
一
九
一
八
年
一
二
月
一
九
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田

外
務
大
臣
［
９
］-

１
。

（
94
）	

前
掲
、
第
五
号
。

（
95
）	「
電
信
案
（
暗
）」
第
三
号
、
一
九
一
九
年
三
月
八
日
、
内
田
大
臣
→
在

カ
ル
カ
ッ
タ
鮭
延
総
領
事
［
９
］-

２
。

（
96
）	「
電
信
案
（
暗
）」
第
一
六
号
、
一
九
一
九
年
一
月
九
日
、
内
田
大
臣
→

在
英
珍
田
大
使
［
９
］-

１
。

（
97
）	「
電
信
案
（
暗
）」
第
二
〇
号
、
一
九
一
九
年
七
月
七
日
、
内
田
大
臣
→

在
カ
ル
カ
ッ
タ
（
シ
ム
ラ
）
鮭
延
総
領
事
［
９
］-

２
。

（
98
）	「
蘭
貢
米
事
情
」（
前
掲
「
電
信
案
（
暗
）」
第
二
〇
号
、付
属
［
９
］-

２
）。

（
99
）	

第
六
一
号
、
一
九
一
九
年
八
月
八
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
９
］-

２
。

（
100
）	

前
掲
『
支
店
長
会
議
』
13
、
一
三
七
頁
。

（
101
）	

前
掲
「
一
九
一
九
年
ヨ
リ
一
九
二
一
年
ニ
至
ル
暹
羅
国
米
管
理
」。

（
102
）	

前
掲
『
支
店
長
会
議
』
13
、
一
三
七
頁
。

（
103
）	『
通
商
公
報
』
第
六
一
四
号
、
一
九
一
九
年
四
月
二
八
日
、
三
四
二
頁
。

（
104
）（
105
）	前
掲
「
一
九
一
九
年
ヨ
リ
一
九
二
一
年
ニ
至
ル
暹
羅
国
米
管
理
」。

（
106
）	

第
二
号
、
一
九
一
九
年
一
月
一
七
日
、
西
公
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
８
］-

１
。

（
107
）	「
電
信
案
（
暗
）」
第
一
号
、
一
九
一
九
年
一
月
一
八
日
、
内
田
大
臣
→

在
暹
西
公
使
［
８
］-

１
。

（
108
）	「
暹
羅
米
輸
出
禁
止
ノ
噂
ニ
関
ス
ル
件
」
通
機
密
送
第
二
九
号
、

一
九
一
九
年
一
月
二
四
日
、
田
中
通
商
局
長
→
農
商
務
省
道
家
米
穀
管

理
部
長
［
８
］-

１
。

（
109
）	「
暹
羅
米
輸
出
禁
止
制
限
沙
汰
止
ニ
関
ス
ル
件
」
通
機
密
公
第
二
号
、

一
九
一
九
年
一
月
二
七
日
、
在
暹
特
命
全
権
公
使
西
源
四
郎
→
外
務
大

臣
子
爵
内
田
康
哉
［
８
］-

１
。

（
110
）	「
鈴
木
商
店
買
付
暹
米
輸
出
ノ
件
」
通
送
第
二
〇
五
号
、
一
九
一
九
年
二

月
一
七
日
、田
中
通
商
局
長
→
農
商
務
省
道
家
米
穀
管
理
部
長［
８
］-

１
。

（
111
）	

前
掲
「
暹
羅
米
輸
出
禁
止
制
限
沙
汰
止
ニ
関
ス
ル
件
」。

（
112
）	「
暹
米
価
格
調
節
ニ
関
シ
海
峡
殖
民
地
糧
食
管
理
官
当
国
政
府
ヘ
交
渉
ノ

顚
末
報
告
ノ
件
」
通
公
第
一
〇
号
、
一
九
一
九
年
一
月
三
一
日
、
在
暹

特
命
全
権
公
使
西
源
四
郎
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
８
］-

１
。

（
113
）	

前
掲
『
支
店
長
会
議
』
13
、
一
三
八
頁
。

（
114
）	
前
掲
「
暹
米
価
格
調
節
ニ
関
シ
海
峡
殖
民
地
糧
食
管
理
官
当
国
政
府
ヘ

交
渉
ノ
顚
末
報
告
ノ
件
」。

（
115
）〜（
117
）「
英
領
馬
来
糧
米
供
給
問
題
及
暹
米
輸
出
能
力
ニ
関
シ
海
峡
殖
民



一
八
七

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

地
書
記
官
長
ノ
演
説
要
領
報
告
ノ
件
」
通
公
第
二
九
号
、
一
九
一
九
年

四
月
二
二
日
、
在
暹
特
命
全
権
公
使
西
源
四
郎
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田

康
哉
［
８
］-

１
。

（
118
）	

前
掲
「
暹
米
価
格
調
節
ニ
関
シ
海
峡
殖
民
地
糧
食
管
理
官
当
国
政
府
ヘ

交
渉
ノ
顚
末
報
告
ノ
件
」。

（
119
）	

前
掲
「
一
九
一
九
年
ヨ
リ
一
九
二
一
年
ニ
至
ル
暹
羅
国
米
管
理
」。

（
120
）	

前
掲
『
支
店
長
会
議
』
13
、
一
三
八
～
一
三
九
頁
。

（
121
）	

第
五
二
号
、
一
九
一
九
年
六
月
一
四
日
、
西
公
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
８
］-

２
。

（
122
）	

米
管
第
二
三
六
号
、
一
九
一
九
年
六
月
一
七
日
、
農
商
務
省
臨
時
米
穀

管
理
部
長
道
家
斉
→
外
務
省
通
商
局
長
田
中
都
吉
［
８
］-

２
。

（
123
）	「
電
信
案
（
暗
）」
第
二
二
号
、
一
九
一
九
年
六
月
一
八
日
、
内
田
大
臣

→
在
暹
羅
西
公
使
［
８
］-

２
。

（
124
）	「
別
電
」
第
五
八
号
、
一
九
一
九
年
六
月
二
二
日
、
西
公
使
→
内
田
外
務

大
臣
［
８
］-

２
。

（
125
）	〔
無
題
〕一
九
一
九
年
六
月
二
二
日
、西
公
使
→
内
田
外
務
大
臣［
８
］-

２
。

（
126
）	

第
六
五
号
、
一
九
一
九
年
七
月
四
日
、
西
公
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
８
］-

２
。

（
127
）	

第
六
七
号
、
一
九
一
九
年
七
月
八
日
、
西
公
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
８
］-

２
。

（
128
）	

第
六
九
号
、
一
九
一
九
年
七
月
九
日
、
西
公
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
８
］-

２
。

（
129
）	

米
管
第
三
二
四
号
、
一
九
一
九
年
七
月
一
二
日
、
農
商
務
大
臣
山
本
達

雄
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
８
］-

２
。

（
130
）	

第
七
〇
号
、
一
九
一
九
年
七
月
一
三
日
、
西
公
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
８
］-

２
。

（
131
）	

第
二
八
号
、
一
九
一
九
年
七
月
二
二
日
、
内
田
大
臣
→
在
暹
西
公
使

［
８
］-

２
。

（
132
）	

第
七
八
号
訂
正
、
一
九
一
九
年
七
月
三
一
日
、
西
公
使
→
内
田
大
臣

［
12
］-

１
。

（
133
）	

秘
機
密
第
一
〇
号
、
一
九
一
九
年
八
月
二
日
、
農
商
務
大
臣
山
本
達
雄

→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
12
］-

１
。

（
134
）	

第
三
〇
号
、一
九
一
九
年
八
月
四
日
、大
臣
→
在
暹
西
公
使
［
12
］-

１
。

（
135
）	

第
八
七
号
、
一
九
一
九
年
八
月
二
一
日
、
西
公
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
12
］-

１
。

（
136
）	

第
九
一
号
、
一
九
一
九
年
八
月
三
一
日
、
西
公
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
12
］-

１
、「
米
輸
出
禁
止
令
ノ
効
力
ヲ
引
続
キ
本
季
収
穫
ニ
及
ホ
ス

旨
米
管
理
会
議
告
示
送
付
ノ
件
」
通
公
第
五
一
号
、
一
九
一
九
年
九
月

一
日
、
在
暹
特
命
全
権
公
使
西
源
四
郎
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉

［
12
］-

１
。

（
137
）	「
暹
米
日
本
輸
出
ノ
件
ニ
関
ス
ル
当
国
外
務
省
ト
ノ
往
復
写
ノ
件
」
通
公

第
五
三
号
・
送
第
一
二
七
八
号
、
一
九
一
九
年
九
月
五
日
、
在
暹
特
命

全
権
公
使
西
源
四
郎
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
12
］-

１
。

（
138
）	
第
一
〇
九
号
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
六
日
、
西
公
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
12
］-
１
。

（
139
）	

第
六
七
号
、
一
九
一
九
年
三
月
一
日
、
松
井
大
使
→
内
田
外
務
大
臣



一
八
八

［
２
］-

２
。

（
140
）	「
外
米
輸
入
問
題
」
一
九
一
九
年
一
二
月
一
八
日
［
２
］-

３
。

（
141
）	
前
掲
、
第
六
七
号
、
一
九
一
九
年
三
月
一
日
。

（
142
）	

第
六
四
号
、
一
九
一
八
年
九
月
七
日
、
山
崎
領
事
（
新
嘉
坡
）
→
後
藤

外
務
大
臣
［
２
］-

１
。

（
143
）	

米
第
一
八
八
号
、
一
九
一
九
年
三
月
一
〇
日
、
農
商
務
省
臨
時
米
穀
管

理
部
長
道
家
斉
→
外
務
省
通
商
局
長
田
中
都
吉
［
２
］-

２
。

（
144
）	

第
八
二
号
、
一
九
一
九
年
三
月
一
三
日
、
松
井
大
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
２
］-

２
。

（
145
）	

第
一
〇
〇
号
、
一
九
一
九
年
三
月
二
七
日
、
松
井
大
使
→
内
田
外
務
大

臣
［
２
］-

２
、「
仏
領
印
度
支
那
米
本
邦
向
輸
出
方
ニ
関
ス
ル
件
」
機

密
通
送
第
九
〇
号
、
一
九
一
九
年
三
月
三
一
日
、
通
商
局
長
→
農
商
務

省
道
家
米
穀
管
理
部
長
［
２
］-

２
。

（
146
）	

米
管
第
二
〇
一
号
、
一
九
一
九
年
五
月
二
八
日
、
農
商
務
省
臨
時
米
穀

管
理
部
長
道
家
斉
→
外
務
省
通
商
局
長
田
中
都
吉
［
２
］-
２
。

（
147
）	

第
二
三
九
号
、
一
九
一
九
年
五
月
二
九
日
、
内
田
大
臣
→
松
井
大
使

［
２
］-

２
。

（
148
）	

前
掲
、
第
一
九
三
号
。

（
149
）	

第
三
一
二
号
、
一
九
一
九
年
七
月
一
七
日
、
内
田
大
臣
→
在
仏
松
井
大

使
［
２
］-

２
。

（
150
）	

第
二
〇
三
号
、
一
九
一
九
年
七
月
二
二
日
、
松
井
大
使
→
内
田
外
務
大

臣
［
２
］-

２
。

（
151
）（
152
）	第
二
三
一
号
、
一
九
一
九
年
八
月
二
八
日
、
松
井
大
使
→
内
田
外

務
大
臣
［
２
］-

３
。

（
153
）	

前
掲
「
外
米
輸
入
問
題
」。

（
154
）	

第
二
三
五
号
、
一
九
一
九
年
九
月
一
日
、
松
井
大
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
２
］-

３
。

（
155
）	

第
二
三
七
号
、
一
九
一
九
年
九
月
二
日
、
松
井
大
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
２
］-

３
。

（
156
）	「
鉱
石
及
穀
物
輸
出
ニ
関
ス
ル
印
度
支
那
総
督
ト
ノ
交
渉
ニ
関
ス
ル
件
」

一
九
一
九
年
九
月
三
日
、
三
井
物
産
株
式
会
社
総
務
課
長
→
外
務
省
通

商
局
長
田
中
都
吉
［
２
］-

３
。

（
157
）	

第
二
三
八
号
、
一
九
一
九
年
九
月
四
日
、
松
井
大
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
２
］-

３
。

（
158
）	

米
管
第
五
五
二
号
、
一
九
一
九
年
九
月
一
五
日
、
農
商
務
省
臨
時
米
穀

管
理
部
長
道
家
斉
→
外
務
省
通
商
局
長
田
中
都
吉
［
２
］-

３
。

（
159
）	

秘
機
密
第
一
一
号
、
一
九
一
九
年
九
月
六
日
、
農
商
務
次
官
犬
塚
勝
太

郎
→
外
務
次
官
幣
原
喜
重
郎
［
２
］-

３
。

（
160
）	「
西
貢
米
輸
出
問
題
ニ
関
ス
ル
件
」
公
信
第
二
二
〇
号
、
一
九
一
九
年

七
月
二
八
日
、
在
香
港
総
領
事
鈴
木
栄
作
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉

［
２
］-

２
。

（
161
）（
162
）	前
掲
『
外
米
ニ
関
ス
ル
調
査
』
八
三
頁
。

（
163
）	

前
掲
『
支
店
長
会
議
』
13
、
一
三
九
～
一
四
〇
頁
。
一
九
一
九
年
九
月

開
催
、
新
嘉
坡
支
店
長
の
「
香
港
報
告
」
に
よ
る
。

（
164
）	
米
管
第
三
二
四
号
、
一
九
一
九
年
七
月
一
二
日
、
農
商
務
大
臣
山
本
達

雄
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
７
］-

１
。



一
八
九

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

（
165
）	T

H
E

 H
O

N
G

K
O

N
G

 D
A

IL
Y

 P
R

E
SS, January 30th 1920, 

［
７
］-

２
。

（
166
）	
前
掲
『
支
店
長
会
議
』
13
、
一
四
〇
～
一
四
一
頁
。

（
167
）	

第
二
五
号
、
一
九
一
九
年
七
月
三
日
、
内
田
大
臣
→
在
香
港
鈴
木
総
領

事
［
７
］-
１
。

（
168
）	

第
七
四
号
、
一
九
一
九
年
七
月
四
日
、
鈴
木
総
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
７
］-

１
。

（
169
）	

第
七
七
号
、
一
九
一
九
年
七
月
一
〇
日
、
鈴
木
総
領
事
→
内
田
外
務
大

臣
［
７
］-

１
。

（
170
）	

第
八
一
号
、
一
九
一
九
年
七
月
一
六
日
、
鈴
木
総
領
事
→
内
田
外
務
大

臣
［
７
］-

１
。

（
171
）	

第
八
二
号
、
一
九
一
九
年
七
月
一
八
日
、
鈴
木
総
領
事
→
内
田
外
務
大

臣
［
７
］-

１
。

（
172
）	「
米
価
騰
貴
ノ
香
港
ニ
及
セ
ル
影
響
ニ
関
ス
ル
件
」
公
信
第
二
二
一
号
、

一
九
一
九
年
七
月
三
一
日
、
在
香
港
総
領
事
鈴
木
栄
作
→
外
務
大
臣
子

爵
内
田
康
哉
［
７
］-

２
。

（
173
）	

第
八
八
号
、
一
九
一
九
年
七
月
二
八
日
、
鈴
木
総
領
事
→
内
田
外
務
大

臣
［
７
］-

１
、前
掲
「
米
価
騰
貴
ノ
香
港
ニ
及
セ
ル
影
響
ニ
関
ス
ル
件
」。

（
174
）	

前
掲
「
米
価
騰
貴
ノ
香
港
ニ
及
セ
ル
影
響
ニ
関
ス
ル
件
」。
な
お
、
こ
の

条
項
は
、
①
香
港
の
米
穀
需
給
を
管
理
す
る
官
吏
を
新
設
す
る
、
②
公

定
価
格
は
な
お
高
い
が
「
一
層
低
廉
」
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
③
七

月
二
六
～
二
七
日
の
暴
動
は
米
価
の
騰
貴
と
両
日
の
雨
天
に
よ
る
も
の

で
あ
る
（「
荷
役
夫
又
ハ
石
炭
苦
力
等
ガ
其
職
ヲ
得
難
キ
」
た
め
）、
④

米
価
高
騰
に
応
じ
て
特
別
手
当
を
支
給
す
る
大
工
場
が
多
い
が
「
一
般

雇
主
」
も
同
様
に
措
置
す
る
よ
う
希
望
す
る
、
と
い
う
四
項
目
と
と
も

に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
175
）	

第
八
九
号
、
一
九
一
九
年
七
月
二
九
日
、
鈴
木
総
領
事
→
内
田
外
務
大

臣
［
７
］-

１

（
176
）〜（
178
）
前
掲
「
米
価
騰
貴
ノ
香
港
ニ
及
セ
ル
影
響
ニ
関
ス
ル
件
」。

（
179
）	

米
管
第
四
一
八
号
、
一
九
一
九
年
八
月
二
日
、
農
商
務
省
臨
時
米
穀
管

理
部
長
道
家
斉
→
外
務
省
通
商
局
長
田
中
都
吉
［
７
］-

１
。

（
180
）	

第
二
九
号
、一
九
一
九
年
八
月
四
日
、大
臣
→
鈴
木
総
領
事
［
７
］-

１
。

（
181
）	「
本
邦
向
米
積
出
許
可
ニ
関
シ
香
港
政
庁
ニ
交
渉
方
ノ
件
」
通
一
機
密
送

第
一
八
号
、
一
九
一
九
年
八
月
四
日
、
田
中
通
商
局
長
→
道
家
米
穀
管

理
部
長
［
７
］-

１
。

（
182
）	

第
九
四
号
、
一
九
一
九
年
八
月
六
日
、
鈴
木
総
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
７
］-

１
。

（
183
）	

第
二
八
号
、
一
九
一
九
年
八
月
三
一
日
、
内
田
大
臣
→
在
香
港
鈴
木
総

領
事
［
７
］-

１
。

（
184
）（
185
）	「
香
港
穀
物
条
例
（Rice O

rdinance

）
ニ
関
ス
ル
件
」
公
信
第

二
五
二
号
、
一
九
一
九
年
九
月
二
日
、
在
香
港
総
領
事
鈴
木
栄
作
→
外
務

大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
13
］。『
通
商
公
報
』
に
は
「
香
港
米
穀
管
理
条
例
」

と
あ
る
（
同
、
第
六
八
一
号
、
一
九
一
九
年
一
二
月
八
日
、
七
八
八
頁
）。

（
186
）	『
東
朝
』
一
九
一
九
年
九
月
二
二
日
、
朝
刊
、
三
頁
、
お
よ
び
、『
東
朝
』

一
九
一
九
年
一
一
月
一
三
日
、
朝
刊
、
四
頁
。

（
187
）	

第
八
五
号
、
一
九
一
九
年
八
月
一
〇
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務
大



一
九
〇

臣
［
９
］-

２
。『
通
商
公
報
』
第
六
八
六
号
、
一
九
一
九
年
一
二
月

二
五
日
に
よ
れ
ば
、
天
候
は
「
概
し
て
良
好
」
で
作
柄
も
ア
ッ
サ
ム
州

を
除
き
「
良
好
」（
一
〇
一
六
頁
）、ビ
ル
マ
州
も
「
作
柄
は
良
好
の
見
込
」

で
あ
っ
た
（
一
〇
二
一
頁
）。

（
188
）	「
印
度
米
輸
出
制
限
ニ
関
ス
ル
件
」
公
第
四
二
八
号
、
一
九
一
九
年

一
二
月
二
五
日
、
在
孟
買
領
事
桑
島
主
計
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉

［
９
］-

３
。

（
189
）	

同
前
、
お
よ
び
第
一
〇
二
号
、
一
九
一
九
年
一
二
月
二
五
日
、
鮭
延
総

領
事
→
内
田
外
務
大
臣
［
９
］-
２
。

（
190
）（
191
）	「
印
度
及
緬
甸
ニ
於
ケ
ル
米
穀
取
締
」（「
千
九
百
廿
年
度
印
度
輸
出

米
取
締
方
針
ニ
関
ス
ル
件
」
通
一
送
第
二
五
〇
号
、
一
九
二
〇
年
一
月

一
二
日
、
在
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
鮭
延
信
道
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康

哉
［
９
］-

３
）、『
通
商
公
報
』
第
七
〇
八
号
、一
九
二
〇
年
三
月
一
五
日
、

九
五
〇
頁
。
管
理
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
ビ
ル
マ
の
米
穀
商
の
反
対
が

あ
っ
た
。
緬
甸
米
商
協
会
主
催
の
大
会
は
管
理
反
対
の
決
議
を
採
択
し

（
同
、第
七
二
一
号
、一
九
二
〇
年
四
月
二
六
日
、三
三
二
～
三
三
三
頁
）、

ま
た
一
一
月
に
は
請
願
書
を
提
出
し
た
（
同
、
第
八
〇
〇
号
、
一
九
二
一

年
一
月
二
四
日
）。

（
192
）	

第
一
〇
三
号
、
一
九
一
九
年
一
二
月
二
八
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外

務
大
臣
［
９
］-

２
。

（
193
）	「
電
信
案
（
暗
）」
第
二
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
一
三
日
、
内
田
大
臣
→

在
カ
ル
カ
ッ
タ
鮭
延
総
領
事
［
９
］-

２
。

（
194
）	

第
七
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
二
〇
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
９
］-

２
。

（
195
）	

第
八
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
二
三
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
９
］-

２
。

（
196
）	

第
一
〇
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
二
五
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務
大

臣
［
９
］-

２
。

（
197
）	

第
一
三
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
二
九
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務
大

臣
［
９
］-

３
。

（
198
）	

第
九
号
、
一
九
二
〇
年
二
月
二
八
日
、
渕
領
事
代
理
→
内
田
外
務
大
臣

［
９
］-

３
。

（
199
）	

第
二
一
号
、
一
九
二
〇
年
四
月
二
二
日
、
渕
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
９
］-

３
。

（
200
）	「
古
米
輸
出
許
可
ニ
関
ス
ル
件
」
公
信
二
三
二
号
、
一
九
二
〇
年
一
一
月

九
日
、
在
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
鮭
延
信
道
→
外
務
大
臣
伯
爵
内
田
康
哉

［
９
］-

３
。

（
201
）	「
緬
甸
米
管
理
撤
廃
ニ
関
ス
ル
米
商
協
会
ノ
請
願
ニ
関
ス
ル
件
」

一
九
二
〇
年
一
一
月
九
日
、
在
蘭
貢
副
領
事
渕
時
智
→
外
務
大
臣
子
爵

内
田
康
哉
［
14
］

（
202
）	「
緬
甸
米
印
度
輸
出
制
限
撤
回
ニ
関
ス
ル
件
」
公
信
第
二
四
六
号
、

一
九
二
〇
年
一
一
月
二
二
日
、
在
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
鮭
延
信
道
→
外

務
大
臣
伯
爵
内
田
康
哉
［
９
］-

３
。

（
203
）	
第
一
一
五
号
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
六
日
、
鮭
延
総
領
事
→
内
田
外
務

大
臣
［
９
］-

３
。

（
204
）	

第
九
号
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
二
二
日
、
渕
領
事
代
理
→
内
田
外
務
大



一
九
一

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

臣
［
14
］。

（
205
）	「
緬
甸
米
輸
出
管
理
緩
和
ニ
関
ス
ル
件
」
公
信
第
二
五
九
号
、
一
九
二
〇

年
一
二
月
七
日
、
在
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
鮭
延
信
道
→
外
務
大
臣
伯
爵

内
田
康
哉
［
９
］-

３
。

（
206
）	「
緬
甸
米
輸
出
許
可
方
ニ
関
ス
ル
件
」
公
第
二
八
一
号
、
一
九
二
〇
年

一
二
月
一
四
日
、
在
孟
買
領
事
縫
田
栄
四
郎
→
外
務
大
臣
伯
爵
内
田
康

哉
［
９
］-

３
。『
通
商
公
報
』
第
八
〇
四
号
、一
九
二
一
年
二
月
七
日
、

三
三
六
頁
、
同
八
一
二
号
、
一
九
二
一
年
三
月
七
日
、
六
六
七
号
。

（
207
）	

第
二
四
号
、
一
九
二
一
年
七
月
五
日
、
渕
分
館
主
任
→
内
田
外
務
大
臣

［
14
］。

（
208
）	

第
八
〇
号
、
一
九
二
一
年
七
月
二
一
日
、
中
谷
税
領
事
代
理
→
内
田
外

務
大
臣
［
14
］。

（
209
）	

前
掲
、
第
二
四
号
。『
通
商
公
報
』
第
八
五
三
号
、
一
九
二
一
年
七
月

二
一
日
、
電
報
一
頁
。

（
210
）	

第
二
五
号
、
一
九
二
一
年
七
月
六
日
、
渕
分
館
主
任
→
内
田
外
務
大
臣

［
14
］。

（
211
）	「
緬
甸
米
輸
出
許
可
証
発
行
停
止
」
一
九
二
一
年
七
月
一
二
日
、
在
蘭
貢

渕
領
事
→
外
務
省
通
商
局
商
報
課
［
14
］。

（
212
）	

第
四
〇
号
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
二
〇
日
、
在
蘭
貢
渕
領
事
→
内
田
外

務
大
臣
［
14
］。

（
213
）	

第
四
七
号
、
一
九
二
一
年
一
一
月
二
五
日
、
渕
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
14
］。

（
214
）	

第
九
九
号
、
一
九
二
一
年
一
二
月
一
五
日
、
渕
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
14
］。

（
215
）	「
印
度
米
輸
出
解
禁
ニ
関
ス
ル
件
」
通
商
普
通
合
第
四
七
一
号
、

一
九
二
二
年
三
月
一
七
日
、
埴
原
次
官
→
大
蔵
省
神
野
大
蔵
次
官
、・
農

商
務
省
田
中
農
商
務
次
官
・
逓
信
省
秦
逓
信
次
官
［
９
］-

３
。

（
216
）	

秘
機
密
第
一
〇
号
、
一
九
一
九
年
八
月
二
日
、
農
商
務
大
臣
山
本
達
雄

→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
２
］-

２
。

（
217
）	「
電
信
案
（
平
）」
一
九
一
九
年
一
〇
月
三
日
、
内
田
大
臣
→
在
海
防
名

誉
領
事
・
在
西
貢
名
誉
領
事
［
２
］-

３
。

（
218
）	「
西
貢
米
収
穫
予
想
ニ
関
ス
ル
件
」
通
一
送
第
一
二
八
八
号
、
一
九
一
九

年
一
〇
月
七
日
、
田
中
通
商
局
長
→
農
商
務
省
農
務
局
長
［
２
］-

３

（
219
）	

前
掲
「
外
米
輸
入
問
題
」。

（
220
）	〔
書
簡
〕
一
九
一
九
年
一
二
月
一
五
日
、
ヱ
・
サ
リ
ヱ
ー
ジ
ュ
→
外
務
次

官
［
２
］-

３
。

（
221
）	「
西
貢
米
輸
出
解
禁
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
一
九
年
一
二
月
一
九
日
、
奥
村

局
長
→
在
西
貢
名
誉
領
事
ヱ
・
サ
リ
ヱ
ー
ジ
ュ
［
２
］-

４
。

（
222
）	

前
掲
〔
書
簡
〕
一
九
一
九
年
一
二
月
一
五
日
。

（
223
）	「
西
貢
名
誉
領
事
館
事
務
代
理
来
電
」（〔
無
題
〕
一
九
一
九
年
一
二
月

三
一
日
）［
２
］-

４

（
224
）	「
西
貢
米
輸
出
ニ
関
ス
ル
件
」
通
一
送
第
三
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
一
〇

日
、
埴
原
次
官
→
在
西
貢
名
誉
領
事
サ
リ
エ
ー
ジ
ュ
［
２
］-

４
。

（
225
）	『
通
商
公
報
』
第
七
二
三
号
、
一
九
二
〇
年
五
月
三
日
、
四
〇
四
頁
。

（
226
）	「
東
京
米
輸
出
一
部
解
禁
ノ
情
報
ノ
確
否
取
調
ノ
件
」
通
一
送
第

一
五
六
九
号
、
一
九
一
九
年
一
二
月
八
日
、
田
中
通
商
局
長
→
道
家
米



一
九
二

穀
管
理
部
長
［
２
］-

３
。

（
227
）	「
東
京
米
輸
出
解
禁
ノ
件
」
米
管
第
七
九
六
号
、
一
九
一
九
年
一
一
月

二
九
日
、
農
商
務
省
臨
時
米
穀
管
理
部
長
道
家
斉
→
外
務
省
通
商
局
長

田
中
都
吉
［
２
］-

３
。

（
228
）	「
電
信
案
（
平
）」
第
五
九
号
、
一
九
一
九
年
一
二
月
三
日
、
内
田
大
臣

→
在
香
港
鈴
木
総
領
事
［
２
］-

３
。

（
229
）	「
電
信
案
要
飜
訳
（
仏
）」
一
九
一
九
年
一
二
月
三
日
、
内
田
大
臣
→
在

海
防
帝
国
名
誉
領
事
［
２
］-

３
。

（
230
）	〔
無
題
〕
一
九
一
九
年
一
二
月
五
日
、
鈴
木
総
領
事
→
内
田
外
務
大
臣

［
２
］-

３
。

（
231
）	

第
三
四
号
、
一
九
二
〇
年
六
月
二
五
日
、
中
村
領
事
→
内
田
外
務
大
臣 

［
２
］-

４
。

（
232
）	

第
三
六
号
、
一
九
二
〇
年
七
月
五
日
、
中
村
領
事
→
内
田
外
務
大
臣 

［
２
］-

４
、
お
よ
び
、
通
送
第
五
六
号
、
一
九
二
〇
年
七
月
一
二
日
、

在
海
防
領
事
中
村
修
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
２
］-

４
。『
通

商
公
報
』
第
七
五
三
号
、
一
九
二
〇
年
八
月
一
二
日
、
一
七
二
三
～

一
七
二
四
頁
。

（
233
）	

第
六
二
号
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
一
三
日
、
中
村
領
事
→
内
田
外
務
大

臣
［
２
］-

４
、『
通
商
公
報
』
第
八
六
五
号
、
一
九
二
一
年
九
月
五
日
、

九
一
二
頁
。

（
234
）	「
安
南
産
米
籾
及
其
副
産
物
輸
出
制
限
撤
廃
ニ
関
ス
ル
件
」
通
送
第

一
六
五
三
号
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
二
五
日
、
田
中
通
商
局
長
→
岡
本

農
務
局
長
［
２
］-

４
。

（
235
）（
236
）	第
一
二
二
号
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
二
九
日
、
西
公
使
→
内
田
外

務
大
臣
［
12
］-

１
。

（
237
）	

第
一
三
五
号
、
一
九
一
九
年
一
一
月
二
七
日
、
高
橋
領
事
→
内
田
外
務

大
臣
［
12
］-

１
。

（
238
）	「
政
府
買
付
暹
羅
米
ノ
件
」
米
管
第
七
九
五
号
、
一
九
一
九
年
一
一
月

二
九
日
、
農
商
務
省
臨
時
米
穀
管
理
部
長
道
家
斉
→
外
務
省
通
商
局
長

田
中
都
吉
［
12
］-

１
。

（
239
）	

第
一
三
八
号
、
一
九
一
九
年
一
二
月
五
日
、
西
公
使
→
内
田
外
務
大
臣

［
12
］-

１
、
お
よ
び
、
前
掲
「
一
九
一
九
年
ヨ
リ
一
九
二
一
年
ニ
至
ル

暹
羅
国
米
管
理
」。

（
240
）	「
暹
羅
国
米
管
理
法
発
布
ニ
関
シ
報
告
幷
同
法
承
認
方
許
可
稟
請
ノ
件
」

通
公
第
一
五
号
、
一
九
二
〇
年
三
月
二
三
日
、
在
暹
特
命
全
権
公
使
西

源
四
郎
→
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
［
12
］-

２
。

（
241
）	

前
掲
「
一
九
一
九
年
ヨ
リ
一
九
二
一
年
ニ
至
ル
暹
羅
国
米
管
理
」、『
通

商
公
報
』
第
七
三
六
号
、
一
九
二
〇
年
六
月
一
七
日
。

（
242
）	

第
一
四
八
号
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
一
七
日
、
有
田
代
理
公
使
→
内
田

外
務
大
臣
［
12
］-

２
。

（
243
）	『
通
商
公
報
』
第
八
〇
五
号
、
一
九
二
一
年
二
月
一
四
日
、
電
一
頁
。

（
244
）	

前
掲
「
一
九
一
九
年
ヨ
リ
一
九
二
一
年
ニ
至
ル
暹
羅
国
米
管
理
」。

（
245
）	「
香
港
米
市
況
（
大
森
官
補
調
査
）」
公
信
第
二
六
九
号
、
一
九
二
〇
年

一
二
月
三
〇
日
、
在
香
港
総
領
事
代
理
大
森
元
一
郎
→
外
務
大
臣
伯
爵

内
田
康
哉
［
15
］-

１
。

（
246
）	『
通
商
公
報
』
第
七
四
二
号
、一
九
二
〇
年
七
月
五
日
、一
二
六
五
頁
。「
昨



一
九
三

米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地

今
ノ
不
況
ハ
稀
有
ノ
状
態
」
で
あ
っ
た
。

（
247
）	
前
掲
「
香
港
米
市
況
（
大
森
官
補
調
査
）」。『
通
商
公
報
』
第
八
〇
八
号
、

一
九
二
一
年
二
月
二
一
日
、
四
九
二
頁
。

（
248
）	『
通
商
公
報
』
第
八
三
三
号
、
一
九
二
一
年
五
月
一
六
日
、
六
二
五
～

六
二
六
頁
。

（
249
）	

同
前
、
第
七
四
二
号
、
一
九
二
〇
年
七
月
五
日
、
一
二
六
六
頁
。

（
250
）	

フ
ィ
リ
ピ
ン
も
多
量
の
外
米
輸
入
に
よ
り
不
足
を
補
っ
て
い
た
が
、
輸

入
価
格
の
上
昇
に
よ
り
米
価
が
暴
騰
し
、
同
政
府
は
輸
入
を
「
百
方
」

画
策
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
通
商
公
報
』
第
六
三
四
号
、
一
九
一
九
年

七
月
三
日
、
一
九
頁
）。

（
251
）	『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
一
九
年
一
二
月
二
日
。
以
下
、
前
掲
、
大
豆
生

田
『
近
代
日
本
の
食
糧
政
策
』
第
三
章
第
三
節
を
参
照
。

（
252
）	『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
九
年
七
月
二
〇
日
。

（
253
）（
254
）	『
原
敬
日
記
』
一
九
一
九
年
一
〇
月
一
三
日
。

　

‌�　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
・
基
盤

研
究
（
Ｃ
）「
戦
前
日
本
の
外
米
輸
入
─
米
不
足
の
構
造
と
輸
入
補
填
（
明

治
初
年
～
戦
時
の
実
証
的
・
総
合
的
研
究
）」（
研
究
代
表
者
・
大
豆
生
田
稔
、

課
題
番
号
一
六
Ｋ
〇
三
七
九
二
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


